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先生方とともに
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　　　大貫クラスは、１学年の中でもチームワークが
よいクラスだと思います！　学校祭の催し物を縁日にし
た時も、クラス全員で出し合った考えを取り込みなが
ら１つのアイデアがどんどんよい形になっていく、そ
の過程が楽しかったです。
　　　昼休みや放課後に自分たちで集まって、準備を
進めていたよね。先生は安全面を確認するだけで、安
心して任せることができました。
　　　今のこの雰囲気があるのは、入学式の前に初め
てこの教室に集まった時、先生が「５分間、できるだ
け多くの人と挨拶をしよう」と、自己紹介の場を設け
てくれたからだと思います。それで緊張感が一気に解
けて、和やかな空気になりました。
　　　最初に打ち解けるきっかけがあれば、あとは自
分たちで仲よくなれると、先生は思っていたよ。
　　　意見をはっきり言う一方で、否定的なことは言わ
ず、他者の意見も聞けるクラスメートばかりだから、中
学校時代は遠慮しがちだった私も、積極的に発言できる
ようになりました。黙っている人がいたら、「どう思う？」
と自然に聞けるのも、このクラスのよさだと思います。

　　　どの人とも話しやすいから、授業でのペアワー
クやグループワークも活発に行えています。
　　　対話的な活動では、みんなが発言しやすいよう
に、最初は基礎的なことを問い、最後の方にグループ
全員で考えを出し合って解くような発問をして、話し
やすくする工夫もしているよ。分からないことも、力
を合わせれば解決できることを経験してほしいんだ。
　　　他者の考えを聞くと、自分の考えが深まり、さ
らに、日頃、学習している様子が分かって刺激も受け
ます。先生に学習についての相談をした時、朝早く学
校に来て学習することを続けて、成績がぐんぐん伸び
た先輩の話をされましたよね。私も頑張ってみようと、
朝、それまでよりも1本早い電車に乗るようにしました。
　　　図書室で勉強しているよね。その姿を見て、私も
早起きして、家で勉強してから登校するようになったよ。
　　　ホームルームなどでセルフマネジメントの大
切さをよく話すのは、自分自身が成果を上げることで
周りにもよい影響を与えられるようになってほしいと
いう先生の願いもあります。クラスのよさを伸ばして、
学び合いがさらに深まるよう、応援していくよ！

情熱教師 F i l e 17

今月の表紙　栃木県立栃木女子高校　大
お お ぬ き

貫宏明先生

生 徒 と 紡 ぐ

大貫宏明先生　教職歴 21 年。
同校に赴任して８年目。進路
指導部副部長。1 学年担任。

栃木県立栃木女子高校　全日制／普通科／女子校／１学年 約 240 人／ 2019 年度入試合格
実績（現浪計）国公立大は、北海道大、東北大、筑波大、宇都宮大、お茶の水女子大、東京外国
語大などに95人が合格。私立大は、慶應義塾大、上智大、早稲田大などに延べ 472 人が合格。

対話で築くクラス

生徒

先生

先生

先生

生徒

生徒
生徒

先生

生徒

生徒
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改良！　指導ツール　ビフォーアフター

主体的・対話的で深い学びへ　実践　アクティブ・ラーニング

指導変革の軌跡

全学年　部活動目標達成シート

	 26	 日本史
	 	 栃木県立黒磯南高校　野澤宏

ひ ろ た か

光
	 	 歴史から生きるヒントを獲得し、学び方を学ぶ「２ターム授業」で、
	 	 学びへの意欲を高める

	 30	 数学
	 	 東京都・私立高輪中学高校　射

い て

手　基
もとき

	 	 生徒主体の問題解決を通して数学の面白さに気づかせ、
	 	 確かな学力と主体性を養う

	 34	 千葉県立浦安高校
	 	 社会と連携した学校改革
	 	 学校と地域・大学・企業が連携した活動で、
	 	 生徒の学びに向かう意欲を醸成

	 38	 岡山県立笠岡高校
	 	 探究学習を軸にした学校改革
	 	 全校体制で資質・能力ベースの指導改善を推進し、
	 	 自己実現への「志」を育む

	 4	 座談会
	 	 自走できる学習者を育てるために「高３・０学期」からできること
		  茨城県立水

みつかいどう

海道第一高校　菅原冬樹／京都府・京都市立西京高校・附属中学校　岩佐峰之／
	 	 佐賀県立致

ち
遠
えんかん
館中学・高校　山

やまさき

﨑俊明

	 8	 実践１●思考力・判断力・表現力等の育成
　	 	 新潟県立長岡高校
	 	 課題の精選や授業・定期考査の改善を組織的に行い、思考力や主体性等を養う
	 12	 実践２●面談指導の強化
　	 	 岡山県立倉敷青陵高校
	 	 生徒に考え、語らせるカウンセリング型の面談で、生徒の内なる変容を促す
	 16	 実践３●推薦・ＡＯ入試の指導
　	 	 東京都・私立広尾学園中学校・高校
	 	 研究過程での生徒の変容・成長を丁寧に見取り、推薦書や志望理由書を練り上げる
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明日への振り返り
◎ 2019 年は先生方にとってどの
ような年だったでしょうか。元号が
令和に変わり、新たな時代が幕を
開けましたが、高校教育にとって
の新時代の幕開けは、制度変更
後の大学入試を初めて受験する現
高２生が入学した 2018年ではな
いかと、本誌 18 年４月号の本欄で
述べました。その生徒も来年は高
３生です。これまでと環境が異な
り、社会の変化が一層激しくなる
からこそ、新たな「高３指導」のあ
り方と、これまでの指導を振り返
ることが必要だと考え、今号の特
集は「過去と未来をつなぐ今」をコ
ンセプトとしました。本年も、あり
がとうございました。2020年も、
よろしくお願いいたします。　

『VIEW21』高校版
編集長　柏木崇

今月の表紙メッセージ

これからの会議・研修のあり方、つくり方
	 	 実践者に聞く！　
	 	 長崎県・私立長崎南山中学校・高校
	 	 教師全員で学校の課題に向き合い、学びやすく、働きやすい環境をつくる

52

大学生による高校生のための　大学の学び　最新ナビ

	 48	 名古屋商科大学　留学プログラム 
	 	 １年次から多様な留学機会を与え、学びの意欲を高めるきっかけに

	 50	 吉
き び

備国際大学　農学部　地域創成農学科
	 	 淡路島を舞台に幅広く農学を学び、地域創成に貢献するリーダーを養成

48

教師を育てた言葉たち

Reader’s VIEW

		  「岡山の教育をどうしたいのか」
	 	 岡山県立総

そ う じ ゃ

社高校　三村美紀

巻末

60

改革事例から導く！　「学校教育デザイン」を描く道標
しるべ

22
	 22	 東京都・私立山崎学園富士見中学高校
	 	 生徒の状況を見ながら築く探究学習で
	 	 「17の力」の育成を目指す

０学期からの新「高３指導」考

学校を飛び出し、学びを巡る　高校教師study-tour

	 	 義務教育学校の「総合的な学習の時間」
	 	 真正な課題設定と問いかけにより、課題に対する当事者意識を高める

46

特別企画20
	 20	 理解！　習得！　自校に展開！　生徒の学びをデザインするカリキュラム・マネジメント
	 	 ワークショップ参加者の今

1  December  2019
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教科間や学年間での目線合わせや
研究授業の実施などを通じて

授業改善に力を入れてきた成果もあり、
主体性や積極性の面で生徒の成長を

感じています。
１年次からの計画的な進路ガイダンスに加え、今後は

面談の機会を増やし、
生徒を精神面で支えていきます。

毎年９月の２学年の学年集会で、
受験生への意識づけをしていますが、今年は、

受験を自分事と考えていない生徒が
例年より若干多いと感じています。
ただ、３年次までの指導の流れを確定させ、

その流れに生徒を乗せることができているので、今後は

ポートフォリオをきちんとつくることを
徹底させていきたいと考えています。

地方公立高校
管理職

首都圏公立高校
進路部

高校２年生の３学期は、これまでも「高３・０学期」と呼ばれ、大学進学を目指す生徒に受験生としての自覚を

持たせるべく、指導の切り替えをする時期として重要視されてきた。現２年生は、制度変更後の大学入試を

初めて受ける世代であり、そうした環境変化も踏まえると、「高３・０学期」における指導の切り替えは、

一層重要なものとなるだろう。また、それは３年次の指導につながるものでなくてはならない。

そこで今号では、現２年生から始まる、新たな「高３指導」について、０学期を起点に考えていく。

０学期からの　新高３指導考

2 December  2019
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２年生に入学からの１年半の学習を
振り返り、入試に向けて取り組むべきことを

考えさせたところ、
多くの生徒が普段の学習の重要性を挙げていました。
それをいかに行動に移させるかが、今後の鍵。

高３・０学期中に、第１志望へのこだわりを
言語化することをゴール
として指導を進めます。

現状では生徒の意識に大きな変化は

見られませんが、今後は、

高校時代までの活動経験を利用した
推薦・ＡＯ入試の受験希望者が多くなる

のではないかと感じています。
これまで個別対応だった指導を
全体での指導にすることも

検討しています。

地方公立高校
進路指導主事

私立高校
総務部　

０学期からの　新高３指導考特 集

座談会

自走できる
学習者を育てるために
「高３・０学期」から

できること

実践1

思考力・判断力・
表現力等の育成

新潟県立
長岡高校

実践 2

面談指導の
強化
岡山県立

倉敷青陵高校

実践3

推薦・ＡＯ入試の
指導

東京都・私立
広尾学園中学校・高校

P.4P.8P.12P.16

＊2019年度の高２生の指導状況について、『VIEW21』高校版読者モニターアンケートで聞いた
結果（アンケートは2019年 10月にウェブとファクスで実施。回答数は81）を基に作成。

3  December  2019
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主体的・対話的で深い学びの
視点からの授業改善

2018

2019

思考力・判断力・表現力を
評価するための問題作成

2018

2019

学習の質を高める指導
2018

2019

組織的な
取り組み

19

24 30 39 5

10 19 47 19

13 26 49 9

8 30 42 14

19 41 32 5

27 46 6 2

0 20

多くの先生の
取り組み

未着手ごく一部の
先生の取り組み 不明

2

5

3

6

3
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思
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入
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、
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山
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・
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菅
原　
受
験
勉
強
が
目
的
化
し
て
い
る
こ

と
が
、
こ
れ
ま
で
の
高
校
教
育
の
最
大
の

課
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だ
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と
思
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ま
す
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何
の
た
め
に

学
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の
か
を
生
徒
自
身
が
理
解
し
な
け
れ

ば
、
主
体
的
に
学
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に
向
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こ
と
は
で
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そ
の
先
に
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大
学
の
学
び
に
も

興
味
・
関
心
を
持
て
な
い
で
し
ょ
う
。
３

年
生
０
学
期
は
、
主
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的
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ぶ
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育
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に
何
が
で
き
る
の
か
を
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思
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ま
す
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岩
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私
た
ち
教
師
が
生
徒
と
確
認
す
べ

き
こ
と
は
、「
な
ぜ
、
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
等
を
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
る
の

茨城県立
水
みつかいどう

海道第一高校
２年次主任

菅原冬樹
すがわら・ふゆき

教職歴２３年。同校に
赴任して3年目。

茨
城
県
立
水
海
道
第
一
高
校

◎
２
０
０
４
年
度
、
進
学
重
視
型
単
位
制
普
通
科

に
移
行
。
校
訓
は
、「
至
誠
・
剛
健
・
快
活
」。
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
で
活
躍
す
る
人
材
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成
を
目
的
と
し
た

「
海
高
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
。

◎
設
立　

１
９
０
０
（
明
治
33
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

1
学
年
約
２
８
０
人

◎
２
０
１
９
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
茨
城
大
、
筑
波
大
、
宇
都
宮
大
、

東
京
学
芸
大
な
ど
に
43
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

中
央
大
、
東
京
理
科
大
、
法
政
大
、
明
治
大
、
立

教
大
な
ど
に
延
べ
５
８
６
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　

h
ttp
://w

w
w
.m
itsu

kaid
o1-h

.
ibk.ed.jp

出典／（株）ベネッセコーポレーション教育情報センター「教育・入試改革対応に関する調査」
（2019 年）。全国の高校へアンケートを実施。有効回答数は約 1400 校。

自走できる学習者を育てるために
「高３・０学期」からできること
受験生への切り替え時期として重視されている「高３・０学期」。入試制度に変化がある現高２生に、
これからの社会を生きるために必要な資質・能力を育むため、学校・学年団はどのような点に留意して、

高３・０学期以降の指導を行えばよいのだろうか。学校改革の最前線に立つ管理職とミドルリーダーに話を聞いた。

資質・能力の育成に向けた取り組み状況図１
学
校
改
革
や
指
導
改
善
の
目
的
を

い
ま
一
度
、学
校
全
体
で
共
有
す
る

座談会
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か
」
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
る

生
徒
に
は
、
ど
う
い
っ
た
資
質
・
能
力
が

必
要
な
の
か
を
、
一
人
ひ
と
り
の
教
師
が

ぶ
れ
な
い
指
導
の
軸
と
し
て
持
っ
て
お
か

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

編
集
部　
資
質
・
能
力
の
育
成
の
必
要
性

は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
校
内
で
共
通
理

解
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

山
﨑　
社
会
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ

と
を
、
教
師
や
生
徒
が
実
感
す
る
機
会
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
本
校
で
は
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
一
環
で
講
演
会
を
行
う
際
、

講
師
に
、
社
会
の
動
き
の
速
さ
を
伝
え
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
社

会
で
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
か
を
、生
徒
だ
け
で
は
な
く
、

教
師
も
理
解
す
る
こ
と
で
、
旧
態
依
然
と

し
た
教
育
で
は
立
ち
い
か
な
い
と
い
う
危

機
意
識
を
高
め
た
い
か
ら
で
す
。
学
校
に

い
る
だ
け
で
は
、
社
会
の
変
化
に
気
づ
く

こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

岩
佐　
本
校
で
は
、
卒
業
生
が
同
じ
よ
う

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生
が

後
輩
に
、
高
校
で
の
授
業
の
大
切
さ
や
探

究
学
習
の
意
義
を
、
大
学
で
の
経
験
な
ど

を
踏
ま
え
て
語
っ
て
く
れ
ま
す
が
、
教
師

に
と
っ
て
も
、
社
会
の
変
化
や
大
学
教
育

の
現
状
を
知
る
重
要
な
機
会
に
な
っ
て
い

ま
す
。

編
集
部　
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等

は
、
社
会
で
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
資

質
・
能
力
で
す
。
３
年
生
０
学
期
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
そ
れ
ら
の
資
質
・
能
力
が

生
徒
に
身
に
つ
い
て
い
る
か
ど
う
か
、
２

年
生
の
12
月
ま
で
の
教
育
活
動
を
ど
の
よ

う
に
振
り
返
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

岩
佐　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
に
よ
る
定

点
観
測
で
、
評
価
す
べ
き
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等

は
直
線
的
に
向
上
し
て
い
く
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
を
行
い
な
が
ら
、
ス

パ
イ
ラ
ル
的
に
積
み
上
げ
て
い
く
環
境
が

で
き
て
い
る
か
ど
う
か
を
、
３
年
生
０
学

期
を
迎
え
る
ま
で
の
間
に
見
直
す
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

菅
原　
進
路
検
討
会
の
方
法
を
、
従
来
と

は
変
え
る
必
要
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
２

年
生
11
月
ま
で
の
模
擬
試
験
を
振
り
返

り
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
評

価
を
見
て
教
育
活
動
の
成
果
を
測
る
の
も

１
つ
の
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。
模
擬
試
験

の
結
果
を
見
る
と
、
意
外
な
生
徒
が
思
考

力
の
高
さ
を
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
外
部
の
指
標
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
知
識
・
技
能
だ
け
で
は
な
い
資
質
・

能
力
を
見
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

山
﨑　
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
は
、

定
性
的
な
評
価
だ
け
で
な
く
、
定
量
的
な

評
価
も
試
み
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
。
本

校
で
は
、
課
題
研
究
に
お
い
て
、
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
用
い
た
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
等
の
自
己
評
価
、
及
び
他
者
評
価
を

さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
に
加
え
て
、
18

京都府・京都市立
西京高校・附属中学校

副校長

岩佐峰之
いわさ・みねゆき

教職歴３０年。同校に
赴任して１２年目。

佐
賀
県
立
致
遠
館
中
学
・
高
校

◎
県
立
の
併
設
型
中
高
一
貫
教
育
校
。
佐
賀
藩

10
代
主
鍋
島
直
正
公
の
精
神
が
息
づ
く
学
校
。

２
０
１
７
年
度
、
文
部
科
学
省
「
ス
ー
パ
ー
サ
イ

エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
指
定
校
（
第
３
期
）。

◎
設
立　

１
９
８
８
（
昭
和
63
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

1
学
年
約
２
４
０
人

◎
２
０
１
９
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
名
古
屋
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、

九
州
大
、
佐
賀
大
、
国
際
教
養
大
な
ど
に
１
６
８

人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田

大
な
ど
に
延
べ
３
４
０
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　

h
ttp
://cm

s.sag
a-e
d
.jp/

h
p/

chienkankoukou/

京
都
府
・
京
都
市
立
西
京
高
校
・
附
属
中
学
校

◎
校
是
は
、「
進
取
・
敢
為
・
独
創
」。
２
０
１
５

年
度
、
文
部
科
学
省
「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
」
指
定
校
。

◎
設
立　

１
８
８
６
（
明
治
19
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ジ
ン
グ
科

／
共
学

◎
生
徒
数　

1
学
年
約
２
８
０
人
（
全
日
制
）

◎
２
０
１
９
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
京
大
、
京
都
大
、

大
阪
大
、
神
戸
大
な
ど
に
２
１
３
人
が
合
格
。
私

立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、

立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
６
７
１
人
が
合
格
。

◎U
RL

　

http://w
w
w
.edu.city.kyoto.jp./

hp/saikyo

佐賀県立致
ち

遠
えんかん

館
中学・高校

進路指導主事

山﨑俊明
やまさき・としあき

教職歴１９年。同校に
赴任して9年目。

０学期からの新 高３指導 考特集

思
考
力
等
の
育
成
の
振
り
返
り
を

ど
の
よ
う
に
行
う
か

5  December  2019
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年
度
か
ら
は
外
部
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
活

用
し
て
、
思
考
力
の
育
成
状
況
を
定
量
的

に
も
見
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
外
部
の
ア

セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
と
大
学
入
試
の
結
果

と
の
相
関
を
見
て
い
く
つ
も
り
で
す
が
、

そ
う
し
た
評
価
や
分
析
を
何
年
か
継
続
し

て
積
み
上
げ
て
い
く
中
で
、
自
校
と
し
て

の
評
価
軸
が
定
ま
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

編
集
部　
現
２
年
生
は
、
安
全
志
向
の
生

徒
が
例
年
よ
り
も
多
い
と
聞
き
ま
す
。
希

望
進
路
実
現
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

に
配
慮
し
て
生
徒
を
支
援
す
れ
ば
よ
い
と

お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

岩
佐　
最
初
、
生
徒
は
安
全
志
向
に
な
り

が
ち
で
す
。
し
か
し
、
生
徒
が
主
体
的
に

考
え
ず
に
、「
合
格
で
き
そ
う
」
と
い
う

理
由
だ
け
で
選
ん
だ
大
学
に
安
易
に
入
学

し
て
し
ま
う
と
、
最
悪
の
場
合
、
退
学
し

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
自
分
は
大

学
で
何
が
し
た
い
の
か
、
本
当
に
行
き
た

い
大
学
は
ど
こ
な
の
か
を
突
き
詰
め
て
考

え
さ
せ
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
は
ま
す
ま

す
大
切
で
す
。

　

本
校
で
は
、
２
年
生
10
月
に
「
受
験
生

宣
言
」
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
度

か
ら
は
、
ク
ラ
ス
を
横
断
す
る
形
で
、
同

じ
学
部
系
統
を
志
望
す
る
生
徒
を
４
〜
５

人
の
グ
ル
ー
プ
に
し
、「
な
ぜ
、こ
の
大
学
・

学
部
な
の
か
」
を
書
い
た
用
紙
を
読
み
合

う
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
志
望
理
由
が
明

確
で
な
か
っ
た
生
徒
は
、
自
分
の
夢
を
熱

く
語
れ
る
人
や
、
大
学
・
学
部
に
こ
だ
わ

り
を
持
つ
人
が
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
改

め
て
自
分
の
志
望
校
と
向
き
合
う
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

こ
の
活
動
で
は
、
志
望
が
決
ま
っ
て
い

な
い
生
徒
の
グ
ル
ー
プ
も
設
け
ま
し
た
。

そ
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
生
徒
同
士
が
話
し

合
う
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
教
師
が

か
か
わ
り
、
自
然
と
個
人
面
談
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
普
段
接
し
た
こ
と
の
な
い

教
師
と
話
を
し
て
視
野
を
広
げ
た
生
徒
が

い
る
な
ど
、
よ
い
刺
激
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

菅
原　
現
２
年
生
に
対
し
て
は
、
入
学
時

か
ら
面
談
な
ど
で
、「
な
ぜ
」
を
徹
底
的

に
問
う
よ
う
に
し
て
き
ま
し
た
。
進
路
希

望
調
査
、
コ
ー
ス
選
択
な
ど
で
生
徒
が
表

明
し
た
志
望
に
対
し
て
、
教
師
は
面
談
で

「
な
ぜ
、
そ
の
大
学
・
学
部
な
の
か
」
を

問
い
か
け
ま
す
。
生
徒
の
志
望
理
由
は
表

面
的
な
も
の
も
多
く
、
深
く
問
い
か
け
る

と
、
自
己
の
内
面
の
矛
盾
に
気
づ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
対
話
を
通
し
て
、
生
徒

が
自
分
と
向
き
合
う
よ
う
に
す
る
指
導
が

必
要
で
す
。
本
校
の
３
年
生
０
学
期
か
ら

の
指
導
で
は
、
主
体
性
の
涵
養
が
大
き
な

テ
ー
マ
に
な
り
ま
す
。
面
談
な
ど
で
生
徒

の
可
能
性
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
な
声
か
け

や
助
言
を
で
き
る
か
が
、
教
師
の
指
導
の

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
﨑　
教
師
が
す
べ
て
の
生
徒
に
対
し
て

個
別
に
指
導
す
る
の
は
限
界
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
生
徒
が
自
走
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、本
校
で
は
、

自
分
の
力
で
飛
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

「
飛
行
機
型
人
間
」
の
育
成
を
目
指
し
て
、

１
年
次
か
ら
指
導
の
サ
イ
ク
ル
を
工
夫
し

て
き
ま
し
た
（
図
２
）。
自
走
に
向
け
た

意
識
づ
け
の
た
め
に
は
、
生
徒
が
自
身
の

状
況
を
メ
タ
認
知
す
る
面
談
が
有
効
で
あ

り
、
本
校
で
は
、
面
談
力
向
上
の
た
め
の

教
員
研
修
も
行
っ
て
い
ま
す
。
資
質
・
能

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
の
必
要
性
を
生
徒

が
実
感
で
き
る
面
談
に
す
れ
ば
、
最
後
の

自
走
の
部
分
が
大
き
く
変
わ
る
は
ず
で

す
。
そ
こ
で
、２
年
次
の
２
学
期
末
に
は
、

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
使
っ
て
生
徒
に
リ
フ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
行
わ
せ
、
生
徒
が
自
走
で

き
る
姿
勢
に
な
っ
て
い
る
か
確
認
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

岩
佐　
本
校
で
は
、「
自
律
」
と
い
う
言

葉
で
共
通
理
解
し
て
い
ま
す
が
、
最
後
は

生
徒
が
い
か
に
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
学

習
に
取
り
組
め
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
学
習
方
法
に
つ
い
て

も
、「
こ
の
問
題
が
分
か
り
ま
せ
ん
」
と

言
っ
て
教
師
を
頼
る
生
徒
は
、
自
律
に
は

ま
だ
遠
い
状
態
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、

「
こ
の
解
き
方
は
ど
う
で
す
か
」
な
ど
と
、

質
問
が
具
体
的
に
な
っ
て
き
た
時
が
チ
ャ

◎指導のサイクルを高速回転させる

1年次７月（第１期 Adaptation）
中学 4 年生≠高校1年生

1年次 8月～２年次８月（第２期Basis）
思考（基礎積み）＞判断＞表現　→型を知る

２年次８月～３年次８月（第３期 Challenge）
思考＜判断（演習・経験）＞表現　→経験する

３年次８月～3年次３月（第４期Doing）
思考＜判断＜表現（自己表現を含む）　→自走する（飛行機型人間）

＊山﨑先生提供資料を基に編集部で作成。

佐賀県立致遠館中学・高校の指導サイクル図２

「
な
ぜ
、そ
の
志
望
な
の
か
」を

徹
底
的
に
突
き
詰
め
る

自
律
へ
の
芽
を
的
確
に
見
取
り
、

成
長
さ
せ
る
声
か
け
が
大
切
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ン
ス
で
す
。
自
分
で
考
え
て
課
題
を
見
つ

け
る
行
為
は
自
律
へ
の
第
一
歩
で
す
。
教

師
は
、
教
え
す
ぎ
ず
、
伴
走
し
な
が
ら
生

徒
の
悩
み
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
主
体
性

を
涵
養
す
る
存
在
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

山
﨑　
確
か
に
、
学
力
や
進
路
意
識
が
高

く
な
る
ほ
ど
、
質
問
の
内
容
は
変
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
志
望
校
選
び
に
し
て
も
、
こ

の
大
学
に
行
き
た
い
の
で
調
べ
て
み
た
と

い
う
動
き
が
出
て
き
た
ら
、
志
望
が
明
確

に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

う
い
っ
た
生
徒
は
、
壁
に
あ
た
っ
て
も
ぶ

れ
ず
に
目
標
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。
自
走
の
芽
を
摘
み
取
ら
ず
、
成

長
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
指
導
が
大
切
で

す
。

菅
原　
内
発
的
な
動
機
づ
け
に
よ
っ
て
主

体
性
が
表
れ
る
の
が
理
想
で
す
が
、
生

徒
の
状
態
に
よ
っ
て
は
、
教
師
の
仕
か
け

に
よ
る
外
発
的
な
刺
激
が
必
要
な
場
合
も

あ
り
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
際
も
、
面
談
な

ど
を
通
し
て
、
自
分
が
何
を
大
切
に
し
て

い
る
の
か
、
本
当
に
し
た
い
こ
と
は
何
か

な
ど
、
内
面
に
目
を
向
け
さ
せ
、
自
律
的

な
学
び
を
促
す
働
き
か
け
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
主
体
性
を
涵
養
す
る
場
づ
く
り
は
低

学
年
次
か
ら
必
要
で
す
が
、
３
年
生
０
学

期
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
は
ず
で
す
。
自

走
で
き
る
力
を
備
え
た
時
、
生
徒
は
私
た

ち
の
想
定
を
超
え
て
大
き
く
成
長
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
志
望
を
実
現
す
る
は
ず
で
す
。

編
集
部　
現
２
年
生
の
３
年
次
の
指
導
に

お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
視
点
を
持
っ
て

お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

岩
佐　
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
の
選
抜
方
式
も

変
更
・
拡
大
し
た
り
、
調
査
書
の
様
式
が

変
わ
っ
た
り
す
る
た
め
、
生
徒
の
情
報
を

２
学
年
団
か
ら
３
学
年
団
へ
ど
の
よ
う
に

引
き
継
い
で
い
く
か
、
教
師
間
で
連
携
す

る
こ
と
が
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。

山
﨑　
本
校
で
は
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に

生
徒
の
学
び
や
活
動
を
蓄
積
し
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
調
査
書
や

推
薦
書
、
志
望
理
由
書
に
反
映
さ
せ
る
か

を
校
内
で
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
21
年
度
入
試
で
は
、
入
試
制

度
の
変
更
が
あ
る
た
め
、
そ
の
対
応
も
含

め
、
時
間
切
れ
と
な
ら
な
い
よ
う
、
教
師

も
生
徒
も
早
め
に
動
く
よ
う
心
が
け
た
い

で
す
。
そ
の
意
味
で
も
、
現
２
年
生
の
３

年
生
０
学
期
は
例
年
以
上
に
重
要
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

菅
原　
現
２
年
生
は
、
11
月
の
修
学
旅
行

後
に
「
受
験
生
宣
言
」
を
行
い
ま
す
。
そ

の
後
は
、
３
か
月
の
ス
パ
ン
で
区
切
っ
て

進
路
指
導
の
計
画
を
立
て
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
へ
の
対
応
も
例

年
よ
り
前
倒
し
で
行
う
予
定
で
す
。
早
め

に
受
験
希
望
者
を
把
握
し
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
の
か
を
検

討
す
る
会
議
も
行
い
ま
す
。

岩
佐　
同
じ
高
校
の
生
徒
で
あ
っ
て
も
、

生
徒
に
よ
っ
て
学
び
や
経
験
は
多
様
に

な
っ
て
い
る
今
、
そ
れ
を
大
学
入
試
に
ど

の
よ
う
に
結
び
つ
け
、
一
人
ひ
と
り
の
志

望
を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
の
か
を
、
３

年
生
０
学
期
の
段
階
で
教
師
が
話
し
合
う

こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
切
に
な
り

ま
す
。
一
方
で
、
生
徒
に
対
し
て
、
教
師

が
む
や
み
に
危
機
感
を
あ
お
ら
な
い
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
す
。
私
た
ち
教
師
が
、

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
教
育
活
動
の
本
質

や
目
的
を
確
認
し
て
、
粛
々
と
準
備
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

菅
原　
入
試
制
度
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ

た
と
し
て
も
、
し
っ
か
り
し
た
基
礎
学
力

が
身
に
つ
い
て
い
れ
ば
、
何
も
不
安
に
思

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
ま
で
通
り
、

教
師
が
問
題
の
傾
向
を
し
っ
か
り
分
析

し
、
生
徒
が
落
ち
着
い
て
対
応
で
き
る
よ

う
に
準
備
を
進
め
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

山
﨑　
生
徒
に
は
、
明
確
な
志
望
を
描
い

て
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
し

て
ほ
し
い
で
す
し
、
私
た
ち
教
師
は
、
そ

れ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

０学期からの新 高３指導 考特集

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
座
談
会
で
、
現
２

年
生
の
３
年
生
０
学
期
以
降
の
指
導
に

お
い
て
考
え
る
べ
き
具
体
的
な
視
点
に

挙
げ
ら
れ
た
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
等
の
育
成
、
面
談
指
導
、
推
薦
・
Ａ

Ｏ
入
試
に
向
け
た
指
導
の
ヒ
ン
ト
と
な

る
実
践
を
見
て
い
く
。

教
師
間
で
の
連
携
が

一
層
求
め
ら
れ
る
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が
、
こ
れ
か
ら
の
入
試
や
大
学
・
社
会
で

必
要
と
さ
れ
る
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け

る
た
め
に
は
、
自
分
の
頭
で
考
え
る
学
習

を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
と
説

明
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
普
段
か

ら
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
て
深
く
学
ぶ
必

要
が
あ
り
、
本
校
で
は
そ
う
し
た
学
び
が

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
と
伝
え
ま
し
た
」

　

１
学
年
団
の
立
ち
上
げ
に
際
し
て
は
、

担
任
が
集
ま
り
、
新
た
な
指
導
方
針
を
話

し
合
っ
た
。
主
要
な
議
題
の
１
つ
と
な
っ

た
の
が
、
週
末
課
題
を
始
め
と
し
た
課
題

の
出
し
方
だ
。
同
校
は
、
元
々
、
生
徒
の

主
体
性
を
尊
重
し
、
課
題
の
量
を
少
な
く

し
て
自
主
学
習
を
促
し
て
い
た
。
と
こ
ろ

　

例
年
１
７
０
人
程
度
が
国
公
立
大
学
に

進
学
す
る
新
潟
県
立
長
岡
高
校
で
は
、
生

徒
や
保
護
者
の
教
育
・
進
学
へ
の
期
待
は

入
学
当
初
か
ら
高
い
。
２
０
１
８
年
度
の

新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
・
情
報
化
が
一
層
進
む
こ
れ

か
ら
の
社
会
を
生
き
て
い
く
生
徒
に
、
学

校
と
し
て
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
に

つ
い
て
重
点
的
に
説
明
し
た
と
、
２
学
年

主
任
の
長
谷
川
孝
先
生
は
振
り
返
る
。

　
「
中
学
校
ま
で
は
知
識
重
視
の
暗
記
型

の
学
習
が
中
心
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
教
科
・
科
目
間
で
課
題
の
量
を
調
整

せ
ず
別
個
に
設
定
す
る
う
ち
に
、
生
徒
が

負
担
に
感
じ
る
量
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
が
見
ら
れ
て
い
た
。

　
「
若
手
教
師
か
ら
、
生
徒
の
主
体
性
を

育
む
た
め
に
課
題
を
精
選
し
て
は
ど
う
か

と
い
う
問
題
提
起
が
あ
り
、
多
く
の
教
師

が
賛
成
し
ま
し
た
。
た
だ
、
い
き
な
り
課

題
を
減
ら
し
て
自
分
で
学
習
す
る
よ
う
に

伝
え
て
も
、
困
惑
す
る
生
徒
が
少
な
く
な

い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
学
年
を
追
っ

て
段
階
的
に
精
選
す
る
方
針
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
教
科
の
特
性
が
あ
る
た
め
、

減
ら
し
方
は
各
教
科
・
科
目
で
考
え
て
も

ら
い
ま
し
た
」（
長
谷
川
先
生
）　

　

さ
ら
に
、
生
徒
が
見
通
し
を
持
っ
て
課

題
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
各
教
科
・
科
目

の
週
末
課
題
を
整
理
し
た
プ
リ
ン
ト
を
、

生
徒
に
配
布
す
る
こ
と
に
し
た
。そ
れ
は
、

当
時
の
２
学
年
団
が
始
め
て
い
た
取
り
組

み
を
参
考
に
し
た
。
２
学
年
担
任
（
現
３

学
年
担
任
）
の
山
﨑
健
太
先
生
は
、
プ
リ

ン
ト
に
課
題
を
ま
と
め
た
意
図
を
次
の
よ

う
に
説
明
す
る
。

　
「
各
教
科
・
科
目
の
課
題
を
整
理
し
て

提
示
す
れ
ば
、
生
徒
は
学
習
の
見
通
し
を

持
ち
や
す
く
な
る
と
と
も
に
、
教
師
も
他

教
科
・
科
目
の
状
況
を
意
識
し
て
計
画
的

に
課
題
を
設
定
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
本
校
は
部
活
動
が
盛
ん
な
た

め
、
長
期
休
業
中
は
遠
征
や
合
宿
な
ど
で

忙
し
い
生
徒
が
多
い
の
で
す
が
、
早
め
に

ま
と
め
て
課
題
を
提
示
す
る
と
、
学
習
計

画
を
立
て
や
す
く
な
り
ま
す
。
生
徒
に

よ
っ
て
は
長
期
休
業
に
入
る
前
に
課
題
を

終
わ
ら
せ
、
そ
の
後
は
自
分
の
状
況
に
応

じ
た
自
主
学
習
に
取
り
組
む
姿
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　

で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
課
題
を

精
選
し
た
の
か
。

新
潟
県
立
長
岡
高
校

課
題
の
精
選
や
授
業
・
定
期
考
査
の
改
善
を

組
織
的
に
行
い
、思
考
力
や
主
体
性
等
を
養
う

新
潟
県
立
長
岡
高
校
で
は
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
や
主
体
性
な
ど
の
資
質
・
能
力
を
育
む
こ
と
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
で
は

重
要
に
な
る
と
考
え
、
２
０
１
８
年
度
入
学
生
（
現
２
年
生
）
か
ら
、
課
題
の
精
選
や
授
業
・
定
期
考
査
の
改
善
な
ど
を
通
し
て
、

そ
れ
ら
の
資
質
・
能
力
の
育
成
に
努
め
て
き
た
。
３
年
次
も
同
様
の
方
針
の
下
、
一
層
発
展
さ
せ
た
指
導
を
展
開
す
る
予
定
だ
。

実
践

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
育
成

1
週
末
課
題
な
ど
を
精
選
し
、

主
体
的
な
学
習
を
促
す

自
ら
立
て
た
課
題
を
行
う

習
慣
を
つ
け
る
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従
来
の
数
学
科
は
、
週
末
課
題
は
問
題

集
の
ペ
ー
ジ
や
個
別
の
問
題
を
指
定
し
、

期
日
ま
で
に
全
員
に
提
出
さ
せ
て
い
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
現
２
年
生
の
理
数
科
で

は
、
１
年
次
の
最
初
か
ら
、
２
週
間
ほ
ど

の
期
間
ご
と
に
大
ま
か
な
範
囲
を
示
し
、

「
自
分
の
ペ
ー
ス
で
計
画
的
に
取
り
組
む
」

分
で
課
題
を
見
つ
け
て
解
決
し
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
が
大
切
だ
と
話
し
ま
し
た
。
多
く

の
生
徒
は
自
分
な
り
に
目
標
を
設
定
し
、

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
る
印
象
を
受
け

ま
し
た
。
以
前
と
比
べ
て
『
や
ら
さ
れ
て

い
る
』
と
い
う
感
じ
を
受
け
な
く
な
っ
た

の
は
、
大
き
な
変
化
で
す
」

　

英
語
科
で
も
、
課
題
の
出
し
方
を
再
検

討
し
て
い
る
。
１
年
次
は
文
法
や
エ
ッ

セ
ー
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
基
礎
を

し
っ
か
り
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
、
例
年

問
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
質
問
に
来
る
生

徒
も
い
ま
し
た
」（
長
谷
川
先
生
）

　

一
方
、
同
２
年
生
の
普
通
科
で
は
、
１

年
次
に
は
例
年
通
り
小
刻
み
に
課
題
を
設

定
し
、
ま
ず
は
学
習
習
慣
の
確
立
を
目
指

し
た
。
２
年
次
に
な
る
と
、
定
期
考
査
や

小
テ
ス
ト
の
範
囲
を
１
～
２
か
月
前
に
提

示
し
、
自
分
で
学
習
計
画
を
立
て
さ
せ
る

よ
う
に
し
た
と
、
２
学
年
担
任
の
牧
口
昌ま

さ

範の
り

先
生
は
説
明
す
る
。

　
「
生
徒
に
は
、
結
果
だ
け
で
な
く
、
自

「
簡
単
に
解
け
る
と
判
断
し
た
問
題
は
や

ら
な
く
て
よ
い
」
と
い
っ
た
方
針
で
課
題

に
取
り
組
む
よ
う
に
指
示
し
た
。
初
め
は

生
徒
の
学
習
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
各

自
が
取
り
組
ん
だ
範
囲
の
ノ
ー
ト
を
提
出

さ
せ
た
。
そ
し
て
、
生
徒
が
主
体
的
に
学

ぶ
姿
が
見
ら
れ
た
２
年
次
半
ば
か
ら
は
、

週
末
課
題
を
出
さ
ず
、
各
自
が
計
画
的
に

学
習
を
進
め
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る

（
図
１
）。

　
「
理
数
科
に
は
数
学
が
得
意
な
生
徒
が

多
い
た
め
、
最
初
か
ら
ほ
と
ん
ど
の
生
徒

は
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
簡

単
に
解
け
る
問
題
に
取
り
組
ま
な
く
て
よ

い
分
、
自
分
が
設
定
し
た
課
題
の
学
習
に

時
間
を
充
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
学
力

上
位
層
の
中
に
は
、
早
々
に
課
題
を
終
わ

ら
せ
て
、
発
展
的
な
問
題
や
大
学
で
扱
う

新
潟
県
立
長
岡
高
校

◎
「
和
而
不
同
」「
剛
健
質
樸
」「
豪
爽
快
活
」
を

伝
統
の
精
神
に
掲
げ
る
。
２
０
１
８
年
度
、
文
部

科
学
省
「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」

指
定
校
（
３
期
目
）。

◎
設
立　

１
８
７
２
（
明
治
５
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
３
２
０
人

◎
２
０
１
9
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
東
京
大
、

新
潟
大
、
大
阪
大
な
ど
に
１
７
６
人
が
合
格
。
私

立
大
は
、
青
山
学
院
大
、
慶
應
義
塾
大
、
立
教
大
、

早
稲
田
大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
４
５
５
人
が

合
格
。

◎U
RL

　

http://w
w

w
.nagaoka-h.nein.ed.jp/

２
学
年
担
任

本
田
大
輔
　

ほ
ん
だ
・
だ
い
す
け

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
進
路
指
導
部
。
英
語
科
。

３
学
年
担
任

山
﨑
健
太
　

や
ま
ざ
き
・
け
ん
た

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４

年
目
。
進
路
指
導
部
。
理
科（
物
理
）。

進
路
指
導
主
事

石
川
絵
梨
子
　

い
し
か
わ
・
え
り
こ

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
英
語
科
。

２
学
年
担
任

牧
口
昌
範
　

ま
き
ぐ
ち
・
ま
さ
の
り

教
職
歴
８
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

３
年
目
。
進
路
指
導
部
。
数
学
科
。

３
学
年
主
任

木
山
和
幸
　

き
や
ま
・
か
ず
ゆ
き

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５

年
目
。
進
路
指
導
部
。
理
科（
生
物
）。

２
学
年
主
任

長
谷
川
孝

は
せ
が
わ
・
た
か
し

教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。
進
路
指
導
部
。
数
学
科
。

＊学校資料を基に編集部で作成。

指針や解説をよく読み、以下の内容を専用のノートに解答して提出する
こと。
❶使用教材　問題集（数学Ⅰ・Ａ）
❷範囲　【普通科】練習６〜８、10 〜12、14 〜16
　　　 ※さらに上を目指す者は、練習 9、13、17〜19
　　　【理数科】練習10 〜19

❸提出　4月23日（月）
※ノートに解答だけでなく、「問題文」も必ず書くこと。
※分からなかったら、練習問題の上の「例題」を見ること。または仲間と協
力すること。
※解答は誰が見ても分かるように丁寧にすること。
※解答が終わったら、○つけ、直しをすること。
提出は数学係の指示に従うこと。

【普通科文系】小期末考査の復習及び期末考査に向けての学習を進める。
6月17日（月）に学習したノートを提出してください。問題集もこつこつ
進めよう。

【普通科理系】期末考査の範囲が配られました。計画的に学習しよう。
土曜講習の解き直し、小期末考査の解き直し、問題集、何でも結構です。
数学係は学習したノートを6月17日（月）に回収し、担当の先生へ提出
してください。
普段の学習は数学の力を上げていくことが目的ですから、答えを出すこ
とにこだわってはいけません。1年後を見据えて、正しい努力を積み重
ねましょう。
【理数科】別紙参照。自分に必要な勉強を考え、計画的に学習すること。

１
年
次

２
年
次

1年次と２年次での週末課題の変化（数学科の例）図１

０学期からの新 高３指導 考特集
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と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
量
を
設
定
し
た

が
、
課
題
の
内
容
に
よ
っ
て
提
出
を
任
意

と
す
る
な
ど
し
て
、
生
徒
の
負
担
軽
減
を

図
っ
た
。

　

課
題
の
精
選
に
伴
い
、
学
力
が
低
下
す

る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
も
あ
っ
た

が
、定
期
考
査
や
模
擬
試
験
の
結
果
か
ら
、

例
年
と
比
べ
て
大
き
な
変
化
は
な
い
と
捉

え
て
い
る
と
、
長
谷
川
先
生
は
語
る
。

　
「
学
力
が
低
下
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、

大
き
な
安
心
材
料
と
な
り
ま
し
た
。
生
徒

の
主
体
性
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
３

年
次
に
例
年
以
上
に
大
き
く
伸
び
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

　

一
方
、
少
数
な
が
ら
、
主
体
的
に
学
び

に
取
り
組
め
て
い
な
い
生
徒
が
い
る
の
も

事
実
だ
。

　
「
そ
う
し
た
生
徒
の
中
に
は
、
自
分
の

学
力
や
学
習
状
況
に
合
わ
せ
た
課
題
を
見

つ
け
ら
れ
ず
、
い
き
な
り
難
し
い
問
題
を

解
こ
う
と
す
る
者
が
い
ま
す
。
結
果
、
解

け
ず
、
学
習
意
欲
が
低
下
し
て
し
ま
う
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
ど
の
よ

う
に
し
て
自
分
の
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
問
題

を
見
つ
け
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
っ
た
点
に

つ
い
て
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
」（
長

谷
川
先
生
）

　

３
年
次
で
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
２
年

次
３
学
期
ま
で
の
生
徒
の
学
習
状
況
を
踏

ま
え
て
検
討
す
る
が
、
２
年
次
よ
り
も
一

層
課
題
を
精
選
し
、
教
科
・
科
目
に
よ
っ

て
は
課
題
を
出
さ
な
い
方
針
を
採
る
こ
と

も
考
え
て
い
る
。

　
「
こ
れ
ま
で
、
自
分
の
課
題
を
見
つ
け

て
学
習
計
画
を
立
て
、
学
習
す
る
と
い
う

プ
ロ
セ
ス
を
繰
り
返
し
、
主
体
性
を
育
ん

で
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
資
質
・
能
力
が
、

３
年
次
か
ら
本
格
化
す
る
入
試
対
策
に
も

生
か
せ
る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
」（
長
谷
川
先
生
）

　

現
２
学
年
で
は
、
定
期
考
査
の
出
題
内

容
・
方
法
も
以
前
と
変
え
た
。
課
題
の
精

選
と
同
様
、新
学
年
の
立
ち
上
げ
に
際
し
、

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
を
高
め
る

上
で
は
、
定
期
考
査
の
改
革
が
欠
か
せ
な

い
と
考
え
た
か
ら
だ
。

　

数
学
科
で
は
、
１
年
次
２
学
期
か
ら
、

定
理
・
公
式
を
使
い
こ
な
せ
れ
ば
解
け

る
問
題
の
ほ
か
に
、
日
常
生
活
の
事
象
を

扱
っ
た
り
、
会
話
形
式
で
事
象
に
つ
い
て

考
察
し
た
り
、
答
え
だ
け
で
な
く
過
程
を

記
述
さ
せ
た
り
す
る
問
題
を
、
理
数
科
で

３
～
４
割
、
普
通
科
で
１
～
２
割
出
題
し

て
い
る
（
図
２
）。
定
期
考
査
ご
と
に
作

問
を
担
当
す
る
教
師
を
決
め
、
そ
の
教
師

が
作
成
し
た
問
題
案
に
つ
い
て
、
教
科
内

で
意
見
交
換
を
し
、
実
際
に
出
す
問
題
を

完
成
さ
せ
て
い
く
。

　
「
学
力
上
位
層
の
生
徒
も
深
く
考
え
な

い
と
解
け
な
い
問
題
が
多
く
、
平
均
点
は

や
や
下
が
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
解
答
用

紙
に
は
意
欲
的
に
解
こ
う
と
す
る
姿
が
見

ら
れ
、
多
く
の
生
徒
が
前
向
き
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
ま
す
」（
長
谷
川
先
生
）

　

英
語
科
で
は
、
小
説
の
読
解
が
苦
手
な

生
徒
が
多
か
っ
た
た
め
、
授
業
に
お
い
て

サ
イ
ド
リ
ー
ダ
ー
で
海
外
の
文
学
作
品
を

扱
い
、
長
文
読
解
に
慣
れ
さ
せ
た
。
そ
の

上
で
、定
期
考
査
の
配
点
の
３
割
ほ
ど
は
、

サ
イ
ド
リ
ー
ダ
ー
か
ら
抜
き
出
し
た
長
文

の
読
解
問
題
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
書

く
力
も
評
価
す
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

２
学
年
担
任
で
英
語
科
の
本
田
大
輔
先
生

は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
教
科
書
に
登
場
し
た
テ
ー
マ
に
関
連

す
る
エ
ッ
セ
ー
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
課
題

に
出
し
、
定
期
考
査
で
は
そ
の
類
題
を
出

し
て
書
く
力
を
評
価
し
て
い
ま
す
」

＊学校提供資料を抜粋して掲載。

普通科１年次「数学Ⅰ・Ａ」の２学期中間考査（抜粋）図２

主
体
的
に
学
べ
な
い
生
徒
に
は

課
題
設
定
の
仕
方
を
サ
ポ
ー
ト

定
期
考
査
を
改
善
し
、

思
考
力
や
表
現
力
な
ど
を
問
う
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国
語
科
で
は
、
今
年
度
か
ら
、
そ
れ
ま

で
50
分
間
だ
っ
た
試
験
時
間
を
60
分
間
と

し
、
長
文
を
読
ま
せ
た
り
、
自
分
の
考
え

を
し
っ
か
り
考
え
て
記
述
さ
せ
た
り
す
る

出
題
内
容
に
し
た
。

　

２
年
次
ま
で
の
取
り
組
み
を
引
き
継

ぎ
、
３
年
次
も
各
教
科
・
科
目
に
お
い
て

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
を
評
価
す

る
出
題
を
増
や
し
て
い
く
方
針
だ
。

　

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
や
主
体
性

な
ど
を
高
め
る
た
め
の
授
業
改
善
も
進
め

て
い
る
。
長
谷
川
先
生
は
、
担
当
す
る
数

学
の
授
業
で
、
毎
授
業
、
学
び
合
い
の
時

間
を
設
定
し
て
い
る
。

　
「
長
時
間
、
グ
ル
ー
プ
学
習
に
す
る
と

緊
張
感
が
薄
れ
て
し
ま
う
の
で
、
数
題
の

う
ち
１
題
を
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
ま
せ
て

い
ま
す
。
話
し
合
い
を
重
ね
る
う
ち
に
、

そ
れ
ま
で
受
け
身
の
姿
勢
が
目
立
っ
た
生

徒
が
、
数
学
が
得
意
な
生
徒
に
質
問
し
て

能
動
的
に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」（
長
谷
川
先
生
）

　

理
数
科
で
は
、
グ
ル
ー
プ
で
問
題
作
成

に
取
り
組
ま
せ
る
な
ど
、
発
展
的
な
活
動

も
取
り
入
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
学
び
合

い
が
定
着
す
る
に
つ
れ
、
授
業
中
に
自
然

と
近
く
の
生
徒
と
相
談
し
始
め
た
り
、
放

課
後
に
自
主
的
に
勉
強
会
を
開
い
た
り
す

る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

現
３
学
年
で
も
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
等
の
育
成
を
目
指
し
た
授
業
改
善
を

進
め
て
お
り
、
次
年
度
の
３
学
年
の
授
業

づ
く
り
の
参
考
に
す
る
考
え
だ
。

　

現
３
学
年
の
理
数
科
発
展
ク
ラ
ス
の
英

語
科
で
は
、
教
科
書
で
学
習
し
た
ア
パ
ル

ト
ヘ
イ
ト
に
つ
い
て
の
発
展
的
な
内
容
と

し
て
、「
共
同
体
と
し
て
、
過
去
の
罪
に

ど
う
向
き
合
う
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
知
識

構
成
型
ジ
グ
ソ
ー
法
（
＊
）
で
思
考
を
深

め
、
英
語
で
議
論
し
た
後
に
エ
ッ
セ
ー
を

書
く
授
業
を
行
っ
た
。
授
業
を
担
当
し
た

進
路
指
導
主
事
で
英
語
科
の
石
川
絵
梨
子

先
生
は
、
考
え
を
話
し
た
く
な
る
授
業
構

成
が
重
要
だ
と
話
す
。　

　
「
ほ
か
に
も
、
遠
距
離
恋
愛
に
つ
い
て

の
本
文
を
基
に
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
行
う
な

ど
、生
徒
が
話
し
た
い
と
思
う
テ
ー
マ
を

年
数
回
設
定
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
英

文
を
読
ん
で
そ
の
内
容
を
要
約
し
、
自
分

の
考
え
を
つ
け
加
え
て
話
す
な
ど
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
テ
ス
ト
で
、
英
語
運
用
力

を
評
価
し
て
い
ま
す
」（
石
川
先
生
）

　

ま
た
、
多
く
の
教
科
・
科
目
で
、
教
科

書
の
学
習
の
終
了
後
は
問
題
演
習
が
中
心

と
な
る
が
、
３
学
年
主
任
の
木
山
和
幸
先

生
の
生
物
で
は
、
グ
ル
ー
プ
学
習
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

　
「
グ
ル
ー
プ
学
習
で
は
、
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
が
解
き
進
め
る
様
子
を
見
た
り
、
他
者

に
教
え
て
も
ら
っ
た
り
す
る
中
で
、『
そ

う
い
う
考
え
方
が
あ
る
の
か
』『
問
題
文

の
こ
こ
に
着
目
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
か
』

と
い
っ
た
発
言
か
ら
、
視
野
が
広
が
っ
た

り
、
考
え
が
深
ま
っ
た
り
す
る
様
子
が
見

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
生
物
は
暗
記
科
目
と

捉
え
て
い
る
生
徒
も
い
ま
す
が
、
自
分
が

解
け
な
か
っ
た
の
は
、
実
は
思
考
力
が
足

り
な
い
か
ら
だ
と
気
づ
く
者
も
い
ま
す
」

　

３
年
次
の
物
理
で
も
、
積
極
的
に
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

　
「
生
徒
の
中
に
、
入
試
科
目
で
な
い
こ

と
を
理
由
に
、
授
業
に
消
極
的
に
臨
む
者

が
い
て
も
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
取
り
入

れ
る
こ
と
で
、
そ
う
し
た
生
徒
も
他
者
に

貢
献
す
る
喜
び
か
ら
前
向
き
に
学
ぶ
よ
う

に
な
り
ま
す
」（
山
﨑
先
生
）

　

生
徒
を
主
体
的
に
学
習
に
向
か
わ
せ
る

た
め
に
は
、
自
主
学
習
に
取
り
組
む
時
間

の
余
裕
を
持
た
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
学

習
に
対
す
る
明
確
な
動
機
づ
け
も
不
可
欠

だ
。
そ
こ
で
、
１
年
次
か
ら
キ
ャ
リ
ア
教

育
を
通
し
て
自
分
の
生
き
方
や
社
会
と
の

か
か
わ
り
を
じ
っ
く
り
と
考
え
さ
せ
て
、

２
年
次
の
７
月
と
12
月
に
、
志
望
理
由
書

を
書
か
せ
る
指
導
を
取
り
入
れ
た
。

　
「
１
回
目
は
、
考
え
が
ま
と
ま
ら
ず
書

け
な
い
生
徒
が
多
く
い
ま
す
。
そ
の
後
、

研
修
旅
行
や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど

の
経
験
を
通
じ
て
、
自
分
に
何
が
足
り
な

か
っ
た
の
か
を
深
く
考
え
さ
せ
て
か
ら
２

回
目
の
志
望
理
由
書
の
作
成
に
取
り
組
ま

せ
ま
す
。目
標
を
明
確
に
さ
せ
る
こ
と
で
、

学
習
へ
の
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
い
ま
す
」（
長
谷
川
先
生
）

　

今
後
、
２
年
生
か
ら
３
年
生
に
進
級
す

る
に
あ
た
り
、
教
科
・
科
目
間
の
目
線
合

わ
せ
を
一
層
大
切
に
し
、
生
徒
の
希
望
進

路
実
現
に
向
け
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

　
「
例
年
は
教
科
・
科
目
ご
と
の
指
導
が
主

体
で
し
た
が
、学
年
団
内
で
意
見
を
交
換

す
る
機
会
を
増
や
し
て
組
織
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
教
科
学
習
に

加
え
、ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
し
て
蓄
積
し

た
学
び
や
部
活
動
、行
事
な
ど
の
記
録
と

振
り
返
り
を
促
す
指
導
も
充
実
さ
せ
て
、

一
人
ひ
と
り
の
生
徒
が
人
間
的
に
成
長
し

て
い
け
る
よ
う
な
支
援
を
続
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
長
谷
川
先
生
）

＊　ジグソーパズルを解くように、協力して全体像を浮かび上がらせる協調学習法の１つ。ある課題について、複数の視点で 書かれた資料を読む「エキスパー
ト活動」、そこで得た知識を 交換し、考えを深めていく「ジグソー活動」、全体でグループの 意見を交換する「クロストーク活動」の３つの活動から成る。

思
考
力
や
主
体
性
の
育
成
を
念
頭
に
、

各
教
科
・
科
目
で
授
業
改
善
を
推
進

２
回
の
志
望
理
由
書
の
作
成
を

通
し
て
、目
標
を
明
確
に
さ
せ
る

０学期からの新 高３指導 考特集
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か
、
大
学
で
何
を
学
び
た
い
の
か
、
そ
の

志
望
を
実
現
す
る
た
め
に
自
分
に
何
が
足

り
な
い
の
か
を
、
自
分
の
言
葉
で
語
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
自
身
の

夢
や
思
い
描
く
未
来
を
踏
ま
え
た
進
路
で

あ
れ
ば
、
必
然
的
に
高
い
志
望
と
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
生
徒
と
１
対
１
で
向
き
合

う
面
談
で
、
生
徒
が
自
身
の
課
題
に
気
づ

き
、
目
標
達
成
に
向
け
た
道
筋
を
描
け
る

よ
う
な
指
導
を
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」

　

同
校
で
は
、
以
前
か
ら
生
徒
と
の
面
談

を
重
視
し
て
き
た
が
、
必
ず
し
も
生
徒
の

自
己
認
識
を
促
し
、
主
体
性
を
引
き
出
す

場
に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
教
師

の
方
か
ら
生
徒
の
課
題
を
指
摘
し
、
叱
咤

　

県
内
で
も
有
数
の
進
学
校
で
あ
る
岡
山

県
立
倉
敷
青
陵
高
校
は
、
生
徒
の
志
望
を

よ
り
大
切
に
し
た
進
路
指
導
を
行
っ
て
い

る
。
進
路
指
導
課
長
の
田
中
誠
一
郎
先
生

は
、
そ
の
ね
ら
い
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
生
徒
の
志
望
は
、
自
身
の
夢
や
思
い

描
く
未
来
を
踏
ま
え
た
も
の
、
最
大
限
に

努
力
し
て
達
成
す
る
よ
う
な
高
い
も
の
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
志
望
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
た
め
に

は
、
自
分
の
内
面
を
客
観
的
に
捉
え
、
今

後
ど
う
い
う
生
き
方
を
望
ん
で
い
る
の

激
励
す
る
場
に
な
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な

か
っ
た
。

　

ま
た
、
１
年
次
か
ら
進
路
学
習
を
積
み

重
ね
て
き
て
も
、
自
身
の
将
来
の
希
望
を

答
え
ら
れ
な
い
生
徒
も
い
た
。
そ
う
し
た

生
徒
の
中
に
は
、
模
擬
試
験
等
の
成
績
が

下
が
る
と
弱
気
に
な
り
、
合
格
可
能
性
が

低
い
と
い
う
理
由
だ
け
で
志
望
校
を
変
え

て
し
ま
う
者
が
い
る
こ
と
も
、
進
路
指
導

上
の
課
題
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
２
０
１
８

年
度
か
ら
、
生
徒
と
の
面
談
を
「
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
と
い
う
名
称
と
し

た
。

　
「
生
徒
が
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
視

点
で
進
路
を
考
え
て
い
る
か
ど
う
か
を
、

教
師
は
面
談
で
し
っ
か
り
確
か
め
な
く
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
面
談
を
『
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
』
と
い
う
名
称
に
す
る
こ

と
で
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
と
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
た
面
談
に
、

全
校
的
に
転
換
す
る
こ
と
を
ね
ら
っ
た

岡
山
県
立
倉
敷
青
陵
高
校

◎
校
名
の
由
来
は
「
永
遠
の
理
想
を
追
求
す
る
青

春
の
陵
（
お
か
）」。「
文
武
不
岐
」
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
、「
高
質
な
学
力
の
養
成
」
を
学
校
経
営
目
標
に

掲
げ
る
。
部
活
動
で
は
、
弓
道
部
や
陸
上
部
、
競

技
か
る
た
部
な
ど
が
全
国
大
会
で
活
躍
。

◎
設
立　

１
９
０
８
（
明
治
41
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
３
２
０
人

◎
２
０
１
９
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　

国

公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
京
大
、
名
古
屋
大
、

京
都
大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
、
岡
山
大
、
九
州
大

な
ど
に
２
２
８
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義

塾
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関

西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
３
８
７
人
が
合
格
。

◎U
RL

　

http://w
w

w
.seiryo.okayam

a-c.ed.jp

進
路
指
導
課
主
任

湯
浅
太
一
　

ゆ
あ
さ
・
た
い
ち

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推
進
室
。

進
路
指
導
課
主
任

岡
本
崇
志
　

お
か
も
と
・
た
か
し

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

11
年
目
。
学
習
指
導
研
究
室
。

進
路
指
導
課
長

田
中
誠
一
郎

た
な
か
・
せ
い
い
ち
ろ
う

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

５
年
目
。
学
習
指
導
研
究
室
。

岡
山
県
立
倉
敷
青
陵
高
校

生
徒
に
考
え
、語
ら
せ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
型
の

面
談
で
、生
徒
の
内
な
る
変
容
を
促
す

岡
山
県
立
倉
敷
青
陵
高
校
で
は
、
生
徒
と
の
面
談
を
「
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
と
い
う
名
称
と
し
、

生
徒
に
自
分
の
内
面
に
向
き
合
わ
せ
て
、
そ
の
考
え
を
語
ら
せ
、
教
師
は
じ
っ
く
り
聞
く
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
型
の
面
談
を
行
っ
て
い
る
。

生
徒
自
身
の
言
葉
で
将
来
や
志
望
に
つ
い
て
語
ら
せ
る
こ
と
で
、
高
い
志
望
を
選
択
す
る
支
援
を
し
て
い
る
。

実
践

面
談
指
導
の
強
化

2
生
徒
が
自
身
の
生
き
方
を
考
え
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
課
題
に
気
づ
く
場
に

12
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３
年
次
は
、
そ
れ
に
加
え
て
７
・
10
・

12
・
１
月
の
進
路
検
討
会
の
直
後
に
保
護

者
懇
談
（
三
者
懇
談
）
も
実
施
。
以
上
が

定
期
的
な
も
の
で
あ
る
が
、面
談
自
体
は
、

必
要
に
応
じ
て
随
時
行
っ
て
い
る
。

　

学
年
・
時
期
ご
と
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
の
主
な
テ
ー
マ
は
、
進
路
指

導
の
年
間
計
画
の
中
に
示
し
て
い
る
（
図

も
の
で
す
」（
田
中
先
生
）

　

年
間
行
事
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、年
５
回
（
４
・

６
・
９
・
11
・
１
月
）
で
各
10
日
間
。
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
い
う
名
称
に
し

た
後
も
、
実
施
の
時
期
や
頻
度
は
以
前
の

ま
ま
と
し
た
。
実
施
の
時
間
帯
は
昼
休
み

や
放
課
後
で
、
全
生
徒
を
対
象
に
行
う
。

　

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
効
果
的

に
行
う
ポ
イ
ン
ト
は
、
生
徒
が
自
分
で
考

え
、
語
る
場
に
す
る
こ
と
だ
と
、
進
路
指

導
課
主
任
の
岡
本
崇
志
先
生
は
語
る
。

　
「
教
師
は
、
つ
い
一
方
的
に
助
言
を
し

て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
で
は
、
生

徒
は
受
動
的
に
話
を
聞
く
だ
け
で
、
教
師

の
助
言
の
枠
を
超
え
て
考
え
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
結
果
的
に
、
生
徒
の
可
能
性

を
狭
め
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
教
師
は
、
言
い
た
い
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
い
っ
た
ん
は
ぐ
っ
と
こ
ら
え
、
生

徒
が
自
分
の
考
え
を
整
理
し
、
そ
れ
を
言

葉
に
す
る
の
を
根
気
強
く
待
つ
姿
勢
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
長
い
沈
黙
が
続
く
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
そ
れ
で
も
待
つ
の
で
す
」

　

生
徒
に
考
え
さ
せ
る
た
め
に
は
、
そ
の

場
で
無
理
に
結
論
を
出
さ
せ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
も
重
要
だ
。
せ
っ
か
く
面
談
を

し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
生
徒
も
教
師
も
何

か
し
ら
の
方
向
性
を
決
め
よ
う
と
し
が
ち

だ
が
、
必
ず
し
も
１
回
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
で
結
論
を
出
す
必
要
は
な
い

と
い
う
の
が
、
同
校
の
方
針
だ
。

　

ま
た
、
考
え
る
こ
と
を
生
徒
に
委
ね
た

た
め
、面
談
時
間
が
長
引
か
な
く
な
っ
た
。

１
）。
例
え
ば
、
１
年
次
の
７
月
は
「
１

学
期
の
締
め
→
文
理
選
択
へ
の
意
識
」、

２
年
次
の
４
月
で
は
「
連
休
前
後
・
中
だ

る
み
の
回
避
」、
３
年
次
の
５
月
は
「
引

退
後
の
焦
り
」
と
、
生
徒
の
状
況
や
行
事

な
ど
を
考
慮
し
た
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。

第１学年 第２学年 第３学年

目標

学校活動への適応
適性、能力に基づく文理選択
期限を区切って成功体験

志望校群の設定
文系／理系らしい学力
受験学年に向けての意識づけ

（難関大学志望者は早めのスタート）

併願大学の組み合わせの確定
実力の見極め
カウンセリングを通じて学力／
心境のフォロー

４
ビギニングセミナー・模擬試験

【入学直後・習慣形成】
１日総合学習

ビギニングセミナーⅡ
【春季休業中の過ごし方】
【連休前後・中だるみの回避】

ビギニングセミナーⅢ
実力考査　進路希望調査
模擬試験

５
【連休明け】
地域総体　中間考査

【中間考査の結果】

【連休明け】
地区総体　中間考査

【連休明け】
地区総体　中間考査

【引退後の焦り】

６

実習生講演　県総体
実力考査　進路希望調査
進路 LHR

【実力考査の結果】

実習生講演　県総体
実力考査　進路希望調査

県総体　実力考査　
進路希望調査　模擬試験

【センター試験／個別学力検査の
学習方針】

７

期末考査　模擬試験
保護者懇談　模擬試験

【１学期の締め→文理選択への意識】

期末考査　模擬試験
保護者懇談

【夏季休業に向けて】

期末考査　模擬試験　
第１回検討会

【三者懇談　夏季休業中のテー
マ、志望校の広がり、推薦入試
の布石】
模擬試験

８

Future Watching（職場）
【夏季休業明け】

青陵祭準備

Future Watching（大学）
【夏季休業明け】

青陵祭準備

サマーセミナー
【夏季休業明け・個別学力検査へ
の対応力養成（特に難関大学）】
模擬試験　青陵祭準備

９

青陵祭
【青陵祭明け】
学習実態調査　進路希望調査

文理選択予備調査
【文理選択予備調査前後】

青陵祭
【青陵祭明け・受験生への変身】
実力考査　進路希望調査

青陵祭
【青陵祭明け・切り替え・模擬試
験への意識づけ】
実力考査　進路希望調査
模擬試験

１０

模擬試験
合同保護者会【保護者会後】

模擬試験

科目選択予備調査

模擬試験

第２回検討会　模擬試験
【推薦・個別学力検査・併願大学
の組み合わせ・センター試験対
策の時期】
模擬試験

１１
【実力考査前後】
実力考査　進路希望調査

【期末考査前】

【実力考査前後】
実力考査　進路希望調査

【実力考査前後】
実力考査　進路希望調査
推薦入試

１２
期末考査　保護者懇談

【保護者懇談前後】
【冬季休業前】

期末考査　保護者懇談
【保護者懇談前後】
【冬季休業前】

期末考査　第３回検討会
【併願パターン・二次科目】

１

【冬季休業明け】
模擬試験

【実力考査前後】
実力考査　進路希望調査

【冬季休業明け】
【３年生０学期】
模擬試験
実力考査　進路希望調査

センター試験　第４回検討会
【出願指導・個別学力検査の見極
め・今までの経緯】

２ 模擬試験 模擬試験 個別学力検査指導

３
学習会
模擬試験

【春季休業前・中だるみの回避】

模擬試験
【春季休業前・先行スタート最後
のチャンス】

【最後まで粘る】

【　　】内は、キャリアカウンセリングのタイミング・テーマ例。　　　　　　　　　　＊学校資料を基に編集部で作成。

０学期からの新 高３指導 考特集

３年間の進路指導と、キャリアカウンセリングの時期とテーマ例図１

教
師
が
話
し
す
ぎ
て
、

生
徒
が
考
え
る
機
会
を
奪
わ
な
い

13
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「
教
師
が
生
徒
に
合
っ
た
方
策
を
考
え
、

納
得
の
い
く
結
論
を
出
そ
う
と
す
れ
ば
、

当
然
時
間
は
か
か
り
ま
す
。し
か
し
、キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は
、
必
ず
し
も

そ
の
場
で
結
論
を
出
す
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
生
徒
が
結
論
を
出
せ
な
い
な
ら
、『
１

週
間
考
え
て
み
た
ら
』
と
生
徒
に
投
げ
か

け
、
潔
く
そ
の
日
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は

切
り
上
げ
て
い
ま
す
」（
田
中
先
生
）

　

教
師
が
ジ
ャ
ッ
ジ
を
し
な
い
こ
と
も
、

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
だ
と
、
田
中
先
生
は
言
う
。

　
「
時
に
、
教
師
は
生
徒
か
ら
信
頼
を
得

よ
う
と
、
自
身
の
価
値
観
に
基
づ
い
て
生

徒
の
行
動
や
考
え
を
評
価
し
よ
う
と
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
は
、
あ
く
ま
で
生
徒
自
身
に
自
己

認
識
を
深
め
さ
せ
、
内
面
的
な
成
長
を
促

す
行
為
で
す
。
教
師
の
主
観
に
基
づ
い
た

ジ
ャ
ッ
ジ
を
す
る
の
で
は
な
く
、
客
観
的

な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
返
す
場
で
あ
る
こ
と

を
意
識
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
教
師
が

重
視
し
て
い
る
の
は
、
生
徒
に
自
身
の
状

況
を
メ
タ
認
知
さ
せ
る
た
め
の
問
い
か
け

だ
。
例
え
ば
、成
績
不
振
に
悩
む
生
徒
に
、

「
こ
こ
が
で
き
て
い
な
い
ね
」「
こ
の
点
数

で
志
望
校
合
格
は
大
変
だ
よ
」
と
言
う
の

で
は
な
く
、「
今
ど
ん
な
気
持
ち
？
」「
自

分
に
足
り
な
い
も
の
は
何
か
な
？
」
な
ど

問
い
か
け
る
こ
と
で
、
生
徒
自
身
に
課
題

に
気
づ
か
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
「
教
師
が
生
徒
を
変
え
る
の
で
は
な
く
、

生
徒
自
身
が
『
自
分
は
変
わ
っ
た
』『
こ

こ
を
変
え
よ
う
』
と
思
え
る
よ
う
な
声
か

け
が
大
切
で
す
」（
岡
本
先
生
）

　

教
師
が
問
い
か
け
て
も
、
課
題
に
気
づ

け
な
い
生
徒
に
は
、
専
門
的
な
立
場
か
ら

助
言
す
る
。
そ
の
際
も
、「
〇
〇
を
し
な

さ
い
」
と
い
っ
た
指
示
で
は
な
く
、
校
内

実
力
テ
ス
ト
や
模
擬
試
験
の
結
果
を
生
徒

と
一
緒
に
見
な
が
ら
、「
ど
こ
が
課
題
だ

と
思
う
？
」「
こ
れ
か
ら
何
を
す
れ
ば
よ

い
か
な
？
」
と
内
省
を
促
す
。

　

ま
た
、
課
題
の
対
応
策
を
考
え
ら
れ
な

い
生
徒
に
は
、「
同
じ
部
分
で
つ
ま
ず
い

て
い
る
生
徒
は
、
〇
〇
す
る
こ
と
で
解
決

す
る
場
合
が
多
い
よ
」「
先
輩
の
体
験
を

見
て
も
、
合
格
し
た
人
は
こ
の
時
期
に
こ

こ
ま
で
で
き
て
い
た
よ
」
と
、
教
師
の
経

験
の
中
か
ら
事
例
を
示
す
。
進
路
指
導
課

主
任
の
湯
浅
太
一
先
生
は
、
こ
う
語
る
。

　
「
教
師
の
助
言
を
ど
う
受
け
止
め
る
か

は
、
生
徒
次
第
で
あ
り
、
本
人
が
納
得
し

な
け
れ
ば
変
容
は
起
こ
り
ま
せ
ん
。
生
徒

自
身
に
判
断
さ
せ
、
そ
の
後
の
行
動
を
教

師
は
見
守
る
。
そ
う
し
た
内
省
の
繰
り
返

し
が
、
生
徒
の
自
己
分
析
力
や
メ
タ
認
知

能
力
を
高
め
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

生
徒
が
志
望
理
由
を
明
確
に
持
て
る
よ

う
に
す
る
こ
と
も
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
の
目
的
の
１
つ
だ
。

　

同
校
で
は
、
２
年
次
の
２
学
期
に
、
今

後
の
努
力
で
十
分
合
格
が
見
込
め
る
「
実

力
相
応
校
」
を
基
準
に
、
さ
ら
な
る
努
力

が
必
要
で
も
本
当
に
入
り
た
い
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
校
」
と
現
状
維
持
で
合
格
可
能
性
の

高
い「
合
格
確
実
校
」を
確
認
さ
せ
、「
チ
ャ

レ
ン
ジ
校
」
を
志
望
校
群
に
お
け
る
第
１

併
願
パ
タ
ー
ン
と
し
て
意
識
さ
せ
て
志
望

校
群
を
考
え
さ
せ
る
。
そ
う
し
た
指
導
も

あ
り
、
３
年
次
ま
で
に
大
半
の
生
徒
は
志

望
校
が
明
確
に
な
る
が
、
そ
れ
が
本
当
に

志
望
す
る
大
学
な
の
か
を
突
き
詰
め
て
考

え
さ
せ
る
場
を
３
年
次
に
設
け
て
い
る
。

　

そ
の
１
つ
が
、３
年
次
５
月
に
行
う
志

望
理
由
書
の
作
成
だ
。
大
学
で
学
び
た

い
学
問
や
、そ
れ
が
将
来
に
ど
う
結
び
つ

く
の
か
を
８
０
０
字
に
ま
と
め
る
活
動
を

通
じ
て
、志
望
校
へ
の
思
い
を
強
く
す
る

生
徒
も
い
れ
ば
、
志
望
理
由
が
あ
い
ま
い

だ
っ
た
と
気
づ
き
、悩
む
生
徒
も
い
る
。

　
「
志
望
校
へ
の
強
い
思
い
が
あ
れ
ば
、

厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
も
意
志
を
貫
こ
う

と
努
力
し
、
結
果
的
に
合
格
可
能
性
が
高

ま
り
ま
す
。
面
談
を
丁
寧
に
行
っ
て
い
る

か
ら
か
、
こ
の
時
期
に
す
ら
す
ら
と
書
け

る
生
徒
が
多
い
で
す
」（
湯
浅
先
生
）

　

志
望
理
由
書
の
内
容
が
あ
い
ま
い
な
生

徒
に
は
、
個
別
に
「
大
学
で
何
を
し
た

い
の
？
」「
志
望
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

次
の
模
擬
試
験
で
何
点
取
る
必
要
が
あ

る
？
」
な
ど
と
問
い
か
け
、
な
り
た
い
自

分
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
と
と
も
に
、
今
の

自
分
と
理
想
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
気
づ
か
せ

る
こ
と
で
、生
徒
の
変
容
を
促
し
て
い
る
。

　

教
師
と
対
話
を
積
み
重
ね
て
も
、
明
確

な
理
由
が
な
い
ま
ま
志
望
校
に
合
格
し
、

進
学
す
る
生
徒
も
い
る
。
そ
れ
で
も
、
生

徒
が
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通
し

て
自
分
自
身
と
向
き
合
っ
た
経
験
は
無
駄

で
は
な
い
と
、
田
中
先
生
は
強
調
す
る
。

　
「
自
分
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
た
り
、

自
分
の
思
い
描
く
キ
ャ
リ
ア
と
実
社
会
を

照
ら
し
合
わ
せ
た
り
す
る
こ
と
は
、
生
徒

の
成
長
に
と
っ
て
必
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ

り
、
結
論
は
出
な
く
て
も
、
そ
う
し
た
プ

ロ
セ
ス
を
経
験
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

内
省
を
繰
り
返
し
、自
己
分
析
力
や

メ
タ
認
知
能
力
を
高
め
る

内
面
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
経
験
が

そ
の
先
の
人
生
の
糧
に

14
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将
来
、
人
生
の
岐
路
に
立
っ
た
時
、
自
ら

未
来
を
切
り
開
い
て
い
け
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
も
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

で
は
、
生
徒
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
、
葛
藤
さ

せ
る
場
を
意
図
的
に
つ
く
っ
て
い
ま
す
」

　

同
校
の
教
師
は
、平
均
年
齢
が
50
代
と

ベ
テ
ラ
ン
が
多
い
。指
導
経
験
が
豊
か
で
、

自
分
な
り
の
面
談
ス
タ
イ
ル
を
持
っ
て

い
る
た
め
、
当
初
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
へ
の
転
換
に
戸
惑
い
の
声
も
あ
っ

た
。そ
こ
で
、19
年
５
月
、高
校
で
の
勤
務

経
験
の
あ
る
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
講
演
会
を
行
っ
た
。
当
日
は
、
講
演
以

外
に
、参
加
者
が
教
師
役
・
生
徒
役
と
な
っ

て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン

グ
も
行
い
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
求
め
ら

れ
る
マ
イ
ン
ド
や
ス
キ
ル
を
学
ん
だ
。

　

教
師
同
士
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ス
キ
ル

を
高
め
合
う
機
会
も
設
け
て
い
る
。
同
校

は
２
人
担
任
制
の
た
め
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
を
担
任
２
人
と
生
徒
１
人
で

行
う
場
合
も
あ
れ
ば
、
ク
ラ
ス
を
半
分
に

分
け
て
１
対
１
で
行
う
こ
と
も
あ
る
。
若

手
教
師
や
異
動
し
て
き
た
ば
か
り
の
教
師

は
、
同
校
の
赴
任
歴
の
長
い
教
師
と
ペ
ア

を
組
み
、
２
対
１
で
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
て
い
る
。

　

職
員
室
は
、
学
年
団
ご
と
に
机
が
配
置

さ
れ
て
お
り
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
の
時
期
に
は
、
職
員
室
の
あ
ち
こ
ち

で
生
徒
と
教
師
が
向
き
合
う
姿
が
見
ら
れ

る
。
教
師
が
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
生
徒
に

接
し
て
い
る
の
か
、
ど
ん
な
話
を
し
て
い

る
の
か
を
見
聞
き
で
き
、
そ
れ
ら
も
教
師

の
学
び
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
保
護

者
懇
談
の
内
容
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

の「
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
カ
ル
テ
」

に
記
録
す
る
（
図
２
）。
カ
ル
テ
の
書
式

は
、
全
学
年
で
統
一
し
、
進
級
時
に
は
次

の
担
任
に
カ
ル
テ
を
渡
し
て
、
生
徒
の
志

望
や
内
面
の
変
化
を
学
年
を
超
え
て
共
有

し
、
指
導
に
生
か
し
て
い
る
。
同
カ
ル
テ

は
、
教
師
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
マ
イ
ン
ド

を
高
め
る
面
で
も
効
果
が
あ
る
と
い
う
。

　
「
カ
ル
テ
に
記
録
さ
れ
た
生
徒
が
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
時
に
語
っ
た
内
容
か
ら
、
教

師
が
ど
の
よ
う
に
生
徒
と
接
し
て
き
た
の

か
が
分
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
生
徒
の
言

葉
を
改
め
て
捉
え
て
、
生
徒
が
考
え
を
深

め
ら
れ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
で
き
て
い

る
の
か
を
振
り
返
り
、
次
の
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
に
臨
ん
で
い
ま
す
」（
岡
本
先
生
）

　

新
し
い
入
試
制
度
の
下
、
受
験
を
す
る

こ
と
に
な
る
高
校
２
年
生
。
そ
の
変
化
を

成
長
の
糧
に
し
て
ほ
し
い
と
、
田
中
先
生

は
エ
ー
ル
を
送
る
。

　
「
難
関
大
学
に
合
格
し
た
か
ら
、
手
に

職
を
つ
け
た
か
ら
、一
生
安
泰
と
い
う
時

代
で
は
も
は
や
あ
り
ま
せ
ん
。
変
化
に
応

じ
て
自
身
を
柔
軟
に
変
え
る
し
な
や
か
さ

や
、打
た
れ
強
さ
が
よ
り
求
め
ら
れ
る
社

会
に
な
っ
て
い
く
中
で
、
そ
れ
を
試
さ
れ

て
い
る
の
が
今
の
高
校
２
年
生
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
変
化
を
乗
り
越
え
る
こ
と

で
、
自
ら
人
生
を
切
り
開
い
て
い
く
力
を

身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」

キャリアカウンセリングで生徒が語った内容や、教師の気づきを記録する「キャリアカウンセリングカルテ」。
年間計画に組まれているキャリアカウンセリングについて、実施月とテーマが記載されている。
＊学校資料をそのまま掲載。

０学期からの新 高３指導 考特集

３年次「キャリアカウンセリングカルテ」図２

生
徒
の
発
言
を
記
録
す
る
カ
ル
テ
で

連
続
性
の
あ
る
進
路
指
導
を
実
現
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進
路
選
択
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る

の
が
、
中
高
６
年
間
を
通
し
て
行
わ
れ
る

研
究
活
動
だ
。
中
学
校
か
ら「
理
数
研
究
」

と
い
う
授
業
で
研
究
の
基
礎
を
学
び
、
自

身
の
興
味
・
関
心
を
基
に
、
幹
細
胞
、
植

物
、
環
境
化
学
、
理
論
物
理
、
数
論
、
現

象
数
理
の
６
つ
の
研
究
チ
ー
ム
の
中
か
ら

１
つ
を
選
び
、
自
身
で
研
究
テ
ー
マ
を
設

定
し
て
、
研
究
に
取
り
組
む
（
写
真
）。

　

そ
う
し
た
同
コ
ー
ス
の
教
育
活
動
は
、

大
学
が
求
め
る
よ
う
な
資
質
・
能
力
の
育

成
に
結
実
し
て
お
り
、
学
び
の
プ
ロ
セ
ス

を
評
価
す
る
東
京
大
学
の
推
薦
入
試
や
京

都
大
学
の
特
色
入
試
な
ど
で
合
格
者
を
輩

出
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

東
京
都
・
私
立
広
尾
学
園
中
学
校
・
高

校
の
医
進
・
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
は
、
医

学
部
や
理
系
学
部
を
目
指
す
生
徒
向
け
に

設
置
さ
れ
て
い
る
コ
ー
ス
だ
。
授
業
、
研

究
活
動
、
中
高
大
産
学
連
携
を
教
育
活
動

の
３
本
柱
と
し
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
ツ
ー

ル
と
し
て
、
英
語
教
育
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に

も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
生
徒
が
本
物
に

触
れ
な
が
ら
、
本
質
を
捉
え
、
楽
し
み
な

が
ら
学
ぶ
た
め
の
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。

　

教
育
活
動
の
３
本
柱
の
中
で
、
生
徒
の

　

志
望
校
選
択
で
は
特
に
、
生
徒
の
志
向

が
明
確
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
志
向
が
大

学
の
求
め
る
も
の
に
合
致
し
て
い
る
こ
と

が
重
要
に
な
る
と
、
医
進
・
サ
イ
エ
ン
ス

コ
ー
ス
統
括
長
の
木
村
健
太
先
生
は
指
摘

す
る
。

　
「
生
徒
が
適
切
な
進
路
を
選
ぶ
た
め
に

は
、
大
学
が
育
成
を
目
指
す
学
生
像
や
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
行
う
教
育
の
内
容
を

調
べ
て
、
自
分
が
学
び
た
い
内
容
と
合
致

し
て
い
る
大
学
か
ど
う
か
を
、
生
徒
自
身

が
主
体
的
に
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

た
だ
、
生
徒
の
知
識
の
及
ぶ
範
囲
で
考
え

た
結
果
が
、
自
分
が
選
ぶ
べ
き
志
望
に
合

致
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
本
人
は
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
は

生
物
学
に
か
か
わ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い

て
も
、
実
際
は
化
学
の
分
野
で
解
析
が
進

め
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
た
こ
と
は
よ
く
あ

り
ま
す
。
そ
う
し
た
不
一
致
を
防
ぎ
、
最

適
な
進
路
指
導
を
行
っ
て
い
く
の
が
、
学

問
に
精
通
し
て
い
る
教
師
の
役
割
だ
と
捉

え
て
い
ま
す
」

　

生
徒
は
、大
学
が
掲
げ
る
デ
ィ
プ
ロ
マ
・

ポ
リ
シ
ー
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ
リ
シ
ー
、

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
は
も
ち
ろ

ん
、
研
究
室
に
つ
い
て
も
調
べ
て
、
大
学

の
特
徴
を
理
解
し
た
上
で
志
望
校
を
考
え

東
京
都
・
私
立
広
尾
学
園
中
学
校
・
高
校

◎
順
心
女
学
校
と
し
て
設
立
。
２
０
０
７
年
度
、

現
校
名
に
改
め
て
共
学
化
。
現
在
は
、本
科
、医
進
・

サ
イ
エ
ン
ス
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
３
コ
ー

ス
か
ら
成
る
。
本
科
コ
ー
ス
は
完
全
中
高
一
貫
教

育
を
行
う
。

◎
設
立　

１
９
１
8
（
大
正
7
）
年

◎
形
態　

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

１
学
年
約
２
８
０
人

◎
２
０
１
９
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　

国

公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
筑
波
大
、
東
京
大
、
京

都
大
、
大
阪
大
な
ど
に
54
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、
東
京
理
科
大
、
早
稲
田

大
に
延
べ
１
６
８
人
が
合
格
。
医
学
部
医
学
科
に

73
人
が
合
格
。
海
外
大
学
に
74
人
が
合
格
。

◎U
RL

　

https://w
w

w
.hiroogakuen.ed.jp

医
進
・
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
統
括
長

木
村
健
太

き
む
ら
・
け
ん
た

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

11
年
目
。

東
京
都
・
私
立
広
尾
学
園
中
学
校
・
高
校

研
究
過
程
で
の
生
徒
の
変
容
・
成
長
を
丁
寧
に

見
取
り
、推
薦
書
や
志
望
理
由
書
を
練
り
上
げ
る

私
立
・
広
尾
学
園
中
学
校
・
高
校
の
医
進
・
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
で
は
、
生
徒
が
学
び
で
得
た
成
果
の
本
質
に
気
づ
け
る
よ
う
、
振
り
返
り
指
導
を

徹
底
し
て
い
る
。
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
日
々
の
学
び
を
蓄
積
し
、志
望
理
由
書
の
作
成
や
面
談
な
ど
を
通
じ
て
気
づ
き
を
促
し
て
、教
師
は
生
徒
を

丁
寧
に
見
取
る
。
そ
う
し
た
指
導
の
結
果
、
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
の
評
価
に
重
き
を
置
く
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
で
も
、
多
く
の
合
格
者
を
輩
出
し
て
い
る
。

実
践

推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
の
指
導

3
研
究
室
な
ど
、教
育
環
境
ま
で

調
べ
、志
望
校
を
選
択
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ブ
サ
イ
ト
を
閲
覧
し
、
教
育
内
容
や
研
究

テ
ー
マ
を
調
べ
る
こ
と
で
、
自
分
の
志
望

に
合
っ
た
大
学
・
学
部
・
学
科
を
絞
り
込

ん
で
い
く
ケ
ー
ス
が
多
い
。
そ
し
て
、
そ

の
中
か
ら
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
で
の
受
験

を
希
望
す
る
生
徒
も
現
れ
る
。

　
「
学
科
や
研
究
室
の
内
容
を
調
べ
る
際

に
は
、
こ
の
数
年
間
で
出
さ
れ
た
論
文
の

数
と
質
、科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
＊
１
）

な
ど
に
採
択
さ
れ
て
い
る
研
究
テ
ー
マ
、

教
員
１
人
あ
た
り
の
学
生
数
な
ど
、
着
目

す
べ
き
項
目
を
確
認
し
て
い
き
ま
す
。
志

望
が
明
確
な
ら
ば
、
そ
れ
が
実
現
で
き
る

環
境
か
ど
う
か
、
入
学
後
の
キ
ャ
リ
ア
も

考
え
な
が
ら
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
」

　

生
徒
は
、
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
を
見
据
え

て
研
究
活
動
に
取
り
組
む
わ
け
で
は
な

い
。
研
究
を
進
め
る
過
程
で
は
、
専
門
科

目
へ
の
理
解
が
深
ま
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

他
教
科
・
科
目
へ
の
興
味
も
広
が
っ
て
い

き
、
結
果
的
に
一
般
入
試
で
求
め
ら
れ
る

力
も
身
に
つ
け
て
い
く
。
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入

試
は
、
あ
く
ま
で
も
受
験
の
際
の
選
択
肢

の
１
つ
と
い
う
認
識
だ
。

　

研
究
指
導
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を
専

門
と
す
る
教
師
が
担
当
す
る
た
め
、
生
徒

は
、
担
任
や
授
業
担
当
者
以
外
の
多
く
の

教
師
と
か
か
わ
り
な
が
ら
高
校
生
活
を
送

て
い
く
。
そ
れ
で
も
、
生
徒
の
目
で
は
自

身
の
志
向
と
そ
の
大
学
が
合
致
し
て
い
る

の
か
を
、見
通
し
切
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。

そ
こ
に
適
切
な
情
報
に
触
れ
ら
れ
る
機
会

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
進
路
指
導
の
役

目
だ
と
、
木
村
先
生
は
捉
え
て
い
る
。

　

同
コ
ー
ス
の
生
徒
は
、
研
究
活
動
の
過

程
で
数
多
く
の
研
究
論
文
を
読
む
。
そ
こ

で
興
味
深
い
論
文
を
見
つ
け
た
際
に
は
、

論
文
の
著
者
で
あ
る
大
学
教
員
が
所
属
す

る
大
学
・
学
部
・
学
科
や
研
究
室
の
ウ
ェ

薦
書
に
書
く
内
容
を
練
り
、
完
成
度
を
高

め
て
い
る
。

　

木
村
先
生
は
、
コ
ン
テ
ス
ト
で
の
受
賞

歴
な
ど
、
実
績
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
だ
け
の

推
薦
書
に
は
し
な
い
と
語
る
。

　
「
生
徒
が
ど
う
い
っ
た
課
題
意
識
の
下

に
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
そ
の
テ
ー
マ

を
ど
の
よ
う
に
深
め
て
い
っ
た
の
か
を
、

推
薦
文
に
盛
り
込
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

研
究
活
動
の
プ
ロ
セ
ス
と
、
そ
れ
を
通
し

て
生
徒
が
得
た
気
づ
き
や
学
び
、
生
徒
の

変
容
・
成
長
を
、
具
体
的
な
ス
ト
ー
リ
ー

に
し
て
伝
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て

い
ま
す
」

　

推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
で
の
面
接
は
、
通
常
、

出
願
書
類
の
内
容
を
掘
り
下
げ
る
形
で
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
推
薦

書
は
、
サ
ッ
カ
ー
に
例
え
れ
ば
、
教
師
か

ら
の
ゴ
ー
ル
前
の
生
徒
へ
の
ア
シ
ス
ト
パ

ス
だ
と
、
木
村
先
生
は
言
う
。
高
校
で
の

活
動
内
容
や
実
績
を
列
挙
し
た
だ
け
の
推

薦
書
で
は
、
面
接
官
か
ら
の
質
問
は
表
面

的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
い
、
限
ら

れ
た
面
接
時
間
の
中
で
、
生
徒
は
自
分
と

い
う
人
間
を
面
接
官
に
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
難
し
く
な
る
。
つ
ま
り
、
教
師
か
ら

の
生
徒
へ
の
パ
ス
は
通
ら
な
い
。
生
徒
は

シ
ュ
ー
ト
を
打
つ
チ
ャ
ン
ス
を
得
ら
れ
ず

に
試
合
終
了
と
な
っ
て
し
ま
う
。

る
。
そ
う
し
て
、
多
様
な
分
野
の
価
値
観

に
触
れ
な
が
ら
、
自
ら
の
進
路
を
模
索
し

て
い
く
。

　
「
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
の
情
報
は
、
教
師

間
で
常
に
共
有
し
て
い
ま
す
。
複
数
の
教

師
に
よ
っ
て
、
生
徒
の
長
所
や
課
題
を
多

面
的
に
捉
え
る
こ
と
で
、
研
究
活
動
の
指

導
を
適
切
に
行
え
る
と
と
も
に
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
個
性
に
応
じ
た
対
応
が
可
能

に
な
っ
て
い
ま
す
。
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
の

出
願
書
類
の
作
成
に
も
複
数
の
教
師
が
か

か
わ
る
た
め
、
多
様
な
観
点
か
ら
の
推
薦

事
由
を
記
載
で
き
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

指
導
体
制
が
構
築
で
き
て
い
る
こ
と
は
、

本
コ
ー
ス
の
大
き
な
強
み
で
す
」

　

今
後
の
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
の
募
集
定
員

が
拡
大
し
て
い
け
ば
、
受
験
希
望
者
が
増

え
続
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
担
任
１

人
に
生
徒
へ
の
指
導
や
出
願
書
類
の
作
成

を
負
わ
せ
ず
、
教
師
団
で
協
働
す
る
こ
と

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
、
木
村
先
生

は
考
え
て
い
る
。

　

推
薦
書
の
準
備
に
あ
た
っ
て
は
、
教
師

は
生
徒
と
適
宜
面
談
を
行
い
、
生
徒
か
ら

内
面
の
変
容
な
ど
を
聞
き
出
し
な
が
ら
推

＊１　文部科学省及び独立行政法人日本学術振興会が行う事業で、国内の研究機関に所属する個人・グループが行う研究に対する助成金のこと。

写真　同校では、物理、化学、生物それぞれに「サイエンスラボ」を
設計、最先端の実験機器、設備を完備。生徒は、授業だけでなく、放
課後や土曜日も活用して、研究活動に取り組んでいる。

コ
ー
ス
に
所
属
す
る
教
師
団
で

常
に
生
徒
の
情
報
を
共
有

推
薦
書
に
は
、
生
徒
の
成
長
の

ス
ト
ー
リ
ー
を
書
き
込
む

０学期からの新 高３指導 考特集
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一
方
、
生
徒
の
研
究
テ
ー
マ
に
対
す
る

課
題
意
識
の
深
さ
や
、
研
究
活
動
が
ど
の

レ
ベ
ル
に
ま
で
達
し
て
い
る
か
が
具
体
的

に
推
薦
書
に
書
か
れ
て
い
れ
ば
、
面
接
官

は
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
深
い
質
問
を
面

談
の
冒
頭
か
ら
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
生

徒
は
自
分
の
こ
と
を
十
分
に
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
生
徒
は
、
教
師
か
ら
の
絶

妙
な
パ
ス
を
受
け
る
こ
と
で
、
シ
ュ
ー
ト

チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
と
い
う
わ
け
だ

（
図
）。

　

研
究
活
動
で
は
、
テ
ー
マ
が
確
定
す
る

ま
で
に
長
い
時
間
を
要
し
た
り
、
想
定

し
て
い
た
仮
説
が
否
定
さ
れ
る
よ
う
な
実

験
結
果
と
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
た

め
、
す
べ
て
の
生
徒
が
何
ら
か
の
賞
を
受

け
る
よ
う
な
研
究
成
果
を
得
ら
れ
る
わ
け

で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
こ
に
至
る
マ
イ

ン
ド
や
ス
テ
ッ
プ
が
本
質
的
な
も
の
で
あ

れ
ば
、
大
学
は
評
価
し
て
く
れ
る
は
ず
だ

と
、
木
村
先
生
は
言
う
。

　
「
大
学
が
プ
ロ
セ
ス
評
価
の
中
で
見
よ

う
と
し
て
い
る
の
は
、
入
学
後
に
伸
び
る

た
め
の
マ
イ
ン
ド
を
高
校
生
活
で
身
に
つ

け
た
か
ど
う
か
の
は
ず
で
す
。
そ
れ
が
大

学
側
に
伝
わ
る
よ
う
な
推
薦
書
を
書
く
こ

と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
生
徒

が
何
を
学
び
た
い
か
を
具
体
的
に
示
し
ま

す
。
そ
れ
が
大
学
が
求
め
る
方
向
性
と
合

致
し
て
い
れ
ば
、
た
と
え
高
校
段
階
で
の

研
究
が
最
終
的
な
結
論
に
到
達
し
て
い
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
大
学
は
そ
の
生
徒
を

評
価
し
て
く
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

志
望
理
由
書
の
作
成
は
、
希
望
す
る
学

問
や
研
究
に
取
り
組
む
意
義
を
生
徒
が
意

識
す
る
上
で
非
常
に
有
効
だ
と
、
木
村
先

生
は
感
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
２
０
１
９

年
度
は
、「
高
３
・
０
学
期
」
に
、
２
年

生
全
員
が
第
１
志
望
の
大
学
・
学
部
・
学

科
に
つ
い
て
の
志
望
理
由
書
を
書
く
機
会

を
設
け
る
予
定
だ
。
早
い
段
階
か
ら
志
望

理
由
書
の
草
稿
を
書
く
こ
と
で
、
今
す
べ

き
こ
と
が
明
確
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

生
徒
が
初
め
て
書
く
志
望
理
由
書
は
、

「
自
分
は
○
○
の
研
究
に
興
味
が
あ
る
の

で
、
貴
学
の
学
部
・
学
科
で
学
び
た
い
」

と
い
っ
た
内
容
に
な
り
が
ち
だ
。そ
こ
で
、

教
師
は
、「
大
学
は
、
あ
な
た
の
好
奇
心

を
満
た
す
た
め
だ
け
に
存
在
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
」
と
指
摘
し
て
、
生
徒
に
再

考
を
促
す
。
そ
し
て
、「
な
ぜ
、
そ
の
研

究
を
し
よ
う
と
思
っ
た
の
か
」「
研
究
を

通
じ
て
、
そ
の
学
問
分
野
や
社
会
に
ど
う

貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
か
」「
そ

の
た
め
に
、高
校
生
活
で
は
ど
ん
な
資
質
・

能
力
を
身
に
つ
け
て
き
た
の
か
」「
や
り

た
い
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、今
後
、

ど
ん
な
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
か
」
な
ど
と
問
い
か
け
、

生
徒
自
身
が
考
え
、
言
語
化
で
き
る
よ
う

に
な
る
ま
で
面
談
を
繰
り
返
す
。

　

初
め
は
、
自
分
の
こ
と
だ
け
を
前
面
に

押
し
出
し
た
志
望
理
由
を
語
っ
て
い
た
生

徒
が
、
問
い
を
き
っ
か
け
に
自
問
す
る
う

ち
に
、「
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
は
、
社

会
的
に
は
ど
う
い
っ
た
意
味
を
持
つ
の

か
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
実
現

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」と
、

自
分
が
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
を

俯
瞰
し
、
そ
れ
を
言
語
化
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
そ
し
て
、
志
望
理
由
書
も
、
格
段

に
説
得
力
の
あ
る
内
容
に
変
わ
っ
て
い

く
。

■推薦理由
　本生徒は、理学研究者としての姿勢が確立した生徒である。とりわけ、生徒自らが研究テーマを
策定してきた過程とその姿勢は特筆に値する。研究テーマを探すにあたっては、単に興味があると
いうだけでなく、社会的なニーズがあること、ある程度の実現可能性が見込めること、そして、高
い新規性を有することというハードルを意識してきた。そのため、高校１年生の段階から読んでき
た原著論文は40本近くにのぼる。高校入学当初は、デュシェンヌ型筋ジストロフィーの遺伝子治
療に関心を寄せていたが、その関心は、骨格筋の幹細胞である筋衛生細胞の維持機構へと移り、
さらには、ES 細胞を含めた幹細胞全体に共通した未分化能の維持機構や iPS 細胞の初期化のメ
カニズムへと拡がった。そこから、再生医療への応用を踏まえて、細胞培養における条件検討（酸
素濃度が ES 細胞に与える影響）へと落とし込んでいった。
　本生徒に理学的なセンスを感じるのは、低酸素条件で培養しているとES 細胞のコロニーの顔つ
きがおかしくなるという日々の観察に基づく漠然としたものを最終的なテーマに選んだことだ。一
般に、初めて原著論文を読んだ生徒はその論文にこだわり、内容を少し発展させただけの重箱の
隅をつつくようなテーマを立てる傾向がある。しかし本生徒は違う。「iPS細胞を扱いたかったんじゃ
ないの？」という問いに対して、「iPS 細胞は山中先生が面白くしてきた分野ですよね。現段階では
まだ面白くないと思われているものを面白くすることが私の仕事だと思っているので、iPS 細胞より
も私らしいテーマを進めます」と語る。本生徒には、大いなる可能性を感じている。（以下、略）

◎ストーリー作成のポイント
活動実績とともに、どんな課題意識の下でテーマを設定し、どのように深めていっ
たか、生徒が研究に取り組んだプロセスと、それを通じて生徒が得た気づきや生
徒の変容・成長を、1つのストーリーにした。

生徒の研究テーマに対する課題意識の深さや研究活動のレベルを示
す。生徒が、限られた面接時間内に相応の質問を受けて、面接官に自
分のことを十分伝えられるようにするための工夫。

生徒が「何をしたか」だけでなく、「何を考えたか」まで具体的に記載し
た。生徒の資質・能力や興味・関心の方向性と成長を伝えるための工夫。

＊学校資料を基に編集部で作成。

生
徒
に
問
い
か
け
、

内
面
を
言
語
化
さ
せ
る

推薦・ＡＯ入試の推薦書に記載した内容と、推薦文作成の留意点図

ポイント1

ポイント２

ポイント1

ポイント２
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同
コ
ー
ス
で
は
、
研
究
活
動
や
学
校
行

事
な
ど
に
つ
い
て
、
生
徒
が
書
き
留
め
て

お
き
た
い
こ
と
を
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に

蓄
積
し
て
い
る
。

　
「
生
徒
は
日
々
、
数
多
く
の
学
び
を
得

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
学
び
が
自
分

に
と
っ
て
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
か
、
そ

の
都
度
、
言
語
化
で
き
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
節
目
に
振
り
返

り
を
促
し
て
い
ま
す
。
生
徒
は
、
蓄
積
し

た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
読
む
こ
と
で
、『
こ

の
時
の
あ
の
経
験
は
、
自
分
に
と
っ
て
こ

ん
な
意
味
が
あ
っ
た
の
か
』
と
気
づ
き
を

得
ま
す
。
時
に
は
、
教
師
が
一
緒
に
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
を
見
な
が
ら
、
生
徒
が
気
づ

き
を
言
語
化
す
る
の
を
手
助
け
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
こ
で
言
語
化
さ
れ
た
こ
と
を
、

推
薦
書
や
志
望
理
由
書
に
お
け
る
ス
ト
ー

リ
ー
作
成
に
生
か
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

  

同
校
で
は
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
は
活

動
の
内
容
と
結
果
に
加
え
て
、
そ
の
時
に

感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
も
記
録
す
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
複
数
の

生
徒
が
同
じ
企
画
に
参
加
し
て
も
、
そ
の

経
験
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ

と
は
、
生
徒
に
よ
っ
て
異
な
る
。「
何
を

し
た
か
」
と
い
う
結
果
で
は
な
く
、「
ど

う
感
じ
た
か
」「
何
を
考
え
た
か
」
と
い

う
プ
ロ
セ
ス
に
こ
そ
、
そ
の
生
徒
が
自
分

の
資
質
や
興
味
・
関
心
の
方
向
性
を
つ
か

む
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
。
そ
し
て
、
活

動
内
容
と
と
も
に
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え

た
こ
と
を
記
録
し
て
お
け
ば
、
生
徒
が
そ

れ
を
読
み
返
し
た
際
、「
こ
の
時
に
抱
い

た
疑
問
か
ら
、
こ
の
テ
ー
マ
に
興
味
を
持

つ
よ
う
に
な
り
、
追
究
し
て
こ
こ
ま
で
き

た
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
学
び
へ
の
意
欲

を
高
め
て
き
た
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
振
り

返
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
と
は
言
え
、
生
徒
を
見
て
い
る
と
、

何
か
を
経
験
し
た
時
に
、
自
分
の
内
な
る

声
に
耳
を
傾
け
、
感
じ
た
こ
と
を
言
語
化

す
る
力
が
ま
だ
不
足
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
で
は
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
記

録
し
た
内
容
が
浅
く
な
っ
て
し
ま
い
、
ひ

い
て
は
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
に
お
け
る
志
望

理
由
書
や
面
接
で
も
、
読
み
手
や
面
接

官
に
対
し
て
、
自
分
の
心
の
奥
に
あ
る
本

当
の
思
い
を
伝
え
切
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
普
段
か
ら
生
徒
に
は
、
活

動
を
行
う
度
に
、『
ど
ん
な
こ
と
を
感
じ

た
の
？
』『
そ
れ
は
な
ぜ
か
な
？
』
と
い
っ

た
、
自
分
の
内
面
を
探
ら
せ
る
よ
う
な
声

か
け
を
意
識
的
に
し
て
い
ま
す
」

　

そ
う
し
て
蓄
積
し
た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

を
「
高
３
・
０
学
期
」
の
節
目
の
振
り
返

り
に
も
活
用
し
、
志
望
理
由
書
の
草
稿
を

作
成
す
る
。
医
進
・
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス

が
推
薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
に
お
い
て
も
実
績
を

上
げ
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
き
め
細
か

な
指
導
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
「
今
後
の
課
題
は
、
こ
の
取
り
組
み
で

得
ら
れ
た
知
見
を
、
コ
ー
ス
を
超
え
て

共
有
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
は

コ
ー
ス
内
で
の
取
り
組
み
だ
っ
た
た
め
、

か
か
わ
る
教
師
の
数
が
少
な
く
、
意
思
疎

通
も
さ
ほ
ど
難
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
今
後
は
指
導
の
進
め
方
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
や
、
組
織
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
た
め
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

医進・サイエンスコースの推薦・ＡＯ入試指導の取り組み
で得られた知見を全学的に共有していく。

今後の課題

•３年次までは入試の選抜方法を意識しない
低学年では興味を深め、視野を広げていくことに注力。

•医進・サイエンスコースの所属教師がチームで指導
　複数の教師の目で生徒を見て、生徒の力を伸ばす。

取り組み時期・体制

•研究室まで調べた上で志望校を選択
生徒は、大学のディプロマ・ポリシー、カリキュラム・
ポリシー、アドミッション・ポリシーはもちろん、研
究室単位で教育・研究の内容を調べた上で、志望大学・
学部・学科を絞り込む。

•ストーリー性のある推薦書を作成
図を参照。

•貢献にまで昇華した思いが伝わる志望理由書に
教師と面談を重ねる中で、生徒は、志望している大学・
学部・学科で、「なぜ、その研究がしたいのか」「その
研究は社会的にどのような意味を持っており、大学で
の学びを通じてどう実現したいと考えているのか」な
どを突き詰めて考える。その上で、志望理由書を作成。

•ポートフォリオには内面の変化も記録
ポートフォリオは、6年間を通じて随時記録する。そ
の際、活動内容だけでなく、その時にどう思ったのか、
何を感じたのか、それを次にどうつなげたいと思った
のかといったことまでを記録する。

取り組みのポイント

活
動
を
通
じ
て
何
を
感
じ
た
か
を
、

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
記
録

＊取材を基に編集部で作成。

医進・サイエンスコースの推薦・ＡＯ入試指導

０学期からの新 高３指導 考特集

19  December  2019
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
か
ら
約
半
年
が

経
過
し
た
９
月
末
、
参
加
者
の
学
校
に
お

け
る
カ
リ
マ
ネ
の
進
捗
状
況
を
確
認
す
べ

く
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
、「
校
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
た
」「
校
長
が
教
師
向
け
の
校
内

通
信
で
、
カ
リ
マ
ネ
の
推
進
を
宣
言
し
た
」

「
若
手
中
心
で
育
て
た
い
生
徒
像
や
探
究

学
習
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
が
進
ん
で

い
る
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
、
教
科

や
学
年
、
分
掌
の
違
い
を
超
え
て
教
師
が

協
働
し
、
カ
リ
マ
ネ
を
推
進
し
て
い
る
学

校
が
少
な
く
な
い
様
子
が
う
か
が
え
た
。

自校のカリマネ推進「成果と課題」

リマネ推進プロジェクトチームで作成した「育てたい生
徒像」の素案を、全教師で共有・議論する場を複数回設け

ました。そこで得られた意見を反映させ、自校の「育てたい生徒
像」を策定。それを基に作成したルーブリックを行事の場で生
徒に示しています。各教科・科目では、「育てたい生徒像」を踏
まえた授業改善に取り組み始めているところです。（広島県・公立）

ークショップで同じグループになった全国の先生方と、
カリマネの推進を約束したことが大きなモチベーション

になっています。学校として育成を目指す資質・能力の設定に向
けて、校長も、カリマネ推進チームに対するバックアップを全教
師に向けて表明してくれました。校内の中心課題として、カリマ
ネ推進が全校の取り組みに昇華されつつあります。（広島県・公立）

月のワークショップ後、カリキュラムの柱となる「総合
的な探究の時間」を進める上で重要な「探究課題の設定

方法」について、校内研修を実施しました。ただ、プログラム
がまだ確定していないため、教科学習や学校行事とのつながり
を明確にする段階には至っていません。今後、先生方のモチベー
ションを高めながら、負担をかけずに検討を進めていけるかが
重要であると感じています。　　　　　　　　　　（広島県・公立）

月のワークショップに参加した先生方とは、今でもSNS
を通じて、カリマネの進捗状況などを共有しています。

各分掌の協力もあって、カリマネの視点でのグランドデザイン
の策定も進行中です。ただ、現在の定期考査の内容を見ると、
先生方の理解・認識の差はまだ大きいようです。　　（福岡県・公立）

カ

ワ

3

3

参加者が語る 生
徒
の
学
び
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
の
今

本
誌
２
０
１
９
年
６
月
号
の
特
集
で
リ
ポ
ー
ト
し
た
通
り
、
19
年
３
月
、
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
編
集
部
の

主
催
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
以
下
、カ
リ
マ
ネ
）へ
の
理
解
を
深
め
、自
校
で
の

展
開
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
た
（
図
）。
そ
れ
か
ら
８
か
月
余
り
が
経
っ
た
今
、

参
加
者
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
学
び
を
ど
う
生
か
し
、ど
ん
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

自
校
に

理
解
！

習
得
！

展
開
！

■ワークショップの大まかな流れ　※参加者５～６人を１グループとして進行。
課題整理	 「なぜ、カリマネなのか？」関西大学教育推進部　教授　森　朋子
事例報告	 「静岡県立御殿場高校の取り組み」静岡県立御殿場高校　教諭　美那川雄一
グループワーク　御殿場高校の取り組みに対しての共感点・疑問点などを語り合う／美那川先生と参加

者の質疑応答
３つの分科会　※３つの中から１つ選んで参加
	 •学校教育目標のブラッシュ・アップ　•カリマネと学習評価のあり方
	 •カリマネを学校全体に浸透させるポイント
ワーク	 個人のカリマネ行動計画立案
	 グループのカリマネ行動計画を検討・立案

多
く
の
高
校
が

カ
リ
マ
ネ
を
推
進
中

特別企画
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新学習指導要領の実施まで２年余り、
カリマネの実現が学校の重要課題の１つに

　2019 年３月に実施したワークショップでは、すべ

ての参加者が講師の話に真剣に耳を傾け、グループワー

クで活発に語り合うその様子に、カリマネが現場の重

要な課題の１つになっていることを改めて実感しまし

た。そして、今回のアンケート結果からも分かるように、

参加者はワークショップで得た学びや気づきを生かし

ながら、自校に合ったカリマネを推進しようと試行錯

誤されています。本ワークショップを特集した本誌 19

年６月号の発刊後、VIEW21 編集部には、カリマネを

テーマにしたワークショップ型の講演や研修のご依頼

を、学校や教育委員会から以前にも増していただくよ

うになりましたが（下記、VIEW21 編集部による講演・

研修実施例）、そうしたことからも、カリマネへの関心

の高まりがうかがえます。

　22 年度から年次進行で実施される高校の新学習指

導要領において各校に求められている、「社会に開かれ

た教育課程」の編成・実施と、それを通じた新しい時

代に必要となる資質・能力の育成には、カリマネの実

現が必要不可欠です。VIEW21 編集部は、これからも、

各学校におけるカリキュラム・マネジメントの実現に

資する知見や情報を、様々な形で現場の先生方にお届

けしてまいります。

VIEW21編集部　統括責任者　柏木崇

◎VIEW21編集部によるカリマネをテーマとした講演・研修実施例

• 茨城県教育委員会研修（19 年６月）

• 全国工業高等学校長協会「工業高校生の専門的職業人として
必要な資質・能力の評価手法の実践研究」研究校会議（19
年６月）

• 福岡県高等学校工業教育研究会主催・工業に関する学科を有
する高等学校の主幹教諭・指導教諭等研修会（19 年８月）

• 第２回宮崎県高等学校副校長教頭会（19 年 10 月）

• 鹿児島県・高大接続改革セミナー（19 年 11 月）

• 福岡県立福岡工業高校・第２回校内職員研修会（19 年 11 月）

　

一
方
、
壁
に
直
面
し
て
い
る
学
校
も
あ

る
。「
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
絞
り

込
み
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
」「
育
成
を

目
指
す
資
質
・
能
力
に
対
す
る
理
解
・
認

識
の
差
が
、
定
期
考
査
の
内
容
の
差
に
出

て
い
る
」「
資
質
・
能
力
に
関
す
る
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
活
用
す
る
場
面
が
具
体
的
に
分

か
ら
な
い
」
な
ど
だ
。
そ
う
し
た
認
識
や

実
践
の
差
の
解
消
に
向
け
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
参
加
者
を
始
め
と
す
る
カ
リ
マ
ネ
の
理

解
者
が
い
か
に
そ
の
知
見
を
全
校
に
広
げ
、

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課

題
の
１
つ
と
言
え
る
。
ま
た
、「
働
き
方
改

革
が
進
む
中
で
、
会
議
の
時
間
の
確
保
に

苦
労
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
、
対
話
の
場

の
設
定
を
課
題
に
挙
げ
る
参
加
者
も
い
た
。

校におけるカリマネの推進のきっかけは、
間違いなく VIEW21 編集部主催のワーク

ショップです。同じグループだった先生の紹介で
先進校訪問の機会を得たことなどを通じて、校
内でのカリマネ推進の意欲が一層高まりました。
これまでに、有志の教師がチームをつくり、グラ
ンドデザイン作成のためのワークショップを、生
徒・教師対象で１回ずつ、自由参加の話し合いを
２回、行いました。現在は、「学校教育目標の達
成のために必要となる資質・能力」を明確化し、
年度内でのグランドデザインの完成やルーブリッ
クの作成を目指しているところです。（徳島県・公立）

県では、公立高校の 2021 年度入学者選
抜から、各学校で「育てたい生徒像」を

明確にした上で選抜を行うことが求められるよ
うになります。本校でも、３月のワークショッ
プで活用したワークシートを使って、学校の強
みや強化すべき点を整理しながら、育てたい生
徒像を検討し、全教師での共有を目指していま
す。また、「総合的な探究の時間」の充実と、授
業改善を目指すプロジェクトチームを発足し、
若手中心で議論を進めています。ただ、校内全
体の関心が、今年度は「総合的な探究の時間」
に向いていて、教科の垣根を超えた授業改善の
取り組みが思うように進んでいない状況です。　　　　　　　　　　　　　

（長崎県・公立）

本

本

■日時　2019 年 3 月 23 日（土）10 時 30 分～17 時 30 分
■会場　株式会社ベネッセコーポレーション岡山本社（岡山市北区）
■参加者　全国の高校教諭 42 人 
■参加費　 3,000 円（税込み、昼食代を含む）
■監修・ファシリテーター　
　関西大学教育推進部　教授　森　朋

とも

子
こ

　「三四郎の学校」事務局長　日賀優一
■講師　関西大学教育推進部　教授　森　朋子

　　　　静岡県立御殿場高校　教諭　美
み

那
な

川
がわ

雄一
　　　　岡山県立林野高校　校長　三浦隆志　　（2019 年 3 月現在）

図
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
概
要

次号では、
ワークショップの講師と
参加者による、カリマネ
推進の進捗振り返り会

（12月に実施）の内容から
カリマネ推進上の
課題と具体的方策
について考えます

走
り
始
め
た
学
校
現
場
が

直
面
し
た
課
題
と
は

21  December  2019
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善
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

　
「
そ
の
際
に
ま
ず
必
要
と
し
た
の
は
、

探
究
学
習
で
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
を

定
め
て
評
価
項
目
と
し
、
そ
れ
ら
の
評
価

規
準
を
設
定
し
て
、
教
師
間
で
生
徒
を
評

価
す
る
際
の
目
線
合
わ
せ
を
し
、
生
徒
に

目
標
を
明
示
す
る
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
に

は
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
が
有
効
で
あ
り
、
専
任

で
検
討
す
る
分
掌
が
必
要
だ
と
判
断
し

て
、
17
年
度
、『
探
究
委
員
会
』
を
発
足

さ
せ
ま
し
た
」（
佐
藤
校
長
）

　

探
究
委
員
会
は
、
国
語
、
社
会
、
数
学
、

理
科
、
英
語
か
ら
、
担
当
学
年
が
重
な
ら

な
い
５
人
の
教
師
と
、
司
書
教
諭
を
加
え

た
計
６
人
で
構
成
し
た
。

　
「
学
校
図
書
館
は
、
生
徒
が
探
究
学
習

を
行
う
上
で
不
可
欠
な
場
で
す
。
ま
た
、

司
書
教
諭
は
、
学
年
を
超
え
て
生
徒
の
様

子
に
目
を
配
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
委

員
に
加
え
ま
し
た
」（
佐
藤
校
長
）

　

司
書
教
諭
の
宗そ

う

愛
子
先
生
は
、
自
身
の

役
割
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
私
は
前
任
校
で
、
探
究
学
習
の
指
導

経
験
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
探
究
委

員
会
で
は
、
探
究
学
習
の
ね
ら
い
や
指
導

　

中
高
一
貫
教
育
を
行
う
女
子
校
の
私
立

山
崎
学
園
富
士
見
中
学
高
校
は
、「
探
究

委
員
会
」（
現
・
教
育
研
究
部
）
で
の
検

討
を
経
て
、
２
０
１
７
年
度
、
中
高
６
年

間
で
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
資
質
・

能
力
「
17
の
力
」
を
設
定
し
、
そ
の
育
成

を
実
現
す
る
探
究
学
習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

構
築
に
力
を
注
い
で
い
る
。
佐
藤
真ま

さ

樹き

校

長
は
、「
育
成
を
目
指
す
生
徒
像
の
設
定

や
探
究
学
習
の
充
実
は
、
以
前
か
ら
そ
の

必
要
性
を
感
じ
、取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
」

と
、
検
討
の
過
程
を
振
り
返
る
。

　

ま
ず
、
12
年
度
、
学
校
経
営
に
つ
い
て

検
討
す
る
「
校
務
運
営
委
員
会
」
が
、
生

徒
に
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
資
質
・
能
力
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、
各
学
年
や
分

掌
に
実
施
。
そ
の
回
答
を
基
に
、
生
徒
に

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
と
し
て
、「
自

分
と
向
き
合
う
力
」「
人
と
向
き
合
う
力
」

「
課
題
と
向
き
合
う
力
」
の
３
つ
を
設
定

し
た
。

　

そ
し
て
、
15
年
度
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る

教
育
活
動
は
、
探
究
学
習
が
柱
に
な
る
と

い
う
考
え
の
下
、
既
存
の
特
別
活
動
を
、

探
究
学
習
に
よ
り
結
び
つ
く
内
容
へ
と
改

改 革 事 例

生徒の状況を見ながら築く探究学習で
「17の力」の育成を目指す
東京都・私立山崎学園富士見中学高校

改革事例から導く！

学校教育デザインを描く道標
しるべ

＊「学校教育デザイン」とは、本誌が 2017 年度６〜 12 月号の特集で提唱した、「学校教育目標からカリキュラム・指導計画の策定、授業・指導実践、その評価・検証、授業・
指導改善までの一連のサイクルが、 カリキュラム・マネジメントを通じて実現される学校改革の営み」のこと。

◎建学の精神は、「純真・勤勉・着実」。2010 年
度に高校からの入学者の募集を停止し、完全中
高一貫校へと移行した。教育目標として「社会に
貢献できる自立した女性の育成」を掲げ、探究
学習や多文化交流などの充実に力を入れている。
◎設立　1940（昭和 15）年学校法人山崎学園
　　　　 設立
◎形態　全日制／普通科／女子校
◎生徒数　１学年約 240 人
◎ 2019 年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、筑波大、千葉大、東京医科
歯科大、東京外国語大、一橋大、九州大、首都大学東京などに 27人が合格。私
立大は、慶應義塾大、上智大、東京理科大、早稲田大などに延べ 770 人が合格。
◎ URL　https://www.fujimi.ac.jp

全
教
師
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

育
成
を
目
指
す
生
徒
像
を
共
有

探
究
学
習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
築
に

向
け
、
専
門
の
委
員
会
を
発
足

カリキュラム・マネジメント
を通じて実現

授業・
指導改善

カリキュラム
・指導計画

学校教育
目標

授業・
指導実践 評価・検証

今回
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の
ポ
イ
ン
ト
、
図
書
館
の
役
割
を
話
し
、

先
生
方
が
探
究
学
習
に
関
す
る
理
解
を
深

め
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
」

　

探
究
委
員
会
は
ま
ず
、
全
教
師
参
加
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。
こ
れ
か
ら
の

社
会
に
つ
い
て
書
か
れ
た
資
料
を
読
ん
だ

上
で
、「
本
校
の
生
徒
が
既
に
身
に
つ
け

て
い
る
資
質
・
能
力
と
、
ま
だ
身
に
つ
け

ら
れ
て
い
な
い
資
質
・
能
力
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
数
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
話
し

合
っ
た
。
同
委
員
会
主
任
（
現
・
教
育
研

究
部
主
任
）
の
三
浦
佳
奈
先
生
は
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
意
義
を
次
の
よ
う
に
語

る
。

　
「
教
師
一
人
ひ
と
り
が
自
校
や
生
徒
へ

の
思
い
を
語
り
、
周
り
の
考
え
に
も
耳
を

傾
け
、
そ
の
中
か
ら
育
成
を
目
指
す
生
徒

像
が
浮
か
び
上
が
る
よ
う
な
対
話
の
場
を

目
指
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
実
施
後
、『
こ

の
よ
う
な
対
話
の
機
会
を
も
っ
と
設
け
て

ほ
し
い
』と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
職
員
室
な
ど
で
、
教
師
間
で
話

を
し
て
い
ま
す
が
、
教
育
観
や
指
導
観
に

つ
い
て
話
す
機
会
が
さ
ら
に
必
要
な
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
」

　

そ
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
さ
れ

た
意
見
を
基
に
、
中
高
６
年
間
で
育
成

を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
「
17
の
力
」
と

し
て
設
定
し
、
12
年
度
に
設
定
し
た
３
つ

の
力
を
細
分
化
す
る
形
で
整
理
（
図
１
）。

同
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
質
・
能
力
の
到

達
度
を
６
段
階
で
示
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

も
作
成
し
た
（
Ｐ
．24
図
２
）。

　

次
に
着
手
し
た
の
は
、
生
徒
に
「
17
の

力
」
を
育
む
た
め
の
探
究
学
習
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
構
築
だ
。

　

ま
ず
は
、
17
年
度
に
中
学
校
３
年
間
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
た
。
そ
の
際

に
留
意
し
た
の
は
、
既
存
の
教
育
活
動
を

生
か
す
こ
と
だ
。
初
め
て
探
究
学
習
の
指

導
を
経
験
す
る
教
師
も
い
た
た
め
、
新
た

な
教
育
活
動
を
導
入
す
る
と
戸
惑
い
や
負

担
が
生
じ
る
と
考
え
て
、
既
存
の
行
事
の

内
容
を
見
直
し
、
探
究
学
習
に
組
み
込
む

こ
と
に
し
た
。
例
え
ば
、
中
学
１
年
生
７

月
に
行
う
林
間
学
校
は
、「
自
然
を
じ
っ

く
り
観
察
し
、
そ
こ
か
ら
疑
問
を
持
つ
こ

と
」
を
目
的
と
し
、
よ
り
探
究
的
な
活
動

を
す
る
教
育
活
動
で
あ
る
こ
と
を
明
確
化

し
た
。

　

ま
た
、
生
徒
も
教
師
も
探
究
学
習
の
プ

ロ
セ
ス
を
順
に
積
み
重
ね
ら
れ
る
よ
う
、

中
学
１
年
生
は
「
問
う
」（
課
題
の
設
定
）、

中
学
２
年
生
は
「
調
べ
る
」（
情
報
の
収

集
）、中
学
３
年
生
は
「
伝
え
る
」（
整
理
・

分
析
と
ま
と
め
・
表
現
）
こ
と
を
、
そ
れ

ぞ
れ
活
動
の
中
心
に
据
え
た
。

　

そ
し
て
、
中
学
校
で
の
探
究
学
習
の
集

大
成
と
し
て
位
置
づ
け
た
の
が
、
中
学

３
年
生
で
取
り
組
む
卒
業
研
究
だ
。
そ
れ

も
、
既
存
の
卒
業
研
究
の
内
容
を
見
直
し

た
も
の
で
あ
り
、
１
学
期
に
生
徒
が
教
師

と
面
談
し
て
課
題
を
設
定
し
、
調
べ
た
内

容
を
冊
子
に
ま
と
め
、
９
月
の
文
化
祭
で

中
間
発
表
、
３
学
期
の
ポ
ス
タ
ー
発
表
会

図１　富士見中学高校が育成を目指す資質・能力

教
育
研
究
部

田
邉
雅
義
　

た
な
べ
・
ま
さ
よ
し

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

19
年
目
。
数
学
科
。

教
育
研
究
部

宗
　

愛
子

そ
う
・
あ
い
こ

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

４
年
目
。
図
書
部
。
司
書
教
諭
。

校
長佐藤

真
樹

さ
と
う
・
ま
さ
き

教
職
歴
38
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

38
年
目
。

教
育
研
究
部
主
任

三
浦
佳
奈

み
う
ら
・
か
な

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

13
年
目
。
社
会
科
。

学校教育目標　社会に貢献できる自立した女性の育成

＊学校資料を基に編集部で作成。

中
学
校
は
既
存
の
活
動
を
見
直
し
、

探
究
学
習
に
組
み
込
む

⑥聴く力
⑦人を巻き込む力
⑧人とつながる力
⑨話し合う力
⑩発表する力
⑪記述する力

⑫課題を発見する力　⑬情報を活用する力　
⑭多角的に考える力　⑮論理的に考える力　
⑯創造する力　　　　⑰社会に貢献しようとする力

①自分の意見を形成する力
②チャレンジする力
③計画を立てる力
④やり遂げる力
⑤自らを振り返る力
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に
向
け
て
さ
ら
に
発
表
力
を
磨
く
と
い
う

流
れ
と
し
た
。
教
育
研
究
部
の
田
邉
雅
義

先
生
は
、
新
た
な
卒
業
研
究
と
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
生
徒
の
成
長
の
手
応
え
を
次

の
よ
う
に
語
る
。

　
「
以
前
の
卒
業
研
究
で
は
、
調
べ
学
習

に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
の
進

め
方
に
し
て
か
ら
は
、
課
題
設
定
の
段
階

か
ら
図
書
館
を
利
用
し
、
さ
ら
に
生
徒
が

各
自
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
最

後
に
は
自
分
の
考
え
を
深
め
て
い
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。ポ
ス
タ
ー
発
表
で
は
、

自
分
の
言
葉
で
自
信
を
持
っ
て
発
言
す
る

姿
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
」

　

高
校
で
の
探
究
学
習
は
、社
会
的
に
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊
１
）

を
軸
に
し
て
い
る
。

　
「
高
校
で
の
探
究
学
習
は
、
生
徒
に
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
社
会
へ
貢
献
で
き
る
の

か
と
い
っ
た
意
識
を
育
み
、
視
野
を
広
げ

ら
れ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
に
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
」（
田
邉
先
生
）

　

19
年
度
の
活
動
内
容
は
次
の
通
り
だ
。

高
校
１
年
生
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
的
や
17

の
目
標
に
つ
い
て
学
ん
だ
上
で
、
関
心
を

持
っ
た
目
標
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
の
達
成
に
向
け
て
自
分

た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
立
案
。
そ
の
内
容
を
冊

子
に
ま
と
め
、
文
化
祭
で
展
示
し
た
（
写

真
）。
そ
し
て
、来
場
者
に
書
い
て
も
ら
っ

た
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
さ
ら
に
練
り
上
げ
、
最
終
的

に
全
校
発
表
会
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
す
る
予
定
だ
。

　
「
17
の
目
標
は
社
会
と
の
つ
な
が
り
が

分
か
り
や
す
く
、
生
徒
も
考
え
や
す
い
よ

う
で
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

（
田
邉
先
生
）

　

５
月
に
沖
縄
体
験
学
習
に
取
り
組
む
高

校
２
年
生
は
、
そ
れ
ま
で
に
学
び
、
考
え

て
き
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
ベ
ー
ス
に
、
個
人
で

＊学校資料を基に編集部で作成。ルーブリックの全体は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp/）からダウンロードできます。「HOME →
教育情報→高校向け」でご覧ください。

図２　「17の力」のルーブリック（抜粋）

写真　文化祭では、各グループがアクションプランを冊子にま
とめて展示。来場者に意見をもらった。

高
校
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
づ
け
た

内
容
と
し
、
探
究
力
を
磨
く

＊１　Sustainable Development Goals の略。2015 年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」など、17 の目標と 169 のターゲッ
トから成る。

評価項目 定義 E D C B A S

自
分
と
向
き
合
う
力
（
自
分
を
知
る
）

①
自分の意見を
形成する力

様々な情報を基
に自分の意見を
形成する力

自 分 の 意 見
を持っていな
い。

意見はあるが、
明確な理由が
ない。

少ない情報を
基に、意見を
形成している。

様々な情報を
基に、自分の
意見を形成し
ている。

様々な情報を批判的に
捉え、それを根拠にし、
自分の意見を形成して
いる。

どのような状況において
も、様々な情報を批判的に
捉え、それを根拠にし、自
分の意見を形成している。

②
チャレンジ
する力

自らを高めるた
めの目標を設定
し、達成しよう
とする力

これまでに自
分 が 達 成 し
たことしか取
り組んでいな
い。

未達成のこと
に取り組んで
いる。

自分から未達
成のことに取
り組んでいる。

困難な課題に
対して失敗を
恐れず、自分
から未達成の
ことに取り組
んでいる。

困難な課題に対して失
敗を恐れず、自分から
未達成のことに取り組
んでいる。また、失敗
や経験を次に生かそう
としている。

どのような状況において
も、困難な課題に対して失
敗を恐れず、自分から未
達成のことに取り組んでい
る。また、失敗や経験を次
に生かしている。

③
計画を
立てる力

課題解決のため
に計画を立てる
力

指示を受けて
も計画を立て
ない。

指示された通
りに計画を立
てている。

指示された通
りに、実現可
能な計画を立
てている。

自分で見通し
を立て、実現
可能な計画を
立てている。

自分で見通しを立て、
実現可能な計画を立
てている。また、柔軟
に修正できる。

想定外の事態が起こって
も、実現可能な計画を立て
ている。また、柔軟に修正
できる。

④
やり遂げる力

課 題 を 最 後 ま
で諦めず取り組
み、やり遂げる
力

課題をやり遂
げる前にやめ
てしまう。

課題をやり遂
げてはいるが
不備がある。

課題を不備な
く最後までや
り遂げている。

様々な工夫を
しながら、課
題を最後まで
やり遂げてい
る。

様々な工夫をしなが
ら、課題を最後までや
り遂げている。その工
夫が成果物に反映され
ている。

どのような状況において
も、様々な工夫をしながら、
課題を最後までやり遂げて
いる。その工夫が成果物に
反映されている。

⑤
自らを
振り返る力

自分の考えや行
動を振り返り、
次の考えや行動
につなげる力

機会を与えら
れても、振り
返らない。

機 会を与えら
れ れ ば、振り
返ろうとする
が、自分 の 考
え や 行 動 の
振り返りには
なっていない。

機会を与えら
れれば、次に
つながるよう
に自分の考え
や行動を振り
返ることがで
きる。

自ら機会を見
つけて、自分
の考えや行動
を振り返るこ
とができる。

自ら機会を見つけて、
振り返ったことを次の
考えや行動につなげ、
改善しようとしてい
る。

どのような状況において
も、振り返ったことを次の
考えや行動につなげ、改善
しようとしている。
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導
か
れ
た
道
標

テ
ー
マ
を
設
定
。
沖
縄
体
験
学
習
で
の
調

査
や
文
献
調
査
を
重
ね
て
、
夏
季
休
業
中

に
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
た
。

　
「
提
出
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
を
読
む
と
、

多
く
の
課
題
を
感
じ
ま
し
た
。
問
い
が
絞

り
切
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
情
報
収
集
を

し
て
い
る
も
の
の
、
整
理
・
分
析
を
し
て

い
な
か
っ
た
り
と
い
っ
た
こ
と
で
す
。
そ

う
し
た
生
徒
た
ち
の
現
状
を
受
け
て
、
２

学
期
に
は
、
図
書
館
と
連
携
し
て
『
探
究

型
読
書
』
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
」（
三

浦
先
生
）

　

探
究
型
読
書
で
は
、「
科
学
道
１
０
０

冊
」（
＊
２
）
の
中
か
ら
生
徒
が
自
分
で

書
籍
を
選
び
、
そ
の
表
紙
と
目
次
か
ら
内

容
を
考
え
さ
せ
た
り
、
目
次
か
ら
キ
ー

ワ
ー
ド
を
抜
き
出
し
て
書
籍
の
帯
を
作
成

し
た
り
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
生
徒

が
ど
の
よ
う
な
課
題
意
識
を
持
ち
、
何
に

興
味
・
関
心
が
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
同
じ

書
籍
で
も
抜
き
出
さ
れ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
や

内
容
の
類
推
は
異
な
る
。
そ
こ
で
、
活
動

を
通
じ
て
、
生
徒
に
自
分
の
興
味
・
関
心

や
も
の
の
見
方
・
考
え
方
を
自
覚
さ
せ
る

こ
と
も
ね
ら
い
と
し
た
。

　

同
校
で
は
、
探
究
学
習
を
本
格
的
に
始

め
た
ば
か
り
で
あ
り
、
計
画
を
変
更
し
て

探
究
型
読
書
を
導
入
し
た
よ
う
に
、
今
後

も
生
徒
の
状
況
を
見
な
が
ら
活
動
内
容
を

決
め
て
い
く
考
え
だ
。

　探究学習では、課題の設定や資料の収集、
調べた結果を基に深める考察など、あらゆ
る場面で学校図書館が重要な役割を担うこ
とになります。司書教諭に求められるのは、
学習に必要な書籍や資料をそろえるだけで
はありません。探究学習を始めてから、図
書館に来る生徒は、目に見えて多くなりま
した。生徒と資料を一緒に探しながら、彼
女たちが学びの質を高められるような気づ
きになる言葉がけを心がけています。
　司書教諭は、情報収集や情報活用のプロ
でもあります。先生方から、「生徒にこういっ
たことを考えさせたいけれども、何かよい
資料はないか」と相談された際に、学習内
容や到達目標を把握した上で、適切なアド
バイスをすることも求められます。生徒や
先生から信頼され、気軽に相談してもらえ
る司書教諭でありたいと思います。

司書教諭として、
探究学習の充実に
貢献したい
宗
そう

　愛子先生

　

そ
の
際
に
、
教

育
活
動
の
指
針
と

な
り
、
教
師
間
の

意
識
統
一
の
基
と

な
る
の
が
、「
17

の
力
」
の
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
だ
。
そ
し

て
、
探
究
学
習
に

お
け
る
活
動
が
、

ど
の
力
を
ど
こ
ま

で
育
成
す
る
こ
と

を
目
標
と
す
る
も

の
な
の
か
を
整
理

し
た
「
探
究
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
目
標
と

す
る
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
項
目
案
」
を
、

教
育
研
究
部
で
は

作
成
し
、
運
用
中

だ
（
図
３
）。
そ
の
評
価
規
準
も
、
生
徒

の
状
況
を
見
な
が
ら
随
時
見
直
し
て
い
く

考
え
だ
。

　

三
浦
先
生
は
、
今
後
の
展
望
を
次
の
よ

う
に
語
る
。

　
「『
17
の
力
』
は
、
す
べ
て
の
教
育
活
動

に
お
い
て
育
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
授
業
で
も
そ
れ
ら
の
育
成
を
意
識
し

た
発
問
や
活
動
を
す
る
教
師
が
増
え
て
い

ま
す
。
探
究
学
習
以
外
の
教
育
活
動
で

も
『
17
の
力
』
を
育
成
し
て
い
け
る
よ
う
、

教
師
間
で
対
話
を
重
ね
な
が
ら
取
り
組
み

を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

図３　「探究プログラムで目標とするルーブリック項目案」

表中のＡ〜Ｄは、ルーブリック（図２）で示した評価規準。　　　　＊学校資料を基に編集部で作成。

ルーブリック項目

①
自
分
の
意
見
を
形
成
す
る
力

②
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
力

③
計
画
を
立
て
る
力

④
や
り
遂
げ
る
力

⑤
自
ら
を
振
り
返
る
力

⑥
聴
く
力

⑦
人
を
巻
き
込
む
力

⑧
人
と
つ
な
が
る
力

⑨
話
し
合
う
力

⑩
発
表
す
る
力

⑪
記
述
す
る
力

⑫
課
題
を
発
見
す
る
力

⑬
情
報
を
活
用
す
る
力

⑭
多
角
的
に
考
え
る
力

⑮
論
理
的
に
考
え
る
力

⑯
創
造
す
る
力

⑰
社
会
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
力学年 学習活動

中１

探究学習プレ C C C D D D

生き物探究教室 C C C C C D D D D C D

上野動物園ＦＷ C C C B D C C C

個人探究 C C C C C C C C D D

中２

上野浅草ＦＷ① C C C C B B D C C C C D

上野浅草ＦＷ② C C C C B B C B C C C C C C C

卒業研究 C C B C C C

中３ 卒業研究 B C B B B B C B B B B B B C

高１ SDGs A B A B B A B B B B B A A B B

高２
沖縄体験学習 A A A B A A B B A B A A A B

探究型読書 A A A A A B A A A A A A

教
育
活
動
の
新
設
や
変
更
の
決
定
は
、
目
標
と
す
る
資
質
・

能
力
が
育
成
で
き
る
か
、
で
き
て
い
る
か
で
判
断
す
る
。

私の教育デ
ザイン

生
徒
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、

実
践
し
な
が
ら
活
動
を
構
築

＊２　国立研究開発法人理化学研究所と株式会社編集工学研究所の共同プロジェクトで、書籍を通じて科学者の生き方や考え方、科学の面白さや素晴ら
しさを届ける事業。「元素ハンター」「美しき数学」「科学する女性」「科学道クラシックス」の４ジャンルで 100冊を推薦。
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野
澤
宏ひ

ろ
た
か光
先
生
が
授
業
改
善
に
本
格
的
に
取
り
組
み

始
め
た
の
は
、
栃
木
県
立
黒
磯
南
高
校
に
赴
任
し
て
最

初
の
中
間
考
査
を
終
え
た
時
だ
っ
た
。
生
徒
か
ら
、「
先

生
の
授
業
は
面
白
く
て
分
か
り
や
す
い
け
れ
ど
、
テ
ス

ト
は
で
き
な
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
。

栃木県立黒磯南高校
◎普通科高校として開校後、2013 年度に総
合学科に学科改編。校訓は「至誠敬愛・自律
自尊・進取究明」。国際理解教育、アクティブ・
ラーニングの視点からの授業改善、街おこし
を始めとするボランティア活動などに取り組
む。2022 年度、福祉系列を導入予定。
◎設立　1976（昭和51）年
◎形態　全日制／総合学科／共学
◎生徒数　１学年約160人
◎２０１９年度進路実績（現役のみ）
私立大は、足利大、埼玉工業大、文教大、神田
外語大、工学院大、拓殖大、東京工芸大、日本
大、立正大、神奈川大などに延べ 39人が合格。
短大、専門学校進学 85人。就職 33人。
◎URL

栃木県立黒磯南高校
野澤宏光　のざわ・ひろたか　

教職歴７年。同校に赴任して５年目。
学習指導部長。地理歴史・公民科担当。
校内外で研修や視察を重ね、
独自の指導法構築に努めてきた。

h t t p : // w w w. t o c h i g i - e d u . e d . j p /
kuroisominami/nc2/

13:50 前時の復習とテーマの確認 授業
ハイライト

歴
史
か
ら
生
き
る
ヒ
ン
ト
を
獲
得
し
、

学
び
方
を
学
ぶ
「
２
タ
ー
ム
授
業
」で
、

学
び
へ
の
意
欲
を
高
め
る

「もし皆さんの生きる社会が、生き方の選べない社会だっ
たとしたら」。武士の社会について学ぶ中で、その課題を
乗り越えるヒントを得る。前時では、北条氏が権力を得た
過程を理解するために必要な、執権や世襲といった用語の
意味を学んだ。それらの理解を基に考察を進める本時では、
まず前時の復習として、挙手した生徒に概念を解説させた。

●
２
年
生
「
日
本
史
Ｂ
」
の
「
武
士
の
社
会
」
で
、
全
4
時
間

の
う
ち
の
2
時
間
目
。
北
条
氏
が
鎌
倉
幕
府
の
中
で
権
力

を
掌
握
し
た
過
程
を
グ
ル
ー
プ
で
議
論
し
、
課
題
に
対
し

て
の
解
答
を
作
成
し
な
が
ら
、
武
士
社
会
の
成
立
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
た
。（
Ｐ
．29
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

日本史

実践

日
本
史
の
授
業
を
通
じ
て
生
徒
に

身
に
つ
け
さ
せ
た
い
こ
と
を
問
い
直
す

野
澤
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ

26 December  2019
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「
そ
の
頃
は
、
私
が
高
校
時
代
に
受
け
た
面
白
い
授

業
を
再
現
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ

で
は
、
生
徒
は
分
か
っ
た
気
に
な
っ
た
だ
け
で
、
知
識

は
生
徒
の
も
の
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。授
業
は
、

教
師
が
上
手
に
話
し
て
生
徒
を
楽
し
ま
せ
る
シ
ョ
ー
の

場
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
」

　

野
澤
先
生
は
改
め
て
、
授
業
を
通
じ
て
生
徒
に
何
を

身
に
つ
け
さ
せ
た
い
の
か
を
考
え
た
。
そ
こ
で
た
ど
り

着
い
た
の
が
、
歴
史
か
ら
生
き
て
い
く
上
で
の
ヒ
ン
ト

を
学
ぶ
こ
と
、
そ
し
て
、
授
業
を
通
し
て
学
び
方
を
学

ぶ
こ
と
だ
っ
た
。

　
「
歴
史
上
の
人
物
は
、
ど
の
よ
う
に
困
難
を
乗
り
越

え
て
社
会
を
築
い
て
い
っ
た
の
か
。
歴
史
を
学
ぶ
中
で

得
ら
れ
る
先
人
の
教
え
は
、
人
生
に
役
立
つ
と
生
徒
に

実
感
さ
せ
る
こ
と
で
、
学
び
へ
の
意
欲
を
高
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
」

　

目
標
に
掲
げ
た
授
業
を
実
現
す
る
た
め
、
野
澤
先
生

は
様
々
な
方
法
を
試
し
た
。最
初
に
取
り
入
れ
た
の
は
、

他
校
視
察
で
知
っ
た
知
識
構
成
型
ジ
グ
ソ
ー
法
（
＊
）

だ
っ
た
。
や
る
な
ら
徹
底
的
に
と
、
す
べ
て
の
授
業
で

行
っ
た
。
生
徒
は
楽
し
そ
う
に
取
り
組
み
、
話
が
上
手

に
な
っ
た
が
、
歴
史
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
と
い
っ

た
手
応
え
や
、
学
ぶ
力
が
向
上
し
た
と
い
う
実
感
は
な

か
っ
た
。

　
「
学
習
内
容
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
必
要
な
過

程
は
、
今
学
ん
で
い
る
内
容
が
何
に
つ
な
が
る
の
か
、

『
見
通
し
』
を
持
た
せ
る
こ
と
と
、
学
び
の
意
味
づ
け

を
す
る
た
め
の
『
振
り
返
り
』
で
す
。
当
時
の
授
業
に

は
、
そ
れ
ら
の
視
点
が
欠
け
て
い
ま
し
た
」

　

試
行
錯
誤
の
結
果
、
野
澤
先
生
は
、
２
つ
の
タ
ー
ム

に
分
け
て
授
業
を
構
成
す
る
「
２
タ
ー
ム
授
業
」
を
考

案
し
た
。
両
タ
ー
ム
を
通
し
て
生
徒
が
考
え
る
問
い
を

設
定
し
、
前
半
の
Ａ
タ
ー
ム
で
は
、
問
い
の
趣
旨
を
理

解
さ
せ
た
上
で
、
そ
れ
を
考
え
る
た
め
に
必
要
な
知
識

を
習
得
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
後
半
の
Ｂ
タ
ー
ム
で
は
、

問
い
に
つ
い
て
生
徒
同
士
で
議
論
し
、
歴
史
と
自
己
を

結
び
つ
け
る
振
り
返
り
を
行
う
。

　

今
回
の
授
業
で
は
、「
も
し
皆
さ
ん
の
生
き
る
社
会
が
、

生
き
方
の
選
べ
な
い
社
会
だ
っ
た
と
し
た
ら
」
を
テ
ー

マ
と
し
、「
鎌
倉
幕
府
の
中
で
、
将
軍
は
ど
の
よ
う
な

存
在
だ
っ
た
の
か
」「
北
条
氏
は
、
な
ぜ
将
軍
に
な
ら

な
か
っ
た
の
か
」
を
問
い
と
し
た
。
官
職
が
世
襲
だ
っ

た
鎌
倉
時
代
、
将
軍
職
に
就
く
こ
と
が
で
き
な
い
北
条

氏
は
、
役
職
に
固
執
せ
ず
、
執
権
と
し
て
実
権
を
握
っ

た
。血
筋
と
い
う
自
分
の
力
で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い

壁
を
柔
軟
に
乗
り
越
え
た
北
条
氏
の
し
た
た
か
さ
を
、

生
徒
に
学
ん
で
ほ
し
い
と
、野
澤
先
生
は
考
え
た
の
だ
。

　

前
時
の
Ａ
タ
ー
ム
で
は
、
野
澤
先
生
が
テ
ー
マ
を
伝

え
、「
歴
史
の
中
に
答
え
を
出
し
た
人
た
ち
が
い
る
よ
」

と
言
っ
て
授
業
へ
の
期
待
を
高
め
た
。
生
徒
は
、
副
教

材
を
読
み
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
で
空
所
補
充
問
題
に
取
り

組
み
、時
代
の
流
れ
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
た
。
そ
の
際
、

鎌
倉
時
代
の
将
軍
や
執
権
の
地
位
な
ど
、
問
い
へ
の
解

答
に
必
要
な
情
報
を
簡
潔
に
、
難
し
い
言
葉
を
知
ら
な

＊　ジグソーパズルを解くように、協力して全体像を浮かび上がらせる協調学習法の１つ。ある課題について、複数の視点で書かれた資料を読む「エキスパート活動」、そこで得た知
識を交換し、考えを深めていく「ジグソー活動」、全体でグループの意見を交換する「クロストーク活動」の３つの活動から成る。

14:02 13:55グループワーク（前半） 資料の確認と個人ワーク

各自が立てた仮説を基に、「子どもを将軍にして、その陰で自
分が政治を操ろうとしたのではないか」「将軍にならなかった
のではなく、なれなかったのではないか」など、グループで
意見を出し合った。その途中、「執権と将軍はどちらが偉いの
か」などと、歴史用語の意味を調べ直しながら、生徒同士で
議論を深めていった。

グループワークの課題は、①鎌倉幕府の中で、将軍はどのよ
うな存在だったのか、②北条氏は、なぜ将軍にならなかった
のか、という2つの問いについて、前時の学習内容と、中世
社会の身分秩序や将軍と御家人の関係に関する資料を基に考
えること。まず、グループの中の1人が資料を音読し、個人
で①②それぞれについて仮説を立てた。

習
得
と
活
用
の
「
２
タ
ー
ム
授
業
」
で

先
人
の
哲
学
に
触
れ
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮

 December  201927

0-01-J-21521-000 2019 年度VIEW21高校版 12月号 26頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
11/25
山本憲

念
校
12/04
南部 − −/−

− − −/−
− − −/−

−0-01-J-21521-000 2019 年度VIEW21高校版 12月号 27頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校
11/25
山本憲

念
校
12/04
南部 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P26-29_view21koukou-12g.indd   27 2019/12/04   13:55



い
中
学
生
で
も
理
解
で
き
る
文
章
に
ま
と
め
る
よ
う
指

示
し
た
。必
要
な
情
報
は
何
か
を
精
選
さ
せ
る
こ
と
は
、

本
質
を
見
抜
く
目
を
養
う
た
め
の
工
夫
だ
。
そ
し
て
、

野
澤
先
生
が
15
～
20
分
間
、
講
義
を
行
い
、
最
後
に
復

習
プ
リ
ン
ト
に
取
り
組
ま
せ
た
。

　

Ｂ
タ
ー
ム
で
あ
る
本
時
で
は
、前
時
で
の
学
び
を
踏

ま
え
、野
澤
先
生
が
難
関
大
学
の
入
試
問
題
を
ア
レ
ン

ジ
し
た
問
い
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
議
論
し
、解
答
を

作
成
。最
後
に
、野
澤
先
生
が
先
人
の
教
え
を
伝
え
た
。

　
「
壁
に
ぶ
ち
当
た
っ
た
時
、
北
条
氏
の
し
た
た
か
さ

を
思
い
出
し
、
逆
境
を
乗
り
越
え
る
ア
イ
デ
ア
と
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
ー
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

振
り
返
り
で
は
、主
体
性
や
協
働
性
、思
考
力
に
つ

い
て
５
段
階
で
自
己
評
価
し
、
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
、

そ
れ
を
人
生
に
ど
う
生
か
し
て
い
き
た
い
の
か
を
書
か

せ
る
。
学
習
内
容
を
整
理
し
、自
分
と
の
か
か
わ
り
を

考
え
さ
せ
る
こ
と
で
、学
習
内
容
を
定
着
さ
せ
る
。

　

野
澤
先
生
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
３
人
が
適
切
だ

と
考
え
て
い
る
。
４
人
で
は
ず
っ
と
発
言
し
な
い
生
徒

が
出
る
場
合
が
あ
り
、
２
人
で
は
議
論
が
行
き
詰
ま
る

こ
と
も
多
い
が
、
経
験
上
、
生
徒
同
士
の
や
り
取
り
は
、

３
人
が
活
発
だ
と
い
う
。な
お
、グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー

は
１
年
間
固
定
と
し
て
い
る
。

　
「
人
間
関
係
づ
く
り
が
目
的
で
は
な
い
の
で
、
問
い

に
つ
い
て
じ
っ
く
り
話
し
合
う
た
め
に
は
、
メ
ン
バ
ー

を
固
定
し
た
方
が
よ
い
と
考
え
ま
し
た
」

　

Ｂ
タ
ー
ム
で
出
し
た
問
い
は
、
定
期
考
査
で
も
出
題

す
る
。
生
徒
は
、
授
業
の
終
わ
り
に
共
有
さ
れ
た
他
グ

ル
ー
プ
の
解
答
や
野
澤
先
生
の
解
説
を
参
考
に
し
、
ベ

ス
ト
と
思
わ
れ
る
解
答
を
作
り
、
試
験
に
臨
む
。

　
「
授
業
で
は
、
必
要
な
語
句
や
概
念
が
抜
け
落
ち
て

い
た
り
、
文
章
に
整
合
性
が
な
か
っ
た
り
す
る
解
答
も

あ
り
ま
す
が
、
定
期
考
査
で
は
多
く
の
生
徒
が
練
り
上

げ
ら
れ
た
解
答
を
書
き
ま
す
。
難
易
度
が
高
い
論
述
問

題
に
対
応
で
き
る
ま
で
、生
徒
は
授
業
後
も
深
く
考
え
、

学
ん
で
い
る
の
だ
と
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
」

　

生
徒
の
日
本
史
へ
の
学
習
意
欲
も
高
ま
っ
て
い
る
。

昨
年
度
末
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
日
本
史
が
4

月
と
比
較
し
て
「
好
き
に
な
っ
た
」「
得
意
に
な
っ
た
」

「
も
っ
と
学
び
た
い
」
と
回
答
し
た
生
徒
は
８
割
以
上

だ
っ
た
。
模
擬
試
験
の
結
果
も
、
２
年
生
11
月
か
ら
１

月
に
か
け
て
上
昇
し
た
。

　
「
当
面
の
目
標
は
、
現
在
の
授
業
ス
タ
イ
ル
で
、
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
が
よ
り
問
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
大
学
入
試
に
お
い
て
結
果
を
出
せ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
す
が
、
い
ず
れ
は
、
生
徒
自
身
が
問
い
を
考
え
、

必
要
な
基
礎
知
識
を
主
体
的
に
身
に
つ
け
て
い
け
る
授

業
に
進
化
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

14:35

野澤先生が問いについて解説した。ポイントを説明した上で、
「北条氏は、血統的に摂政・関白や将軍になれない」「将軍は
権力を握るための道具だった」など、最低限理解すべき事柄
を端的に伝えた。問いの模範解答は渡さず、定期考査までに
各自で考えることとしている。最後に、振り返りシートに自
己評価と授業で感じたことを記入して提出した。

14:25

制限時間内に結論を出せないグループが多かったため、野澤
先生は活動を10分間延長した。「問いは『なぜ将軍にならな
かったのか』だから、北条氏が摂家将軍を京都に追放したこ
とまで書く必要はないと思う」など、何が問われているのか
を確認しながら、解答を推敲した。まとめ終えたグループか
ら、Ａ３判の用紙に解答を記入し、黒板に掲示した。

解説、振り返り グループワーク（後半）

授
業
後
も
学
び
続
け
、

定
期
考
査
に
向
け
て
解
答
を
練
り
上
げ
る

成
果
と
課
題

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
３
人
と
し
、

メ
ン
バ
ー
は
１
年
間
固
定

場
づ
く
り
へ
の
配
慮
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水
野
瑠る

華か

さ
ん
　
私
は
、
小
学
生
の
頃

か
ら
歴
史
が
好
き
で
し
た
。
た
だ
、
中

学
校
時
代
は
、
日
本
史
は
暗
記
科
目
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
野
澤
先
生
が
授
業
で

出
さ
れ
る
問
い
に
は
、
中
学
校
の
時
の
勉
強
の
仕
方
で

は
答
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
知
識
を
覚
え
る

だ
け
で
は
、
歴
史
を
本
当
に
理
解
し
た
こ
と
に
は
な
ら

な
い
の
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　
野
澤
先
生
の
授
業
の
魅
力
は
、
自
分
の
考
え
を
み
ん

な
に
伝
え
、
他
者
の
考
え
を
吸
収
で
き
る
こ
と
で
す
。

私
は
日
本
史
が
得
意
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
は
説
明
す
る
側
に
よ
く
な
り
ま
す
が
、
メ
ン
バ
ー

の
考
え
を
聞
く
と
「
そ
う
い
う
視
点
も
あ
る
の
か
」
と
、

自
分
が
あ
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
に
改
め
て
疑

問
を
持
ち
、
新
鮮
な
気
持
ち
で
歴
史
を
見
つ
め
直
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

菅す
が

俣ま
た

琴こ
と

美み

さ
ん
　
以
前
は
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
に
抵
抗
感
が
あ
り
ま
し
た
が
、

最
初
の
授
業
で
行
わ
れ
た
、
自
己
紹
介

な
ど
を
す
る
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
ク
で
メ
ン
バ
ー
と
話
し
や

す
い
関
係
が
で
き
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
話

が
脱
線
す
る
時
も
あ
り
ま
す
が
、
授
業
を
重
ね
る
中
で

本
題
に
戻
す
コ
ツ
も
つ
か
め
て
き
ま
し
た
。

　
野
澤
先
生
の
授
業
に
は
、
ど
の
時
代
で
も
面
白
い
と

思
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
資
料
を
読
み
取
り
な
が
ら

自
分
な
り
に
考
え
る
こ
と
で
、
深
い
理
解
や
新
た
な
発

見
が
得
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
、
多
様
な
視
点
が

得
ら
れ
る
の
も
、
授
業
の
醍
醐
味
で
す
。
今
回
の
授
業

で
言
え
ば
、
北
条
氏
の
権
力
の
獲
得
手
法
は
他
の
歴
史

上
の
人
物
と
は
異
な
り
ま
す
が
、
役
職
に
こ
だ
わ
ら
な

い
生
き
方
も
あ
る
の
だ
と
理
解
で
き
ま
し
た
。
そ
う
し

て
視
点
が
増
え
る
こ
と
で
、
私
自
身
の
も
の
の
見
方
が

厚
み
を
増
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

【教科・科目】地理歴史・日本史 B　【分野・単元】中世社会の成立・武士の社会　【テーマ・作品】武士社会の形成　【設定時数】全４時間の中
の 2 時間目　【単元目標】 知識を活用しながら対話的・協働的に歴史の本質を考えることを通して、「武士の社会」について構造的に理解する。
歴史から先人の教えを学び取り、自己と結びつけることで、歴史への興味・関心を高める。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１
武士の社会①

「北条氏の台頭」
「承久の乱」「執
権政治」

テーマ「もし皆
さ ん の 生 き る
社会が、生き方
の選べない社会
だったとしたら」
問い「鎌倉幕府
の中で、将軍は
どのような存在
だったのか」「北
条氏は、なぜ将
軍にならなかっ
たのか」

Ａ
タ
ー
ム

• 学び方を身につけ、活動
に前向きに取り組む。

• 基礎的・基本的な知識の
定着。

【知識、技能、主体性】

①導入／テーマと問いの確認。
②概観／グループ内でじゃんけんを
し、負けた人から順番に、副読本の本
時の範囲を音読。
③情報整理／グループで「整理ノート」
と「A タームまとめプリント」に取り
組む。本時の内容について、小テーマ
ごとに「中学生が分かるように」「情
報を精選して」まとめる。
④解答・解説／講義形式で解答と解説。
⑤振り返り／一問一答形式の復習プリ
ントと振り返りシートに、個人で取り
組む。

【主体的な学び】授業で「学びの流
れ（概観→整理［精選］→補足・確認）」
を繰り返すことで、学び方を学び、
自身で学びのサイクルを回してい
けるようになる。（通年の目標）

【対話的な学び】グループで協力して
活動できるか。足りない部分（学びに
向かう姿勢、基礎的・基本的な知識
など）をお互いに補い合えているか。

【深い学び】教科の内容を手段や視
点を変えて何度も繰り返し、自身
でアウトプットしながら精選して
まとめる中で知識を構造化させる。

• Ａタームまとめ
プリント
• 振り返りシート

2
Ｂ
タ
ー
ム

• グループで協力しながら、
難しい問いに粘り強く前
向きに取り組む姿勢。

• Ａタームで整理した知識
を活用する過程で、知識
を構造化できる。

• 学習内容を概念化し、先
人の教えを自分の生き方
やキャリアにどう生かせ
るかを考え、歴史と自己
を結びつける。

【思考力、判断力、表現力、
多様性、協働性】

①導入／テーマと問いの確認。
②確認／グループ内でじゃんけんを
し、負けた人から順番に、教科書の本
時の範囲を音読。
③深める／「資料プリント」に取り組
み、問いへの解答をグループごとに作
成。解答は A3 判の用紙に記入して黒
板に掲示。
④共有／各グループの解答を共有し、
必須の要素や解答の流れを確認。
⑤振り返り／本時の学習内容について
自分とのかかわりを考え、振り返り
シートに記入。 

【主体的な学び】「テーマ」や「問い」
を通して、歴史の本質から「先人
の教え」を学び取り、教科と自身
を結びつけることで、学びへの意
欲や教科への興味・関心を高める。

【対話的な学び】グループとしての
意識を高める。多少の脱線は許容
し、一人ひとりが発言できること
を目指す。

【深い学び】知識を活用して、「問い」
から歴史の本質を考えることを通
して、知識を構造化・概念化して
いく。

• 振り返りシート
• 定期考査での解
答（B タームの問
いを定期考査で出
題。他グループの
解答や教師の解説
を基に、解答を練
り上げて試験に臨
む。その過程を生
徒の解答から評価）
• 生徒の取り組み
の様子

4

武士の社会②
「武士の生活」「武
士の土地支配」

テーマ「もめ事
が起きた時、ど
う解決したらい
いか」
問い「鎌倉時代
の武士 ( 地頭 ) と
荘園領主はどん
な関係だったか」

Ｂ
タ
ー
ム

• グループで協力しながら、
難しい問いに粘り強く前
向きに取り組む姿勢。

• Ａタームで整理した知識
を活用する過程で、知識
を構造化できる。

• 学習内容を概念化し、先
人の教えを自分の生き方
やキャリアにどう生かせ
るかを考え、歴史と自己
を結びつける。

【思考力、判断力、表現力、
多様性、協働性】

①導入／テーマと問いの確認。
②確認／グループ内でじゃんけんを
し、負けた人から順番に、教科書の本
時の範囲を音読。
③深める／「資料プリント」に取り組
み、問いへの解答をグループごとに作
成。解答は A3 判の用紙に記入して黒
板に掲示。
④共有／各グループの解答を共有し、
必須の要素や解答の流れを確認。
⑤振り返り／本時の学習内容について
自分とのかかわりを考え、振り返り
シートに記入。 

【主体的な学び】「テーマ」や「問い」
を通して、歴史の本質から「先人
の教え」を学び取り、教科と自身
を結びつけることで、学びへの意
欲や教科への興味・関心を高める。

【対話的な学び】グループとしての
意識を高める。多少の脱線は許容
し、一人ひとりが発言できること
を目指す。

【深い学び】知識を活用して、「問い」
から歴史の本質を考えることを通
して、知識を構造化・概念化して
いく。

• 振り返りシート
• 定期考査での解
答（B タームの問
いを定期考査で出
題。他グループの
解答や教師の解説
を基に、解答を練
り上げて試験に臨
む。その過程を生
徒の解答から評価）
• 生徒の取り組み
の様子

＊野澤先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の全４時間分は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp/）からダウン
ロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。

単元の指導計画

生
徒
の
声
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射い

て手
基も

と
き

先
生
は
、
教
職
に
就
い
た
ば
か
り
の
頃
、
大

学
入
試
対
策
を
重
視
し
、
講
義
主
体
の
授
業
を
行
っ
て

い
た
。
当
時
か
ら
一
定
の
実
績
を
出
し
て
い
た
が
、
一

生
懸
命
指
導
し
て
も
空
回
り
し
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と

が
あ
っ
た
と
い
う
。

　「
私
の
指
導
後
の
充
実
感
と
、
生
徒
の
意
欲
や
学
力

東京都・私立高輪中学高校
◎京都西本願寺によって創立された「普通教
校」が前身。1947（昭和 22）年に現校名に
改称。2014 年度、高校からの入学者の募集
を停止して完全中高一貫校となった。校訓に
「自主堅正」を掲げ、中高一貫教育を通じて「豊
かな学力と自主精神」の育成を目指す。
◎設立　1885（明治18）年
◎形態　全日制／普通科／男子校
◎生徒数　１学年約 200人
◎２０１９年度入試合格実績（現役のみ）
国公立大は、筑波大、千葉大、電気通信大、
東京外国語大、東京工業大、一橋大、横浜国
立大、京都大などに27人が合格。私立大は、
慶應義塾大、上智大、東京理科大、早稲田大
などに延べ 426人が合格。
◎URL　https://www.takanawa.ed.jp/

東京都・私立高輪中学高校
射手 基　いて・もとき　

教職歴１７年。同校に赴任して 18 年目。
進路指導部。数学科主任。
２０１０年頃から、ICTを活用した
アクティブ・ラーニングの授業を実践している。

11:45 前時の復習テスト 授業
ハイライト

生
徒
主
体
の
問
題
解
決
を
通
し
て

数
学
の
面
白
さ
に
気
づ
か
せ
、

確
か
な
学
力
と
主
体
性
を
養
う

冒頭の15分間で、前時の学習内容の復習テストを実施。
射
い て

手先生は、机間巡視をして生徒の理解度を確認し、「先
を急ぎたいのは分かりますが、増減表は丁寧に書きましょ
う」などと助言した。テスト開始から10分後、生徒の様
子を見て、つまずいた場合のヒントを、パソコンの解説用
モニターに映し出した。

●
２
年
生
「
数
学
Ⅲ
」
の
「
微
分
法
の
応
用
」
で
、
全
19

時
間
の
う
ち
の
15
時
間
目
。
関
数
グ
ラ
フ
作
成
の
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
を
用
い
て
、「
陽
関
数
」「
陰
関
数
」「
媒
介
変
数
表

示
で
表
さ
れ
た
関
数
」
の
グ
ラ
フ
を
作
成
し
、
関
数
の
理

解
と
考
察
を
深
め
た
。（
Ｐ
．33
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

数学

実践

教
師
が
教
え
込
む
授
業
か
ら

生
徒
の
主
体
性
を
生
か
す
授
業
に

射
手
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

主体的・対話的で
深い学びへ
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は
、
必
ず
し
も
比
例
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
が
一

方
的
に
生
徒
に
教
え
て
ば
か
り
で
、
生
徒
が
問
題
を
解

決
す
る
楽
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
指
導
に
な
っ
て
い
な
い

こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
」

　

そ
う
し
た
問
題
意
識
の
下
、
９
年
程
前
か
ら
授
業
改

善
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
重
視
し
た
の
は
、
生
徒
の
主

体
性
を
生
か
す
こ
と
だ
。
教
師
に
よ
る
解
説
は
、
重
要

事
項
に
絞
る
こ
と
で
15
分
程
度
に
と
ど
め
、
授
業
の
大

半
を
、
生
徒
が
自
ら
考
え
た
り
、
周
囲
の
生
徒
と
相
談

し
た
り
し
て
、
演
習
プ
リ
ン
ト
に
取
り
組
む
活
動
に
充

て
た
。

　
「
私
が
引
っ
張
っ
て
、
生
徒
を
正
解
に
導
く
の
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
も
生
徒
が
自
分
で
問
題
を
解
決
す
る

経
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
数
学
を
学
ぶ
楽
し
さ
に

気
づ
き
、
自
信
を
持
た
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

そ
の
た
め
、
自
分
で
問
題
を
解
く
上
で
必
要
と
な
る

基
礎
・
基
本
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。

　
「『
自
分
の
力
で
解
け
た
』
と
い
っ
た
達
成
感
が
な
い

と
、
問
題
を
解
く
楽
し
さ
を
感
じ
ら
れ
ず
、『
も
っ
と

や
り
た
い
』と
い
う
意
欲
に
つ
な
が
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、『
自
分
の
力
で
解
く
』
た
め
に
は
、
基
礎
・

基
本
が
重
要
で
す
」

　

毎
回
、
授
業
冒
頭
の
10
～
15
分
間
で
、
前
時
の
学
習

内
容
の
復
習
テ
ス
ト
を
実
施
。
解
答
の
制
限
時
間
を
過

ぎ
る
と
模
範
解
答
を
配
布
し
、
解
け
な
か
っ
た
問
題
は

模
範
解
答
を
読
ん
だ
り
、
周
り
に
質
問
し
た
り
し
て
、

疑
問
点
を
解
消
す
る
よ
う
促
す
。

　

理
系
ク
ラ
ス
で
は
、
週
２
回
、
朝
学
習
で
小
テ
ス
ト

を
行
う
。
事
前
に
出
題
内
容
を
伝
え
、「
準
備
を
す
れ

ば
解
け
る
」
と
自
信
を
持
た
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

生
徒
が
演
習
プ
リ
ン
ト
に
取
り
組
む
間
、
射
手
先
生

は
教
室
を
回
り
、生
徒
の
理
解
度
や
進
度
を
確
認
す
る
。

生
徒
か
ら
質
問
を
受
け
る
と
、
あ
え
て
教
室
全
体
に
聞

こ
え
る
よ
う
に
大
き
な
声
で
、
着
目
し
て
ほ
し
い
ポ
イ

ン
ト
な
ど
を
伝
え
る
。

　
「
生
徒
が
つ
ま
ず
く
と
こ
ろ
は
大
体
共
通
し
て
い
る

の
で
、
そ
の
つ
ま
ず
き
の
解
消
に
参
考
と
な
る
情
報
を

提
示
し
ま
す
。
私
が
最
初
に
解
説
す
る
内
容
を
絞
っ
て

い
る
分
、
演
習
時
に
細
か
な
点
を
補
足
し
て
い
ま
す
」

　

さ
ら
に
、「
間
違
え
て
も
よ
い
か
ら
結
論
を
出
そ
う
」

と
何
度
も
言
い
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
を
促
し
て
い
る
。

　
「
理
解
で
き
な
い
こ
と
に
直
面
す
る
と
、
途
端
に
思

考
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
生
徒
が
い
ま
す
。
そ
う
し
た
分

か
ら
な
い
時
こ
そ
、
粘
り
強
く
考
え
続
け
る
こ
と
が
大

事
で
す
か
ら
、
授
業
で
は
、
諦
め
ず
に
取
り
組
も
う
と

繰
り
返
し
伝
え
て
い
ま
す
」

　

そ
う
し
た
指
導
に
よ
っ
て
確
か
な
学
力
を
養
い
な
が

ら
、
学
期
に
数
回
、
発
展
的
な
学
び
を
通
じ
て
数
学
へ

の
関
心
を
一
層
喚
起
し
、
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む

態
度
の
醸
成
を
図
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
「
微
分
法
の
応
用
」
の
単
元
で
は
、
関
数
の

12:05 12:00陽関数のグラフ作成 模範解答の配布と自己採点

本時のテーマに移った。演習プリントに沿って、各自、パソ
コンの関数グラフ作成ソフトGRAPES（＊）を使い、２次～
４次関数のグラフを作成。続いて、未習の５次関数のグラフ
の概形や特徴をグループで予想した。射手先生は、「間違えて
もよいから、グループで考えをまとめて」と意見交換を促した。
その後、グループごとにグラフを作成して予想を検証した。

解答用紙を回収した後、模範解答を配布。生徒は自分の解答
を思い出しながら、模範解答を読み、理解できなかった点を
隣の席の生徒に質問するなどして、疑問点を解消した。射手
先生は、多くの生徒が苦戦していたポイントを、モニターを
使って解説しながら、「各自、できなかったところはしっかり
復習して、理解を確かなものにしておきましょう」と助言した。

発
展
的
な
学
び
を
通
じ
て
、

一
層
の
関
心
と
主
体
性
を
引
き
出
す

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮

＊　元大阪教育大学附属高校池田校舎教諭の友田勝久先生が開発した関数図形描画のできるフリーソフト。
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グ
ラ
フ
に
つ
い
て
学
び
終
え
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
関
数
グ
ラ
フ
作
成
ソ
フ
トGRA

PES

（
Ｐ
．31
＊
）を
使
い
、そ
れ
ま
で
に
学
習
し
た「
陽
関
数
」

「
陰
関
数
」「
媒
介
変
数
表
示
で
表
さ
れ
た
関
数
」
の
グ

ラ
フ
を
作
成
し
、
理
解
と
考
察
を
深
め
さ
せ
た
。

　
「
そ
れ
ま
で
の
授
業
で
、
生
徒
は
３
種
類
の
関
数
の

基
礎
を
理
解
し
て
い
ま
す
。
数
式
を
入
力
す
る
と
グ
ラ

フ
が
表
示
さ
れ
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
使
え
ば
、
そ
れ
ま

で
の
授
業
で
は
扱
わ
な
か
っ
た
様
々
な
関
数
の
グ
ラ
フ

を
作
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
関
数
へ
の
理
解
を
一
層

深
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
n
次
関
数
の
n
が
増
え
る
場

合
な
ど
、
既
習
の
知
識
が
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
く

の
か
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　

射
手
先
生
が
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
た
当
初

は
、
話
し
合
い
が
な
か
な
か
活
性
化
せ
ず
、
生
徒
間
で

沈
黙
が
続
く
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
「
学
力
の
高
い
生
徒
ほ
ど
活
発
に
意
見
を
出
す
だ
ろ

う
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、実
際
に
は
全
く
逆
で
し
た
。

『
自
分
の
力
で
解
き
た
い
』『
ほ
か
の
生
徒
に
負
け
た
く

な
い
』
と
い
っ
た
意
識
の
生
徒
が
多
く
、
１
人
で
問
題

に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
」

　

そ
れ
で
も
射
手
先
生
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
時
間

を
確
保
し
続
け
た
。
一
方
で
、
生
徒
の
思
い
を
尊
重

し
、「
ど
う
し
て
も
分
か
ら
な
い
時
に
相
談
す
れ
ば
よ

い
」
と
、
無
理
に
話
し
合
い
を
促
す
こ
と
は
し
な
か
っ

た
。
す
る
と
、
難
易
度
が
高
い
問
題
の
時
に
生
徒
同
士

が
話
し
合
う
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
標
準
的
な
問
題
の

時
も
、
分
か
ら
な
い
こ
と
を
質
問
し
合
う
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。
本
時
で
も
、
比
較
的
難
し
か
っ
た
「
媒
介

変
数
表
示
で
表
さ
れ
た
関
数
」
の
グ
ラ
フ
作
成
で
、
生

徒
は
活
発
に
話
し
合
っ
て
い
た
。

　

改
善
が
進
む
に
つ
れ
、
以
前
に
も
増
し
て
生
徒
が
真

剣
に
授
業
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、「
数
学
の
問
題
を

解
く
楽
し
さ
が
分
か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
多
く
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
生
徒
が
授
業
開
始
５
分
前
に
は

準
備
を
整
え
て
着
席
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
も
、

学
習
へ
の
前
向
き
な
姿
勢
が
表
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た

変
化
に
伴
い
、学
力
も
着
実
に
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
休
み
時
間
や
放
課
後
に
、
生
徒
同
士
で
数
学

に
つ
い
て
議
論
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
も
大
き
な
成
果
だ
と
、
射
手
先
生
は
捉
え
て
い
る
。

　
「
以
前
は
、
数
学
は
１
人
で
問
題
を
解
く
教
科
だ
と

考
え
て
い
る
生
徒
が
大
半
で
し
た
。
そ
う
し
た
側
面
も

あ
り
ま
す
が
、他
者
と
議
論
し
て
考
え
を
広
げ
て
こ
そ
、

学
び
は
深
ま
り
ま
す
。
社
会
に
出
れ
ば
、
１
人
で
解
決

で
き
な
い
問
題
ば
か
り
で
す
。
今
後
も
、
数
学
の
授
業

を
通
し
て
、
協
働
し
て
学
び
、
問
題
を
解
決
す
る
大
切

さ
や
喜
び
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

12:25

サイクロイド曲線やカージオイド曲線のグラフを作成し、グ
ループごとにアステロイド曲線の概形・特徴を予測。難易度
が高い課題に対して、活発に意見を交わしていた。射手先生
が「今、作成したグラフはどこかで見なかった？」と問うと、
表示方法は異なるが、陰関数で作成した例題のグラフと形が
同じだと生徒たちは気づき、教室中から驚きの声が上がった。

12:15

陰関数のx
n+y

n=1のn=1,2,3 の場合のグラフを作成後、n=6
や n=  2 

3とした場合の陰関数の概形や特徴についてグループで
予想し合った。射手先生は、「n=1,2,3 の３つのグラフをよく
見ると、規則性が見えてこないかな？」などとアドバイス。
グラフ作成後は、「グラフの凸性はどうなっている？」と、検
証結果の考察において必要な観点を示した。

媒介変数表示で表された関数のグラフ作成 陰関数のグラフ作成

授
業
に
一
層
真
剣
に
取
り
組
み
、

自
主
的
に
数
学
の
議
論
を
す
る
よ
う
に

成
果
と
課
題

学
び
合
い
を
大
切
に
す
る
一
方
で
、

１
人
で
解
き
た
い
と
い
う
思
い
も
尊
重

場
づ
く
り
へ
の
配
慮
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石い
し

井い 

誠ま
こ
と

さ
ん　

射
手
先
生
の
授
業
を

通
し
て
、
粘
り
強
く
考
え
て
答
え
を
導

き
出
す
数
学
の
面
白
さ
を
知
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
答
え
に
迫
る
方
法
の
１
つ
と
し
て
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
が
有
効
で
あ
る
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。
ま
ず

は
自
分
で
問
題
に
取
り
組
ん
だ
上
で
、
グ
ル
ー
プ
内
で

解
答
を
突
き
合
わ
せ
、
ほ
か
に
解
法
が
な
い
か
を
確
か

め
る
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、
考
え
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

分
か
ら
な
い
問
題
は
、
謙
虚
な
気
持
ち
で
質
問
す
る

こ
と
も
大
事
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
日
の

授
業
で
も
、
媒
介
変
数
表
示
で
表
さ
れ
た
関
数
の
グ
ラ

フ
の
概
形
が
分
か
ら
ず
、「
み
ん
な
は
ど
う
？
」
と
質
問

し
、
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
の
考
え
を
聞
い
た
こ
と
で

概
形
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
で
は
、

数
学
以
外
の
教
科
・
科
目
に
つ
い
て
も
、
休
み
時
間
や

放
課
後
に
友
人
と
教
え
合
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

幸こ
う

田た

大だ
い

翔と

さ
ん　

射
手
先
生
の
授
業
で

は
、
先
生
の
解
説
を
聞
い
た
後
、
自
分

で
じ
っ
く
り
考
え
た
り
、「
こ
う
い
う
ア

プ
ロ
ー
チ
も
あ
る
よ
」
と
い
っ
た
友
人
の
助
言
を
参
考

に
し
た
り
と
、
頭
を
働
か
せ
る
場
面
が
多
く
、
理
解
が

深
ま
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
授
業
進
度
が
速
く
て
気

は
抜
け
ま
せ
ん
が
、
50
分
間
み
っ
ち
り
と
学
び
、
新
し

い
知
識
を
得
た
り
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
り
す
る
充
実
感
が
あ
り
ま
す
。

　

今
日
の
授
業
で
は
、「
５
次
関
数
の
極
値
は
最
大
で
４
つ

だ
と
思
う
」
と
い
う
私
の
意
見
に
対
し
て
、
グ
ル
ー
プ

の
メ
ン
バ
ー
が
「
n
次
関
数
の
極
値
は
、
最
大
で
（n

−1

）

個
だ
よ
ね
」
と
発
言
し
、「
そ
う
一
般
化
で
き
る
の
か
」

と
感
心
し
ま
し
た
。
そ
う
し
て
理
解
し
た
こ
と
は
ず
っ

と
忘
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
考
え
を
伝
え
合
う
学
習
を

繰
り
返
す
中
で
、
抽
象
的
な
内
容
を
他
者
に
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
力
が
つ
い
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

【教科・科目】数学・数学Ⅲ　【分野・単元】微分法の応用　【テーマ・作品】関数のグラフ　【設定時数】全 19 時間の中の 15 時間目　【単元目
標】 微分法を用いて関数の増減やグラフの凹凸などを考察し、微分法の有用性を認識して、具体的な事象の考察に活用できるようにする。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１ 接線①
接線と法線

接線の方程式と法線の方程
式を理解し、陽関数・陰関
数・媒介変数表示で表され
た関数それぞれの曲線に対
して、接線の方程式と法線
の方程式を求めることがで
きる。

【知識、技能、思考力、判
断力、表現力、主体性、多
様性】

①接線の方程式（公式）と法線の
方程式（公式）について説明。
②例題解説を通じて、陽関数・陰
関数・媒介変数表示で表された関
数それぞれの曲線に対して、接線の
方程式と法線の方程式の求め方を
説明する。
③演習プリントで生徒に実際に問
題演習させ、自分で解けるようにさ
せる。
④時間が余った生徒には、完成ノー
トに取り組ませる。

【主体的な学び】説明・例題解説は、分かりやすさ（特に
媒介変数表示で表された関数）と効率を重視して進める。
問題演習の時間を十分に確保し、授業時間内での理解・
基礎学力の定着を図る。　【対話的な学び】机間指導では、
生徒の手が止まっているタイミングで、有効なアドバイス
をする。適宜、生徒個別に対応する。　【深い学び】余力
のある生徒には、陽関数・陰関数・媒介変数表示で表さ
れた関数それぞれの曲線と接線・法線のグラフを描かせ、
その位置関係を視覚的に捉えさせる。

• 授 業内の主体
的な取り組み。
• 完 成 ノートの
進捗状況。

14

関数のグラフ
⑥
関数のグラフ
のまとめ

導関数と第２次導関数を利
用して、定義域・対称性・
増減・極値・凹凸・変曲点・
漸近線などを調べ、陽関数・
陰関数・媒介変数表示で表
された関数それぞれのグラ
フの概形を描くことができ
る。

【知識、技能、思考力、判
断力、表現力、主体性、協
働性】

①前時の内容（媒介変数表示で表
された関数のグラフの概形の描き
方）の定着度を確認するため、最
初に復習テストを行う。
②演習プリントで生徒に実際に問題
演習させ、陽関数・陰関数・媒介変
数表示で表された関数のグラフの
概形の描き方を復習させる。
③時間が余った生徒には、完成ノー
トに取り組ませる。

【主体的な学び】復習テストで前時の学習内容の定着度を
確認する。演習プリントを通じて、前時までの学習内容を
総復習させる。特に重要な分数関数のグラフは、概形の
描き方に関して改めて指導する。　【対話的な学び】復習
テスト終了後、４人１グループで演習プリントの問題演習
に取り組ませる。解答の制限時間が来たら、演習をいっ
たん止めて、互いの解答を見ながら疑問点とそれに対す
る意見を出し合い、理解を深めさせる。必要に応じて、教
師がヒントを出す。　【深い学び】分数関数をベースとして、
グラフの描き方とその工夫について、改めて理解させ、グ
ラフを描けるようにする（グラフの概形のイメージを膨らま
せる）。

• 復 習 テストに
よる基 礎学力の
定着度の確認。
• 授 業内の主体
的な取り組み。
• 協働的な学び
に対する姿勢。
• 完 成 ノートの
進捗状況。

15

関数のグラフ
⑦
コンピュータ
といろいろな
曲線

関数グラフ作成ソフトを利
用して、前時までに学習し
た陽関数・陰関数・媒介変
数表示で表された関数それ
ぞれのグラフの概形をパソ
コンの画面上に描き、グラ
フについての理解および考
察をさらに深める。

【知識、技能、思考力、判
断力、表現力、主体性、多
様性、協働性】

①特に重要な内容（分数関数のグ
ラフの概形の描き方）の定着度を
再確認するため、最初に復習テスト
を行う。
②関数グラフ作成ソフトを利用し、
演習プリントに掲載されている、前
時までに学習した陽関数・陰関数・
媒介変数表示で表された関数のグラ
フをパソコンの画面上に描き、グラ
フについての理解および考察を深め
る。

【主体的な学び】復習テストで前時の学習内容の定着度を
確認する。関数グラフ作成ソフトを使い、前時までに学習
した関数のグラフをパソコンの画面上で描く実体験を通し
て、グラフについての理解を深めさせる。　【対話的な学
び】復習テスト終了後、４人１グループで関数グラフ作成
ソフトを使い、前時までに学んできたグラフを描かせる。
できないことや分からない点は、グループのメンバーに教
えてもらいながら、主体的に取り組ませる。必要に応じて、
教師がヒントを出す。　【深い学び】関数グラフ作成ソフト
でグラフを描く前に、どのような概形になるかをイメージ
させる。実際のグラフと比較し、気づいたことを授業プリ
ントに記入させる。また、授業プリントにある考察問題に
ついても、グループごとに考えをまとめさせる。

• 復 習 テストに
よる基 礎学力の
定着度の確認。
• 授 業内の主体
的な取り組み。
• 協働的な学び
に対する姿勢。
• 完 成 ノートの
進捗状況。

16
方程式・不等
式への応用①
不等式の証明

関数のグラフを利用して、
不等式を証明することがで
きる。

【知識、技能、思考力、判
断力、表現力、主体性】

①例題解説を通じて、関数のグラフ
を利用した不等式の証明を理解さ
せる。
②演習プリントで生徒に実際に問題
演習させ、自分で解けるようにさせ
る。
③時間が余った生徒には、完成ノー
トに取り組ませる。

【主体的な学び】例題解説は分かりやすさ（特に２種類の
証明方法）と効率を重視して進める。問題演習の時間を
十分に確保し、授業時間内での理解・基礎学力の定着を
図る。　【対話的な学び】机間指導では、生徒の手が止
まっているタイミングで、有効なアドバイスをする。適宜、
生徒個別に対応する。　【深い学び】大学入試を見据えて、
しっかりした証明を書けるよう、生徒の様子を見ながら、
きめ細かく指導する。

• 授 業内の主体
的な取り組み。
• 完 成 ノートの
進捗状況。

＊射手先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の全 19 時間分は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp/）からダウ
ンロードできます。「HOME →教育情報→高校向け」でご覧ください。

単元の指導計画

生
徒
の
声
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千
葉
県
立
浦
安
高
校
は
、
４
年
制
大
学
や
短
期
大
学
、

専
門
学
校
な
ど
へ
の
進
学
か
ら
就
職
ま
で
、
生
徒
の
希

望
進
路
が
多
様
な
学
校
だ
。
以
前
は
生
徒
の
生
活
態
度

に
課
題
が
見
ら
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
２
０
０
４
年

度
か
ら
千
葉
県
教
育
委
員
会
の
「
自
己
啓
発
指
導
重
点

校
」
に
指
定
さ
れ
、
現
在
で
は
生
徒
指
導
上
、
模
範
的

な
学
校
と
し
て
地
域
に
も
認
知
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

15
年
度
に
は
、
同
県
教
育
委
員
会
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
指
定
を
受
け
、
地
域
の
教
育
力
を
生
か
し

た
教
育
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。

　

17
年
度
に
着
任
し
た
若わ

か

菜な

秀
彦
校
長
は
、「
真
面
目

で
素
直
な
生
徒
が
多
い
が
、
自
信
の
な
さ
か
ら
か
、
や

校訓に「明朗・友愛・努力」を掲
げる。生徒の基礎学力の向上に力
を入れ、習熟度別授業や少人数制
授業、放課後に予備校から講師を
招いて英語の学び直しを行う授業
など、様々な取り組みを推進して
いる。

設立	 １９７３（昭和４８）年

形態	 全日制／普通科／共学

生徒数	 １学年約２４０人

２０１９年度進路実績（現役のみ）　私立大は、亜細亜大、国士舘大、
駒澤大、東洋大、二松学舎大、日本大などに延べ５０人が合格。短大、
専門学校進学１１５人。就職３３人。

住所	 〒２７９ー０００３　千葉県浦安市海楽２ー３６ー２

電話	 ０４７ー３５１ー２１３５

Web site		  https://cms1.chiba-c.ed.jp/urayasu-h/

No.262

P R O F I L E

生
徒
が
自
信
を
持
て
る
よ
う
、多
様
な

成
功
体
験
の
積
み
上
げ
を
目
指
す

学
校
と
地
域・大
学
・
企
業
が

連
携
し
た
活
動
で
、生
徒
の

学
び
に
向
か
う
意
欲
を
醸
成

千
葉
県
立
浦
安
高
校

社
会
と
連
携
し
た
学
校
改
革

変革のステップ

•自信のなさからか、やりたいことがあっても、「自分
には無理だろう」と尻込みをする生徒が多かった

•学年によって学習指導や進路指導の方針・取り組
みが異なり、指導の統一ができていなかった

背景と課題

実践内容

• 自分の特性を理解し、意欲的に学習する生徒が見ら
れるようになった

•授業改善を志向する教師が多く見られるようになった

成果と展望

•地域と連携した学校体制　外部とともに教育活動
を充実させるべく、コミュニティ・スクール（＊１）
に設置された「学校運営協議会」の仕組みを変え、
学校支援センター「浦

うら

高
こう

プライド」（＊２）を新設

•教師間の目線合わせを強化　外部のアセスメント
や学校評価アンケートの結果などを管理職が分析
し、改善点を示すなど、教師間の目線合わせを強化

•「探究ゼミ」の実施　自分で考え、答えを出す経験
を通して達成感を味わえるよう、生徒に答えが１つ
ではない問いに向き合わせる「探究ゼミ」を実施

＊１　学校運営に地域の声を生かし、地域と一体となって特色ある学校づくりを進めていくための学校運営協議会制度を導入した学校のこと。
＊２　コミュニティ・スクールの「学校運営協議会」の承認を得て設置された外部組織。地域住民らで構成され、学習支援や環境支援、部活動安全支援、地域活動支援な
どを行う。

34 December  2019
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り
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、『
自
分
に
は
無
理
だ
ろ
う
』

と
尻
込
み
を
し
、
諦
め
て
し
ま
う
生
徒
も
少
な
く
な
い
」

と
感
じ
、
生
徒
が
積
極
的
に
自
己
実
現
を
図
れ
る
よ
う
、

全
校
体
制
で
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
に
し
た
。

　「
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
自
分
の
強
み
を
認
識
さ
せ
、

自
信
を
つ
け
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
う
す
れ

ば
、
や
り
た
い
こ
と
に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が

醸
成
さ
れ
、
目
標
の
達
成
に
向
け
て
粘
り
強
く
取
り

組
む
姿
勢
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」（
若
菜
校
長
）

　

教
師
の
負
担
を
減
ら
し
な
が
ら
、
よ
り
機
動
力
を
高

め
る
た
め
、
18
年
度
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
学
校
運
営
協
議
会
」
の
仕
組

み
を
変
え
、
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー
「
浦う

ら

高こ
う

プ
ラ
イ
ド
」

を
新
設
し
た
。
外
部
と
の
協
働
体
制
を
整
備
し
、
地
域

や
大
学
、
企
業
な
ど
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
を
重
視
し
た
と
、
若
菜
校
長
は
語
る
。

　「
生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
た
め
に
は
、
多

様
な
成
功
体
験
が
必
要
で
す
が
、
学
校
だ
け
で
で
き

る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
学
校
外

の
様
々
な
組
織
や
機
関
な
ど
と
力
を
合
わ
せ
、
教
育

活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　

若
菜
校
長
着
任
当
時
の
同
校
で
は
、
各
学
年
で
学
習

指
導
や
進
路
指
導
の
方
針
・
取
り
組
み
が
異
な
っ
て
い

た
た
め
、
ま
ず
現
状
を
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
若
菜
校
長
自
身
が
実
態
を
知
り
た
い
と
い

う
思
い
も
あ
り
、
管
理
職
が
定
期
的
に
学
校
の
課
題
を

整
理
し
、
教
師
に
示
す
こ
と
に
し
た
。
例
え
ば
、
同
校

で
は
、
生
徒
の
学
力
を
客
観
的
な
指
標
で
測
る
た
め
、

１
・
２
年
次
に
は
３
回
ず
つ
、
３
年
次
に
は
２
回
、
外

部
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
の
結
果

は
学
年
間
で
は
共
有
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

若
菜
校
長
は
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
学
校
評
価
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
な
ど
か
ら
、
学
年
ご
と
の
課
題
や
全
学
年
に

共
通
し
て
求
め
ら
れ
る
改
善
点
な
ど
を
分
析
し
、
職
員

会
議
で
伝
え
て
い
る
。

　「
学
校
が
一
丸
と
な
る
た
め
に
は
、
各
教
師
が
自

分
の
学
年
だ
け
で
は
な
く
、
他
学
年
に
も
目
を
向
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
全
学
年
の
実
態
を
示
し
、
共

通
認
識
を
図
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
」（
若
菜
校
長
）

　

次
に
、
学
年
主
任
と
分
掌
長
に
よ
る
「
連
絡
調
整
会

議
」
の
役
割
を
拡
充
し
、
管
理
職
が
行
っ
て
い
た
学
校

の
重
点
目
標
の
策
定
を
、
同
会
議
が
担
う
こ
と
に
し
た
。

　「
各
学
年
団
・
各
分
掌
で
、
学
校
の
課
題
や
そ
の

対
応
策
な
ど
に
つ
い
て
の
議
論
を
活
性
化
さ
せ
、
教

師
一
人
ひ
と
り
の
学
校
経
営
へ
の
参
画
意
識
を
高
め

よ
う
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
り
ま
し
た
。そ
う
す
れ
ば
、

各
教
師
が
学
校
全
体
の
視
点
を
持
つ
よ
う
に
な
る
で

し
ょ
う
。
教
師
間
の
連
絡
・
調
整
に
と
ど
ま
ら
ず
、

学
校
経
営
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
場
と
し
て
位
置
づ

け
た
い
と
、
18
年
度
に
は
、
同
会
議
の
名
称
を
『
学

校
経
営
会
議
』
と
改
め
ま
し
た
」（
若
菜
校
長
）

　

具
体
的
な
指
導
改
善
に
向
け
て
も
動
き
出
し
、
校
務

分
掌
と
は
別
に
、
若
手
教
師
や
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー
を
中

心
と
す
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
発
足
さ
せ
た
。

　「
全
教
師
が
課
題
意
識
を
共
有
す
る
に
は
、
校
務

分
掌
の
改
編
な
ど
も
必
要
な
の
で
、
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
そ
の
間
に
も
取
り
組
み
を
前
進
さ
せ
ら
れ
る

よ
う
、
指
導
改
善
に
意
欲
的
な
教
師
が
集
ま
っ
て
新

た
な
ア
イ
デ
ア
を
語
り
合
い
、
形
に
し
て
い
く
チ
ー

ム
を
編
成
し
ま
し
た
」（
若
菜
校
長
）

　

同
チ
ー
ム
が
検
討
し
、
18
年
度
に
始
め
た
取
り
組
み

が
、
１
年
次
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
実
施
す

る
「
探
究
ゼ
ミ
」
だ
。
千
葉
県
内
を
中
心
に
、
10
個
の

大
学
や
団
体
と
連
携
し
、
ま
ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と
す

る
「
観
光
学
」
や
、
ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
テ
ー
マ
と

す
る
「
日
本
文
化
」
な
ど
、
各
大
学
や
団
体
に
１
つ
ず

つ
、
計
10
分
野
の
ゼ
ミ
を
開
設
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

各
ゼ
ミ
の
指
導
者
と
し
て
、
教
員
や
専
門
家
を
派
遣
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
「
学

校
運
営
協
議
会
」
の
委
員
が
協
力
を
要
請
し
て
く
れ
た

大
学
や
団
体
も
あ
り
、
順
調
に
環
境
整
備
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
。
生
徒
は
関
心
が
あ
る
ゼ
ミ
に
所

属
し
、
数
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
後
、
自
分

生
徒
が
自
分
な
り
の
答
え
を
見
つ
け
、

達
成
感
を
得
る
「
探
究
ゼ
ミ
」

全
教
師
の
学
校
経
営
へ
の
参
画
意
識
を

高
め
、教
師
間
の
連
携
強
化
を
図
る

総
務
部
長

久
保
善
啓
　
く
ぼ
・
よ
し
ひ
ろ

教
職
歴
８
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
国
語
科
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
に
考
え
、
ロ
ー
カ
ル
に
根
差
し
た
行

動
を
通
し
て
、
よ
い
社
会
を
継
承
し
て
い
き
た
い
」

校
長若

菜
秀
彦
　
わ
か
な
・
ひ
で
ひ
こ

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。「
教
師

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
専
門
職
。『
開
く
・
構
え
・

徹
底
』
を
意
識
し
、生
徒
と
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
」
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た
ち
で
問
い
を
設
定
し
、
そ
の
答
え
を
見
つ
け
ら
れ
る

よ
う
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。
そ

し
て
、
３
学
期
に
は
、
各
ゼ
ミ
内
で
探
究
の
結
果
を
発

表
し
、
優
秀
グ
ル
ー
プ
を
選
抜
。
優
秀
グ
ル
ー
プ
は
、

学
年
大
会
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
若
菜

校
長
は
、「
探
究
ゼ
ミ
」
の
ね
ら
い
を
こ
う
語
る
。

　「
関
心
が
あ
る
分
野
に
つ
い
て
自
分
な
り
の
解
を

得
る
こ
と
で
、
生
徒
は
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
で
し

ょ
う
。
そ
う
し
た
体
験
を
積
ま
せ
、
学
ぶ
意
欲
や
進

路
意
識
な
ど
に
つ
な
げ
よ
う
と
考
え
ま
し
た
（
図
）。

ま
た
、
探
究
す
る
中
で
は
、
調
査
で
得
ら
れ
た
デ
ー

タ
の
集
計
に
数
学
が
必
要
に
な
る
な
ど
、
教
科
の
学

習
内
容
を
活
用
す
る
場
面
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

教
科
学
習
の
役
立
ち
を
実
感
さ
せ
、
教
科
へ
の
関
心

も
高
め
た
い
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
り
ま
し
た
」

　

18
年
度
１
学
年
団
の
教
師
は
、
各
ゼ
ミ
に
１
人
ず
つ

入
り
、
出
欠
の
確
認
や
引
率
な
ど
の
ゼ
ミ
運
営
管
理
を

行
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
担
当
の
教
科
・
科
目
の
授
業

に
「
探
究
ゼ
ミ
」
に
つ
な
が
る
教
育
活
動
を
導
入
す
る

教
師
が
徐
々
に
増
え
て
き
た
。
例
え
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
の
１
人
で
、
国
語
科
の
久
保
善よ

し

啓ひ
ろ

先
生
は
、
授
業
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
練
習
を

さ
せ
た
り
、
新
聞
記
者
ら
を
招
き
、
事
実
確
認
の
重
要

性
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
て
も
ら
っ
た
り
し
た
。

　「『
探
究
ゼ
ミ
』
で
は
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
協
働
し

な
が
ら
、
生
き
生
き
と
取
り
組
む
生
徒
が
目
立
ち
、

学
び
の
面
白
さ
を
実
感
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
生
徒
を
支
援
し
た
い
と
、

指
導
を
工
夫
し
ま
し
た
」（
久
保
先
生
）

　

18
年
度
の
「
探
究
ゼ
ミ
」
で
は
、
探
究
の
水
準
に
課

題
が
あ
り
、
テ
ー
マ
に
対
す
る
問
題
提
起
や
解
決
策
の

提
案
な
ど
に
は
至
ら
ず
、
調
べ
学
習
に
と
ど
ま
る
グ

ル
ー
プ
も
目
立
っ
た
と
い
う
。
そ
の
要
因
は
、
２
つ
考

え
ら
れ
た
。

　

１
つ
め
は
、
ツ
ー
ル
と
い
う
ハ
ー
ド
面
の
問
題
だ
。

同
校
に
は
生
徒
用
の
パ
ソ
コ
ン
が
少
な
く
、
生
徒
が
思

う
よ
う
に
情
報
収
集
が
で
き
ず
、
テ
ー
マ
か
ら
問
い
に

ま
で
進
化
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
を
充
実
さ
せ
る
べ
く
、
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー
「
浦
高

プ
ラ
イ
ド
」
の
協
力
の
も
と
、
１
０
０
万
円
を
目
標
に

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
挑
戦
。
40
の
個
人
や
企

業
の
支
援
に
よ
り
１
２
３
万
円
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で

き
、
情
報
収
集
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
34
台
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
購
入
し
た
。

　

２
つ
め
の
要
因
は
、
問
い
づ
く
り
へ
の
生
徒
の
習
熟

度
が
低
か
っ
た
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
、
19
年
度
１
学

年
の
地
理
歴
史
・
公
民
科
の
授
業
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
活
用
し
、
校
外
学
習
を
題
材
に
し
た
問
い
づ
く
り
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
探
究
ゼ
ミ
」
の
指
導
者
に
は
、

参
考
資
料
と
し
て
問
い
づ
く
り
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
を
配
布
し
、
テ
ー
マ
か
ら
問
い
へ
の
進
化
を
図
っ
た
。

　「
調
べ
学
習
か
ら
探
究
学
習
へ
発
展
さ
せ
る
鍵
は
、

『
な
ぜ
？
』
と
い
う
疑
問
に
基
づ
い
た
問
い
の
設
定

に
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
疑
問
は
、
多
く
の
情
報
に

触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
気

に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
生
徒
が
す
ぐ
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
検
索
で
き
る
よ
う
、
各
グ
ル
ー
プ
に
１
台

ず
つ
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
支
給
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

（
若
菜
校
長
）

　

学
校
行
事
も
「
生
徒
に
多
様
な
体
験
を
さ
せ
る
」
と

い
う
観
点
か
ら
見
直
し
、
18
年
度
に
は
企
業
と
連
携
し

た
取
り
組
み
を
模
索
。
19
年
度
１
学
年
か
ら
は
、
１
年

次
の
校
外
学
習
と
２
年
次
の
校
外
学
習
、
沖
縄
県
へ
の

指
導
改
善
に
求
め
ら
れ
る
、教
師
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割

「探究ゼミ」のねらいの概念図図

生
徒
に
探
究
を
深
め
さ
せ
た
い
と
、

寄
付
金
を
募
っ
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
購
入

＊学校資料を基に編集部で作成。

興
味
・
関
心

問
い

調
査

検
証

納
得
解

•学ぶ意欲
•自己理解
•自己肯定感
•進路意識
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修
学
旅
行
を
別
々
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
学
校
と
し

て
の
ね
ら
い
の
も
と
に
関
連
づ
け
て
設
計
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
１
年
次
の
校
外
学
習
で
は
、
民
家
体

験
を
行
い
、
２
年
次
の
修
学
旅
行
で
の
民
泊
に
つ
な
げ

て
い
る
。
ま
た
、
２
年
次
の
校
外
学
習
で
は
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
東
京
都
の
魅
力
を
伝
え
る
映

像
を
撮
影
し
、
民
間
業
者
に
30
秒
間
の
動
画
に
編
集
し

て
も
ら
う
。
そ
し
て
、
そ
の
動
画
は
、
修
学
旅
行
で
の

民
泊
先
の
方
々
と
の
交
流
に
生
か
す
。
さ
ら
に
、
修
学

旅
行
先
で
は
、
沖
縄
県
の
魅
力
を
伝
え
る
映
像
を
撮
影
。

そ
れ
を
民
間
業
者
に
30
秒
間
の
動
画
に
編
集
し
て
も

ら
っ
た
後
、
事
後
学
習
に
用
い
る
。

　

２
年
次
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
将
来
の
進
路
決
定

に
向
け
た
重
要
な
機
会
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
19

年
度
か
ら
は
、
学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
生
徒

に
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
生
徒
の
希

望
に
基
づ
い
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
を
決
め
る
こ
と

に
し
た
。
20
年
度
か
ら
は
、
そ
う
し
た
支
援
を
さ
ら
に

拡
大
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

　「
修
学
旅
行
は
、
生
徒
が
他
地
域
の
文
化
に
触
れ

る
よ
い
機
会
で
す
。
そ
の
地
域
の
人
た
ち
と
じ
っ
く

り
語
り
合
い
、
多
様
な
考
え
方
や
価
値
観
が
あ
る
こ

と
を
意
識
で
き
る
行
事
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

学
校
だ
け
で
は
難
し
く
て
も
、
企
業
や
外
部
人
材
と

力
を
合
わ
せ
れ
ば
実
現
で
き
る
取
り
組
み
も
あ
り
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
そ
の
１
つ
で
す
。
そ
の

た
め
、
教
師
に
は
、
学
校
外
に
目
を
向
け
、
目
的
に

応
じ
て
協
働
す
る
相
手
を
選
ぶ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
と
し
て
の
役
割
も
求
め
て
い
ま
す
」（
若
菜
校
長
）

て
「
社
会
貢
献
委
員
会
」
を
設
置
。
地
域
な
ど
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
要
請
を
同
委
員
会
が

集
約
し
、
校
内
で
参
加
者
を
募
集
す
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
結
果
、
18
年
に
は
約
５
０
０
人
だ
っ
た
参
加
者
数

は
、19
年
に
は
６
０
０
人（
10
月
現
在
）を
超
え
て
い
る
。

　

学
習
意
欲
も
高
ま
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
19
年

度
２
学
年
の
国
語
の
授
業
で
は
学
び
合
い
を
行
っ
て
い

る
が
、「
探
究
ゼ
ミ
」
の
グ
ル
ー
プ
で
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ

た
生
徒
が
核
と
な
り
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
か
ら
の
質
問
に

積
極
的
に
答
え
て
い
る
と
い
う
。

　「
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
生
徒
も
、
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
や
教
師
に
、
自
分
が
ど
こ
に
疑
問
を
感
じ
て

い
る
の
か
を
整
理
し
て
説
明
し
、
納
得
が
い
く
ま
で

質
問
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
学
習
意
欲
だ
け

で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
向
上
し

て
い
る
と
感
じ
ま
す
」（
久
保
先
生
）

　

学
年
の
枠
を
超
え
た
教
師
間
の
連
携
も
強
化
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、「
学
力
向
上
推
進
委
員
会
」
を
発
足

さ
せ
、
教
科
や
各
分
掌
を
中
心
に
学
力
向
上
対
策
の
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
え
る
環
境
を
整
え
た
。
ま
た
、
学
校

評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
を
部
長
会
議
で
行
っ
た
り
、

毎
週
コ
マ
の
中
で
学
年
主
任
会
を
設
定
し
、
養
護
教
諭

も
参
加
し
て
生
徒
の
状
況
を
共
有
し
た
り
す
る
な
ど
、

ハ
ー
ド
面
で
の
改
善
は
徐
々
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。

　「
全
校
体
制
で
指
導
改
善
を
図
る
と
い
う
文
化
を

根
づ
か
せ
た
い
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

生
徒
の
課
題
に
応
じ
て
、
様
々
な
取
り
組
み
を
外
部

の
教
育
力
を
取
り
入
れ
な
が
ら
発
展
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
若
菜
校
長
）

　

生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
た
め
に
は
、「
内
発
的

動
機
づ
け
」
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
学

び
直
し
の
取
り
組
み
も
、
生
徒
が
主
体
性
を
発
揮
し
や

す
く
な
る
よ
う
に
改
め
た
。
例
え
ば
、同
校
で
は
、毎
朝
、

全
学
年
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
前
の
10
分
間
を
学
校
設
定
科

目
「
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
」
と
し
、
問
題
演
習
を
行
っ

て
い
る
。
以
前
は
、
学
年
ご
と
に
教
師
が
進
度
を
決
め

て
い
た
が
、
19
年
度
か
ら
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自

分
の
ペ
ー
ス
で
取
り
組
み
、
進
捗
に
課
題
が
あ
る
生
徒

に
は
、
担
任
が
個
別
に
声
を
か
け
る
こ
と
に
し
た
。

　

教
科
指
導
の
改
善
に
も
着
目
し
、
教
師
が
自
分
の
指

導
の
強
み
や
課
題
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

生
徒
に
回
答
し
て
も
ら
う
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
を
導

入
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の「
学
校
運
営
協
議
会
」で
、教
科
指
導
の
改
善
に
向
け
、

客
観
的
な
評
価
の
必
要
性
が
語
り
合
わ
れ
た
こ
と
だ
。

　「
同
協
議
会
で
は
、
本
校
の
課
題
が
具
体
的
に
示

さ
れ
ま
す
。
そ
う
し
て
、
地
域
か
ら
の
期
待
や
要
望

を
把
握
で
き
る
こ
と
は
、
教
師
の
意
識
を
変
え
て
い

く
原
動
力
と
な
り
ま
す
」（
若
菜
校
長
）

　

同
校
の
指
導
改
善
の
成
果
は
、
や
り
た
い
こ
と
を
主

体
的
に
捉
え
、
行
動
す
る
生
徒
の
姿
に
表
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
18
年
度
に
は
、
全
生
徒
か
ら
希
望
者
を
募
っ

千葉県立浦安高校

生
徒
の
課
題
に
応
じ
た
指
導
改
善
を

全
校
体
制
で
推
進
し
て
い
き
た
い

生
徒
に
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
び
直
し
を

さ
せ
、学
習
意
欲
を
さ
ら
に
醸
成
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岡
山
県
立
笠
岡
高
校
で
は
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
、

高
い
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
達
成
を
目
指
す
意
欲
的
な

生
徒
を
育
成
す
べ
く
、
指
導
改
善
を
推
進
し
て
い
る
。

　

同
校
が
そ
う
し
た
方
針
を
打
ち
出
し
た
背
景
に
は
、

生
徒
の
気
質
の
変
化
が
あ
る
。
少
子
化
な
ど
の
影
響
に

よ
り
、
同
校
へ
の
入
学
志
望
者
が
減
少
傾
向
と
な
り
、

高
校
入
試
の
易
化
が
不
可
避
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
中

学
校
時
代
に
一
生
懸
命
勉
強
し
て
同
校
の
合
格
を
手
に

し
た
と
い
っ
た
よ
う
な
生
徒
は
以
前
に
比
べ
る
と
少
な

く
な
っ
て
お
り
、
学
習
態
度
が
受
け
身
が
ち
な
生
徒
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
、
同

校
は
17
年
度
入
試
で
、
９
年
ぶ
り
に
東
京
大
学
の
合
格

旧制・笠岡町立笠岡女学校として
創立。校訓に「自律・創造・友愛」
を掲げる。創立当時、同校の近く
にあった笠岡湾で千鳥の飛ぶ姿が見
られたことから、「千鳥」が同校の
愛称となった。また、部活動が盛ん
で、加入率は約９割に及ぶ。

設立	 １９０２（明治３５）年

形態	 全日制／普通科／共学

生徒数	 １学年約２００人

２０１９年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、東京工業大、東
京大、名古屋大、京都大、大阪大、岡山大、香川大、九州大、岡山
県立大などに１０６人が合格。私立大は、早稲田大、同志社大、立
命館大、関西学院大などに延べ２８７人が合格。

住所	 〒714ー００８1　岡山県笠岡市笠岡３０７３ー２

電話	 0865ー62ー5128

Web site	 http://www.kasaoka.okayama-c.ed.jp
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P R O F I L E

生
徒
の
気
質
の
変
化
に
対
応
し
、

「
志
」
を
育
む
指
導
改
善
に
着
手

全
校
体
制
で
資
質・
能
力
ベ
ー
ス
の

指
導
改
善
を
推
進
し
、

自
己
実
現
へ
の「
志
」を
育
む

岡
山
県
立
笠
岡
高
校

探
究
学
習
を
軸
に
し
た
学
校
改
革

変革のステップ

• 学習態度が受け身がちな生徒が増えていた

背景と課題

実践内容

• 学習意欲が高く、明確な希望進路を持つ生徒が増加

•地域から「生徒の全人的な力を伸ばそうとしている学
校」と評価されるようになった

成果と展望

•「課題探究」の導入　試行錯誤しながら課題を乗り
越える経験を積ませるため、１・２年次に「課題探究」
を導入。１年次は、笠岡市教育委員会との連携の下、
地域課題への対応を通して社会への視野を広げさ
せ、２年次は、社会とのかかわりを考えながら自分
の関心を深めさせることにした

•カリキュラム・マネジメントの推進　自己実現に向
けた生徒の「志」を全校体制で育めるよう、新た
な学校教育目標と「育てたい資質・能力」を策定。
教師間の目線合わせを強化し、カリキュラム・マネ
ジメントを推進する体制を整備した

•ルーブリックによる評価の導入　「育てたい資質・
能力」の育成状況を測るために作成したルーブリッ
クを用いて、生徒にも自己評価をさせている
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者
を
出
し
た
。
そ
の
生
徒
は
、
も
と
も
と
は
別
の
大
学

を
志
望
し
て
い
た
が
、
２
年
次
に
東
京
大
学
が
実
施
し

た
研
究
室
ツ
ア
ー
に
参
加
し
、
関
心
が
あ
っ
た
農
学
部

の
研
究
室
の
模
擬
講
義
を
受
講
し
て
大
学
の
学
び
の
楽

し
さ
を
知
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
同
大
学
へ

の
挑
戦
を
決
意
し
た
と
い
う
。
成
績
が
伸
び
悩
む
時
期

も
あ
っ
た
が
、
粘
り
強
く
学
習
し
、
合
格
を
勝
ち
取
っ

た
と
、
進
路
課
長
の
澤
顕あ

き

義よ
し

先
生
は
語
る
。

　
「
そ
の
生
徒
の
姿
か
ら
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
『
志
』
を
持
つ
こ
と
が
、
頑

張
り
続
け
る
力
に
つ
な
が
る
の
だ
と
、
改
め
て
実
感

し
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
の
急
速
な
変
化
に
対
応
し

て
い
く
た
め
に
は
、
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
、
問
題

解
決
を
図
っ
て
い
け
る
、
そ
う
し
た
資
質
・
能
力
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
の
育
成
に
向
け
た
指

導
改
善
に
着
手
し
ま
し
た
」

　

同
校
が
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
、
１
・
２
年
次
の
「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
キ
ャ
リ

ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ａ
Ｃ
Ｔ
（
＊
１
）」
の
見
直
し

だ
。
以
前
は
、
大
学
の
学
部
・
学
科
調
べ
や
進
路
講
演

会
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
進
路
学
習
に
重
点
を
置
い
て
い

た
が
、
17
年
度
１
学
年
か
ら
は
、
進
路
学
習
に
加
え
て
、

生
徒
が
社
会
的
な
課
題
と
向
き
合
う
「
課
題
探
究
」
を

実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
「
教
師
か
ら
指
示
さ
れ
た
学
習
に
は
し
っ
か
り
取

り
組
め
ま
す
が
、
指
示
が
な
い
と
動
け
な
い
生
徒
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
答
え
が
１

つ
で
は
な
い
問
い
に
向
き
合
う
経
験
を
通
し
て
、
自

分
で
判
断
し
、
行
動
す
る
こ
と
の
面
白
さ
を
伝
え
た

い
と
考
え
ま
し
た
。
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
多
い

と
思
い
ま
し
た
が
、
試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら
課
題
を

乗
り
越
え
て
い
く
経
験
は
、
生
徒
に
『
や
れ
ば
で
き

る
』
と
い
う
自
信
を
与
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た

成
功
体
験
が
、
困
難
な
状
況
に
お
い
て
も
自
己
実
現

を
目
指
す
『
志
』
の
醸
成
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
期
待
を
持
っ
て
い
ま
し
た
」（
澤
先
生
）

　

１
年
次
の
「
課
題
探
究
」
で
は
、
生
徒
が
５
人
１
組

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
地
域
課
題
へ
の
対
応
を
図
る

「
地
域
学
」
に
取
り
組
む
。
地
域
の
実
態
に
即
し
た
取

り
組
み
に
な
る
よ
う
、
笠
岡
市
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、

「
遠
隔
地
の
救
急
医
療
体
制
の
確
立
」「
笠
岡
駅
前
の
活

性
化
」
な
ど
、市
が
重
要
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
る
テ
ー

マ
を
毎
年
複
数
提
示
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
各
グ

ル
ー
プ
は
、
そ
の
中
か
ら
関
心
の
あ
る
も
の
を
選
び
、

テ
ー
マ
ご
と
に
市
の
職
員
の
講
演
を
聞
い
た
り
、
職
員

と
と
も
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
り
し
な
が

ら
、
課
題
へ
の
対
応
策
を
考
え
て
い
く
。
ま
た
、
文
献

の
調
べ
方
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
方
法
な
ど
、
探
究
学

習
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
学
べ
る
、
大
学
教
員
に
よ
る
研

修
会
も
実
施
。
そ
し
て
、探
究
学
習
の
結
果
を
ポ
ス
タ
ー

と
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
、
３
月
の
発
表
会
（
＊
２
）
で
、

市
の
職
員
や
保
護
者
ら
に
発
表
す
る
。
17
年
度
１
学
年

を
担
当
し
た
中な

か

桐ぎ
り

裕ゆ
う

先
生
は
、
地
域
課
題
に
取
り
組
ま

せ
る
ね
ら
い
を
こ
う
話
す
。

　
「
本
校
の
卒
業
生
の
多
く
は
、
大
学
進
学
や
就
職

で
地
元
を
離
れ
ま
す
。
他
地
域
か
ら
故
郷
の
こ
と
を

考
え
る
人
材
も
必
要
で
す
し
、地
元
で
働
き
な
が
ら
、

地
域
の
た
め
に
頑
張
る
人
材
の
育
成
も
大
切
で
す
。

生
徒
に
は
、『
地
域
学
』
に
取
り
組
ん
で
地
域
貢
献

へ
の
意
識
を
高
め
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

２
年
次
の
「
課
題
探
究
」
は
、「
テ
ー
マ
探
究
」
と

市
と
連
携
し
た
探
究
学
習
で
、

地
域
貢
献
へ
の
意
欲
を
醸
成

進
路
課
１
学
年
責
任
者

植
月
典
久
　
う
え
つ
き
・
の
り
ひ
さ

教
職
歴
７
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。「
生
徒

一
人
ひ
と
り
と
真
剣
に
向
き
合
い
、
そ
の
可
能
性
を

最
大
限
に
引
き
出
し
た
い
」

進
路
課
３
学
年
責
任
者

中
桐
　

裕
　
な
か
ぎ
り
・
ゆ
う

教
職
歴
７
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。「
授
業

を
通
し
て
考
え
る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
と
と
も

に
、
考
え
る
楽
し
さ
を
伝
え
た
い
」

１
学
年
主
任

森
腰
　

巧
　
も
り
こ
し
・
た
く
み

教
職
歴
９
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。「
教
師
が

教
え
る
の
で
は
な
く
、
生
徒
が
何
を
で
き
る
よ
う
に

な
る
か
を
考
え
た
指
導
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」

進
路
課
長
補
佐

定
藤
芳
樹
　
さ
だ
と
う
・
よ
し
き

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。「
生
徒

と
と
も
に
学
び
、
と
も
に
成
長
し
て
い
け
る
教
師
で

あ
り
た
い
」

進
路
課
長

澤
　

顕
義
　
さ
わ
・
あ
き
よ
し

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
13
年
目
。「
生
徒

に
様
々
な
活
動
の
機
会
を
提
供
し
、
生
徒
が
成
長
を

実
感
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
」

２
学
年
主
任

山
本
　

晃
　
や
ま
も
と
・
あ
き
ら

教
職
歴
18
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。「
生
徒

よ
り
も
努
力
し
、
生
徒
と
と
も
に
成
長
で
き
る
教
師

で
あ
り
た
い
」

＊１　自ら行動し、自ら考え、自分の力で創造する生徒を育てたいという思いを込め、「Active」「Creative」「Thinking」の頭文字を取って命名。
＊２　現在は、１年次の１２月に発表会を実施している。
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題
さ
れ
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
由
に
設
定
し
た
テ
ー

マ
の
探
究
に
取
り
組
む
。「
地
域
学
」
で
習
得
し
た
探

究
学
習
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
活
用
し
て
デ
ー
タ
を
収
集

し
た
り
、
似
た
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と

議
論
を
し
た
り
し
な
が
ら
探
究
し
、
論
文
を
作
成
す
る
。

　「『
地
域
学
』
を
通
し
て
、
生
徒
は
社
会
へ
の
視
野

を
広
げ
ま
す
。
そ
こ
で
、『
テ
ー
マ
探
究
』
に
お
い

て
は
、
社
会
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
な
が
ら
自
分
の

関
心
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、

福
祉
関
係
の
職
業
に
就
き
た
い
と
考
え
て
い
る
生
徒

が
、
日
本
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
福
祉
制
度
を
比
較
す

る
な
ど
、
希
望
進
路
と
関
連
さ
せ
た
テ
ー
マ
を
設
定

す
る
生
徒
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
」（
澤
先
生
）

　
「
地
域
学
」
は
同
校
で
初
め
て
の
探
究
学
習
だ
っ
た

た
め
、
取
り
組
み
を
始
め
た
当
初
は
、
生
徒
に
求
め
る

発
表
の
水
準
な
ど
が
分
か
ら
ず
、
教
師
も
戸
惑
う
こ
と

が
多
か
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
も
、
生
徒
の
成
長
に
寄

与
し
て
い
る
実
感
が
あ
っ
た
か
ら
、
取
り
組
み
を
継
続

で
き
た
と
、
２
学
年
主
任
の
山
本
晃あ

き
ら

先
生
は
話
す
。

　「
地
域
課
題
と
向
き
合
う
中
、
最
初
は
控
え
め
だ

っ
た
生
徒
が
積
極
的
に
ア
イ
デ
ア
を
出
す
な
ど
、
少

し
ず
つ
主
体
性
が
育
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
そ

れ
は
、『
自
分
に
で
き
る
地
域
貢
献
を
実
現
し
た
い
』

と
い
っ
た
思
い
が
強
く
な
っ
て
い
っ
た
か
ら
で
し
ょ

う
し
、
そ
う
し
た
『
志
』
を
抱
く
生
徒
の
姿
に
、
私

た
ち
も
励
ま
さ
れ
ま
し
た
」

　

17
年
度
の
「
地
域
学
」
で
は
、「
笠
岡
駅
前
の
活
性
化
」

の
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
だ
グ
ル
ー
プ
が
提
案
し
た
「
笠

岡
駅
前
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
」
と
い
う
ア
イ

デ
ア
が
市
に
採
用
さ
れ
る
な
ど
、
教
師
の
期
待
以
上
の

成
果
が
上
げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、「
地
域
学
」
が
終
わ
っ

た
後
に
は
、
ど
の
よ
う
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置

す
る
か
、
近
隣
の
他
校
の
生
徒
と
協
働
で
考
案
し
て
ほ

し
い
と
、
市
か
ら
追
加
の
協
力
要
請
を
受
け
た
。
す
る

と
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
生
徒
は
、『
ア
イ
デ
ア
を
出
し

た
自
分
た
ち
が
本
校
の
代
表
と
し
て
、
他
校
の
生
徒
と

と
も
に
取
り
組
み
た
い
』
と
名
乗
り
出
た
と
い
う
。

　「
生
徒
た
ち
の
表
情
か
ら
は
、『
自
分
た
ち
で
責
任

を
持
っ
て
や
り
遂
げ
た
い
』
と
い
う
意
欲
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
主
体
的
に
課
題
と
向
き
合
う
こ
と
の

や
り
が
い
や
面
白
さ
を
実
感
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま

す
」（
中
桐
先
生
）

　

学
校
が
一
丸
と
な
っ
て
生
徒
の
「
志
」
を
育
成
で
き

る
よ
う
、
指
導
体
制
の
整
備
に
も
力
を
入
れ
た
。
18
年

度
に
は
、「
志
高
く
自
ら
の
人
生
と
社
会
の
未
来
を
拓

く
人
を
育
て
る
」
と
い
う
新
た
な
学
校
教
育
目
標
を
打

ち
出
し
（
図
１
）、
そ
の
達
成
に
向
け
た
「
求
め
る
生

徒
像
」「
育
て
た
い
人
間
像
」「
育
て
た
い
資
質
・
能
力
」

を
策
定
し
た
。
進
路
課
長
補
佐
の
定さ

だ

藤と
う

芳
樹
先
生
は
、

策
定
ま
で
に
留
意
し
た
点
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
改
め
て
本
校
が
目
指
す
教
育
の
方
向
性
を
明
確

に
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
し

た
い
と
考
え
ま
し
た
。
し
っ
か
り
と
合
意
形
成
が
で

き
る
よ
う
、
教
師
間
で
協
議
を
重
ね
ま
し
た
」

　
「
育
て
た
い
資
質
・
能
力
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
の
は
、

若
手
教
師
を
中
心
に
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
だ
。

具
体
的
に
は
、「
省
察
力
」「
志し

力り
ょ
く

」
な
ど
の
６
つ
と
し
、

◎学校教育目標
志高く自らの人生と社会の未来を拓く人を育てる

◎求める生徒像
•夢の実現に向けて主体的に学ぶことのできる生徒
•広く社会に目を向け、さまざまなことに挑戦する意
欲を持った生徒

•生徒会活動、部活動、ボランティア活動等に積極
的に取り組み、リーダー性や協調性を発揮できる
生徒

◎育てたい人間像
•知・徳・体の調和のとれた人格を身につけた人
•新しい時代に必要な６つの力「未来開拓力」を身
につけた人

•生涯にわたって主体的に学び続け、地域社会やグ
ローバル社会に貢献できる人

◎育てたい資質・能力　未来開拓力
社会の中で役割を果たしながら自分らしい生き方
を実現し、新しい知や価値を創造していくために
必要な６つの資質・能力を「未来開拓力」と定義。
教養力…幅広い教養と課題発見・解決のための知

識・技能
思考力…論理的に考え、批判的に掘り下げ、創造

する力
表現力…思考・判断の結果や経過を分かりやすく

伝える力
協働力…多様な他者とコミュニケーションをとり、

協力する力
省察力…自らの行動を振り返り、改善し、前に踏

み出す力
志力……志高く挑戦し、主体的に人生や社会の未

来を拓く力

探
究
学
習
に
取
り
組
む
中
、「
志
」と

責
任
感
を
抱
い
て
い
く
生
徒
た
ち

笠岡高校の教育方針図１

＊学校資料を基に編集部で作成。

全
校
体
制
で
の
指
導
改
善
に
向
け
、

新
た
な
学
校
教
育
目
標
を
設
定
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そ
れ
ら
を
「
未
来
開
拓
力
」
と
総
称
し
て
い
る
と
、
グ

ル
ー
プ
の
一
員
で
あ
る
植う

え

月つ
き

典の
り

久ひ
さ

先
生
は
話
す
。

　「
生
徒
や
教
師
が
日
常
的
に
学
校
教
育
目
標
を
意

識
で
き
る
よ
う
、『
育
て
た
い
資
質
・
能
力
』
の
数

を
絞
る
こ
と
に
留
意
し
ま
し
た
。
大
切
に
し
て
い
る

こ
と
の
す
べ
て
を
『
○
○
力
』
と
列
挙
す
る
の
で
は

な
く
、
主
体
性
と
挑
戦
す
る
意
欲
な
ど
を
ま
と
め
て

『
志
力
』
と
す
る
な
ど
、
吟
味
を
重
ね
ま
し
た
」

　

22
年
度
か
ら
年
次
進
行
で
実
施
さ
れ
る
次
期
学
習
指

導
要
領
に
向
け
て
、
18
年
度
に
は
、
２
つ
の
学
校
設
定

教
科
・
科
目
を
新
設
し
た
。

　

１
つ
め
は
、
英
語
の
４
技
能
の
総
合
的
な
向
上
を
目

指
し
て
全
学
年
に
設
定
さ
れ
た
「Global English

」
だ
。

２
年
次
に
、
１
年
次
の
教
科
書
を
も
う
一
度
用
い
て
知

識
・
技
能
の
定
着
を
促
し
た
上
で
、
３
年
次
に
は
、
英

語
に
よ
る
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
伸
ば
す
た
め
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
練
習
を
主
軸
に
据
え
た
。

　

２
つ
め
は
、
１
・
２
年
次
の
探
究
学
習
に
続
き
、
既

習
の
知
識
・
技
能
を
活
用
し
、
考
察
で
き
る
資
質
・
能

力
の
さ
ら
な
る
育
成
を
図
る
「
探
究
」
だ
。
理
系
で
は
、

２
・３
年
次
に
設
置
し
た「
自
然
科
学
探
究
」に
お
い
て
、

理
科
や
数
学
、
情
報
の
学
習
内
容
を
組
み
合
わ
せ
た
課

題
な
ど
に
取
り
組
む
。
文
系
で
は
、
３
年
次
に
設
置
し

た
「
人
文
社
会
探
究
」
に
お
い
て
、
グ
ル
ー
プ
で
人
文

科
学
の
文
献
な
ど
を
講
読
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
議

論
を
し
た
後
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
文
献
の
テ
ー
マ
に

向
上
を
目
指
す
な
ど
、
目
標
を
持
っ
て
行
事
に
取
り

組
む
生
徒
が
増
え
ま
し
た
」

　

一
連
の
指
導
改
善
は
、
大
き
く
実
を
結
ん
で
い
る
。

例
え
ば
、「
課
題
探
究
」
に
取
り
組
む
中
で
、高
い
「
志
」

を
抱
く
生
徒
が
増
え
た
こ
と
は
、
前
述
し
た
通
り
だ
。

そ
う
し
た
意
欲
は
進
路
選
択
に
も
表
れ
、「
課
題
探
究
」

で
向
き
合
っ
た
テ
ー
マ
を
追
究
す
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
大
学
・
学
部
を
選
ぶ
生
徒
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、

教
科
学
習
に
お
い
て
も
、
自
分
で
課
題
を
見
つ
け
、
そ

れ
に
取
り
組
む
生
徒
が
増
え
、
旧
帝
大
な
ど
の
最
難
関

国
立
大
学
の
合
格
者
数
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

地
域
か
ら
の
同
校
へ
の
評
価
も
変
わ
っ
た
。
以
前

は
「
教
科
学
習
に
し
っ
か
り
取
り
組
ま
せ
る
学
校
」
と

い
っ
た
見
方
だ
っ
た
が
、
現
在
は
「
生
徒
の
全
人
的
な

力
を
伸
ば
そ
う
と
し
て
い
る
学
校
」
と
し
て
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。「
地
域
学
」
な
ど
を
通
し
て
、
資

質
・
能
力
ベ
ー
ス
に
よ
る
指
導
改
善
の
成
果
が
地
域
に

伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

澤
先
生
は
、
今
後
に
つ
い
て
こ
う
語
る
。

　「
20
年
度
か
ら
、
特
別
活
動
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア

教
育
な
ど
に
つ
い
て
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
『
キ
ャ
リ

ア
・
パ
ス
ポ
ー
ト
』
の
活
用
が
、
小
・
中
・
高
で
始

ま
り
ま
す
（
＊
３
）。
そ
れ
を
見
据
え
、
教
育
活
動

全
般
で
、
生
徒
の
『
未
来
開
拓
力
』
へ
の
意
識
を
さ

ら
に
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
指
導
改
善
を
続
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

対
す
る
自
分
の
考
え
を
文
章
に
ま
と
め
る
。

　

19
年
度
か
ら
は
、
生
徒
に
「
未
来
開
拓
力
」
を
自
己

評
価
さ
せ
る
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
（
図
２
）、
そ

れ
を
活
用
し
た
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
構
築
し
て
い

る
。
例
え
ば
、
体
育
祭
や
文
化
祭
と
い
っ
た
学
校
行
事

の
後
、
生
徒
が
自
己
評
価
を
入
力
し
蓄
積
し
て
い
く
。

ま
た
、
各
学
期
の
最
後
に
は
、
学
期
全
体
を
通
し
た
学

習
や
生
活
な
ど
に
つ
い
て
の
振
り
返
り
を
行
う
時
間
も

設
け
て
い
る
と
、１
学
年
主
任
の
森も

り

腰こ
し

巧た
く
み

先
生
は
話
す
。

　「
以
前
も
行
事
の
後
に
は
感
想
を
書
か
せ
て
い
ま

し
た
が
、生
徒
は
何
を
書
け
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
ず
、

漠
然
と
し
た
内
容
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ル

ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
振
り
返
り
の
視
点
が
明
確
に

な
っ
た
こ
と
で
、
生
徒
は
自
分
の
課
題
を
把
握
し
や

す
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。『
未
来
開
拓
力
』
の
中
か

ら
自
分
に
足
り
な
い
資
質
・
能
力
を
見
つ
け
、
そ
の

岡山県立笠岡高校

「
未
来
開
拓
力
」
を
教
育
活
動
の

柱
と
し
、「
志
」
を
さ
ら
に
伸
ば
す

「
未
来
開
拓
力
」の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
、

資
質・
能
力
ベ
ー
ス
の
指
導
を
強
化

＊３　文部科学省では、「キャリア・パスポート」について、「記述や自己評価の指導にあたっては、教師が対話的に関わり、児童生徒一人一人の目標修正などの改善を支援し、
個性を伸ばす指導へとつなげながら、学校、家庭及び地域における学びを自己のキャリア形成に生かそうとする態度を養うよう努めなければならない」としている。

「未来開拓力」のルーブリック図２

「未来開拓力」を構成する６つの資質・能力それぞれにつ
いて、５段階の達成目標を設定し、様々な教育活動の振り
返りに活用している。　　　＊学校資料を基に編集部が一部改編。
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岩
手
県
立
宮
古
高
校
の
北
川
貴
彦
先
生

は
、
顧
問
を
務
め
る
卓
球
部
で
、
大
会
が
終

わ
る
ご
と
に
、
生
徒
に
次
の
大
会
ま
で
の
目

標
と
そ
の
達
成
の
た
め
に
取
り
組
む
べ
き
こ

と
を
「
目
標
達
成
シ
ー
ト
」
に
記
載
さ
せ
て

い
る
。
現
状
と
目
標
と
の
差
を
埋
め
る
た
め

に
、
今
の
自
分
に
必
要
な
練
習
は
何
か
を
考

え
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
だ
。
し
か
し
、
的
確

に
自
己
分
析
し
、
必
要
な
練
習
を
具
体
的
に

記
載
す
る
生
徒
も
い
れ
ば
、
漠
然
と
し
た
内

容
し
か
書
け
な
い
生
徒
も
い
る
。
ま
た
、シ
ー

ト
の
仕
様
は
自
分
が
克
服
す
べ
き
課
題
の
整

理
を
中
心
と
し
て
い
る
が
、「
成
長
し
た
こ
と
」

に
も
目
を
向
け
さ
せ
、
加
え
て
、
チ
ー
ム
貢

献
へ
の
意
識
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
改
良
し

た
い
と
い
う
願
い
が
あ
っ
た
。

検討メンバー

改良！指
導ツール

千葉県立
四街道高校　

望月正彦
もちづき・まさひこ

福岡県立
東筑高校

辻本貢士
つじもと・こうじ

自校の指導ツールを他校の教師とともに検討し、各校の生徒特性に合った形へ
改善を図る本コーナー。今回は、取り組むべき練習を自ら考え、実行し、
振り返るために、生徒が活用する「部活動目標達成シート」について議論した。

現
状
と
目
標
と
の
差
を
把
握
し
、

取
り
組
む
こ
と
を
具
体
化
さ
せ
た
い

岩手県立
宮古高校　

北川貴彦
きたかわ・たかひこ

ツール 提供者

岩手県立宮古高校
北
きた

川
かわ

貴彦先生提供
「部活動目標達成シート」

Before

自己分析が不十分なため、取
り組むべき練習内容を具体化
できていない生徒が見られる
克服すべき課題だけでなく、
これまでの活動を通して成長
したことも認識させたい
部員同士で練習を工夫し、高
め合う雰囲気を醸成したい

課題

1

2

3
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取
り
組
む
べ
き
練
習
を
具
体
化
す
る
に
あ

た
り
、
目
標
と
の
差
を
自
覚
す
る
た
め
の
現

状
把
握
が
不
十
分
だ
っ
た
。
そ
こ
で
自
己
分

析
の
欄
を
拡
充
し
た
。
ま
ず
、
課
題
に
気
づ

き
や
す
い
よ
う
に
、
チ
ー
ム
メ
ー
ト
か
ら
の

評
価
を
取
り
入
れ
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
、

「
成
長
」
に
つ
い
て
も
記
載
す
る
項
目
を
追
加

し
て
、
技
術
面
と
精
神
面
の
２
つ
の
視
点
か

ら
分
析
さ
せ
る
。
複
数
の
視
点
を
示
せ
ば
、

課
題
だ
け
で
な
く
成
長
し
た
こ
と
に
つ
い
て

も
考
え
や
す
い
。
シ
ー
ト
は
１
大
会
ご
と
に

１
枚
使
用
。
他
者
評
価
は
、
日
々
の
練
習
中

の
チ
ー
ム
メ
ー
ト
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
振

り
返
っ
て
記
載
さ
せ
る
。
そ
こ
に
は
、
普
段

か
ら
部
員
同
士
で
高
め
合
う
雰
囲
気
を
醸
成

す
る
と
い
う
意
図
も
あ
る
。

次ページでは、
３人の先生方の
検討の様子を
ダイジェストで紹介！

目標達成シート

①今の自分について

自分自身による評価 チームメートからの評価・アドバイス

技
術
面

•できるようになったこと •できるようになったこと

•克服したい課題やさらに伸ばしたい長所 •克服するとよい課題やさらに伸ばすとよい
長所

精
神
面

•成長を自覚していること •成長を感じること

•克服したい課題 •克服するとよい課題

②次の大会までの個人目標（なりたい選手像）とチーム目標
個人目標 チーム目標

•技術面（具体的に数値で表す） •大会成績

•精神面 •理想とするチーム像

①と②の差を埋めるために次の大会までに取り組むべきこと、心がける練習態度、チーム貢献
自分のために チームのために

名前

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロー
ドできます。「HOME→教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。

他
者
評
価
も
踏
ま
え
て

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

部活動目標達成シート全学年

After

目標との差を認識しやすいよ
うに、自己分析の欄を拡充
主に大会結果を記載させていた自己
分析の欄を拡充。自分について詳し
く振り返ることで、目標との差を埋
めるための練習が考えやすくなる。

他者評価を取り入れ、自分が
克服すべき課題と、取り組む
べき練習内容を明確にする
自分の課題を、チームメートにも指
摘してもらう。客観的に課題を把握
することができ、自分が取り組むべ
き練習が考えやすくなる。また、チー
ムメートに目を向ける習慣をつくる
ことで、チーム貢献意識を高める。

「技術面」「精神面」とに項目
を分け、成長したことを記載
させる
精神面の成長についても言及させる
項目を追加。技術面と精神面の２つ
の視点で振り返りを促す。

1

2

改良ポイント

3
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北
川
先
生
が
卓
球
部
で
「
目
標
達
成
シ
ー

ト
」
を
活
用
し
た
背
景
に
は
、
生
徒
が
顧
問

や
コ
ー
チ
に
頼
り
す
ぎ
る
こ
と
な
く
、
主
体

的
に
練
習
を
改
善
し
、仲
間
と
高
め
合
う
チ
ー

ム
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
あ
っ
た
。

単
に
シ
ー
ト
を
書
き
や
す
い
も
の
に
変
え
る

だ
け
で
は
な
く
、
練
習
そ
の
も
の
の
あ
り
方

が
変
わ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
改
訂
を
目
指
し

て
、
検
討
会
の
議
論
が
進
ん
だ
。

　

自
分
を
客
観
視
し
、
チ
ー
ム
メ
ー
ト
の
技

術
や
態
度
に
も
目
が
向
く
よ
う
に
、
他
者
に

関
す
る
気
づ
き
を
シ
ー
ト
に
盛
り
込
む
の
が
、

今
回
の
改
訂
の
柱
と
な
っ
た
。
チ
ー
ム
メ
ー

ト
に
関
す
る
練
習
中
の
気
づ
き
を
本
人
に
伝

え
る
た
め
に
、
生
徒
同
士
の
声
か
け
が
活
性

化
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
練
習
中
の
声

か
け
を
後
か
ら
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
チ
ー
ム
メ
ー
ト
に
つ
い
て
気
が
つ
い

た
こ
と
を
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
や
付
箋
を
使
っ

て
記
録
す
る
時
間
を
確
保
す
る
な
ど
、
練
習

の
進
め
方
や
そ
の
環
境
の
工
夫
に
つ
い
て
も

必
要
性
が
確
認
さ
れ
た
。

　
「
で
き
て
い
る
こ
と
」
よ
り
も
「
で
き
て
い

な
い
こ
と
」
に
目
が
向
き
が
ち
な
生
徒
の
思

考
を
前
向
き
な
も
の
に
す
る
た
め
、
現
状
や

目
標
を
で
き
る
だ
け
数
値
で
表
し
、
成
長
を

可
視
化
し
や
す
く
す
る
こ
と
の
大
切
さ
も
検

討
会
で
は
共
有
さ
れ
た
。
同
時
に
、
数
値
で

表
せ
な
い
価
値
や
課
題
を
、
顧
問
や
コ
ー
チ
、

あ
る
い
は
部
員
同
士
の
対
話
の
中
で
確
認
し

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
も
指
摘
さ
れ
た
。

検討メンバーの先生に、自身の指導観や自校の生徒特性を踏まえて、
ツールの活用方法や留意点などをお話しいただきました

1
練習中のチームメートからの声かけなどを
踏まえて、自分が今できていることや
課題となっていることを記入する

2
次の大会に向けて、

なりたい選手像とチーム目標、
目標達成のためにすべきことを記入する

3 顧問やコーチは、生徒がシートに
記入した内容を面談等で確認する

改良！指
導ツール

活用の流れ

部
活
動
の
指
導
を
改
善
す
る

契
機
と
し
て
シ
ー
ト
を
議
論

　

部
活
動
を
通
し
て
私
が
生
徒
に
育
み

た
い
力
の
１
つ
は
、
目
標
達
成
ま
で
の

プ
ロ
セ
ス
を
逆
算
す
る
力
で
す
。
自
分

が
望
ん
で
参
加
し
て
い
る
部
活
動
だ
か

ら
こ
そ
、
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
は

ず
で
す
し
、
そ
う
し
た
経
験
は
、
部
活
動
以
外
、

例
え
ば
受
験
勉
強
で
も
生
き
て
き
ま
す
。
し
か
し
、

目
標
達
成
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
考
え
、
そ
れ
を
検

証
す
る
機
会
は
、
教
師
で
あ
る
私
が
も
っ
と
生
徒

に
提
供
し
て
い
く
べ
き
だ
と
、
先
生
方
と
お
話
し

す
る
中
で
気
が
つ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
目
標
達
成
の
た
め
に
何
を
す
べ
き

か
を
書
か
せ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
際
、
他
者
の

視
点
を
入
れ
た
り
、
数
値
で
の
表
現
を
大
切
に
し

た
り
す
る
と
い
う
観
点
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
の
か
、

何
が
で
き
て
い
る
の
か
が
具
体
的
に
な
る
こ
と
で
、

も
っ
と
効
率
的
な
練
習
を
実
現
で
き
そ
う
で
す
。

　

忙
し
さ
か
ら
部
員
と
向
き
合
う
時
間
も
減
っ
て

い
た
こ
と
に
も
気
が
つ
き
ま
し
た
。
時
間
に
限
り

は
あ
り
ま
す
が
、
部
活
動
を
通
し
て
生
徒
が
人
間

的
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
よ
り
よ
い
サ
ポ
ー
ト
の

あ
り
方
を
こ
れ
か
ら
も
追
究
し
て
い
き
た
い
で
す
。

北
川
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
進
路
指

導
課
。卓
球
部
顧
問
。数
学
科
。「『
人
事
を
尽
く
し
て
天
命
を
待
つ
』を
座
右
の
銘
に
、

最
善
の
準
備
を
常
に
心
が
け
る
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　
全
日
制
・
定
時
制
・
通
信
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学

年
約
２
０
０
人
（
全
日
制
）
／
２
０
１
９
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）

／
国
公
立
大
は
、
岩
手
大
、
東
北
大
、
千
葉
大
な
ど
に
69
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

東
北
学
院
大
、
東
洋
大
、
日
本
大
な
ど
に
延
べ
１
２
５
人
が
合
格
。

より主体的に活動できる仕かけと支援を追究する
岩手県立宮古高校　北川貴彦　きたかわ・たかひこ

全学年　部活動目標達成シート
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指導ツールを募集しています！
　「改良！　指導ツール　ビフォーアフター」
では、取材にご協力いただける先生及び取材で
検討させていただく「指導ツール」を募集して
います。「自校で長年使っているツールを見直
したい」「ツールのより効果的な活用法を検討
したい」といった、課題意識をお持ちの先生方
のご応募をお待ちしております。

〈個人情報の取り扱いについて〉をご確認いただき、
必要事項❶～❹をご入力の上、指導ツールを添付
して下記のe-mailアドレスにご送信ください。
※送信前にいま一度、生徒情報が削除されているかご確認を
お願いいたします

❶学校名・お名前　　
❷分掌・ご教職歴　
❸ツールの内容（目的・活用時期・活用方法）
❹ツールに対する課題意識、改善要望

view21_since-1975@mail.benesse.co.jp

改良したいのに、どうすべきか分からない……
〈個人情報の取り扱いについて〉　この「改
良！　指導ツール　ビフォーアフター」の
ツール募集でご提供いただく個人情報は、今
後の企画を検討する目的で利用いたします。
お客様の意思によりご提供いただけない部
分がある場合、手続き・サービス等に支障が
生じることがあります。また、商品発送等
で個人情報の取り扱いを業務委託しますが、
厳重に委託先を管理・指導します。個人情
報に関するお問い合わせは、個人情報お問
い合わせ窓口（0120-924721、通話料無料、
年末年始を除く、9時～21時）にて承ります。
（株）ベネッセコーポレーション　ＣＰＯ（個
人情報保護最高責任者）
上記をご承諾くださる方はご送信ください。

　

本
校
の
野
球
部
の
「
野
球
ノ
ー
ト
」

で
も
、
チ
ー
ム
メ
ー
ト
を
観
察
す
る
こ

と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
生
徒
は
、

野
球
に
関
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
生

活
の
中
で
の
気
づ
き
な
ど
を
自
由
に
書
き
、
毎
朝

私
に
提
出
し
ま
す
。
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

毎
日
欠
か
さ
ず
書
い
て
く
る
生
徒
も
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
私
が
必
ず
一
筆
入
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
私
が
忙
し
い
時
は
、「
深
い
！
」
な
ど
と
ひ

と
言
に
な
っ
た
り
、
大
事
な
箇
所
に
線
を
引
く
だ

け
に
な
っ
た
り
し
ま
す
が
、
生
徒
は
「
先
生
は
何

を
深
い
と
感
じ
取
っ
た
の
だ
ろ
う
」「
な
ぜ
、
こ
こ

に
線
を
引
い
た
の
だ
ろ
う
」と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、

自
分
で
考
え
る
か
ら
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
動
き
も

変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
３
年
間
で
26
冊
書
い
た
生
徒

も
い
ま
し
た
。
今
回
改
良
し
た
シ
ー
ト
で
も
、
教

師
か
ら
の
一
筆
は
ぜ
ひ
入
れ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

野
球
ノ
ー
ト
の
中
の
生
徒
の
言
葉
を
、
部
内
報

で
も
紹
介
し
ま
す
が
、
高
校
生
が
こ
れ
だ
け
深
い

洞
察
力
と
豊
か
な
感
性
を
備
え
て
い
る
の
か
と
、

保
護
者
や
ほ
か
の
先
生
を
驚
か
せ
ま
す
。
部
活
動

を
通
し
た
人
間
力
の
向
上
が
、
書
く
と
い
う
行
為

に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

顧
問
を
務
め
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
で
は
、京
都
大
学
の
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
の
指
導
者
か
ら
教
わ
っ
た

「
チ
ー
ム
＆
自
己
分
析
シ
ー
ト
」
を
活
用

し
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
の
目
標
、
現
状
、
問
題
と

原
因
、
そ
の
解
決
策
を
分
析
し
、
自
分
の
役
割
を

考
え
さ
せ
ま
す
。
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、例
え
ば
、

シ
ュ
ー
ト
の
成
功
確
率
を
分
析
す
る
中
で
、「
試
合

に
勝
つ
た
め
に
は
そ
の
成
功
率
を
何
％
に
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
か
」
な
ど
と
、
数
値
で
表
す
こ

と
で
す
。
何
が
ど
れ
く
ら
い
足
り
な
い
の
か
を
明

ら
か
に
し
て
、
目
標
達
成
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
自

覚
す
る
経
験
は
、
高
校
卒
業
以
降
も
役
立
ち
ま
す
。

ま
た
、
部
内
の
役
割
な
ど
、
数
値
化
で
き
な
い
成

長
を
評
価
す
る
の
は
、
面
談
が
効
果
的
で
す
。
自

分
だ
け
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
認
め
ら
れ
る

時
間
は
、
生
徒
を
勇
気
づ
け
、
よ
り
積
極
的
に
し

ま
す
。
面
談
で
教
師
側
が
思
い
も
よ
ら
な
い
生
徒

の
能
力
を
発
見
す
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

部
活
動
は
、
究
極
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
が
成
立
す
る
場
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
部
活
動

を
通
し
て
、「
未
来
は
変
え
ら
れ
る
」
と
い
う
こ
と

を
生
徒
に
実
感
さ
せ
た
い
で
す
。

望
月
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
２
学
年
主

任
。
硬
式
野
球
部
部
長
。
国
語
科
。「
一
人
ひ
と
り
が
人
生
の
土
台
と
な
る
よ
う
な

充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」（
望
月
先
生
の
前
任
校
で

の
部
活
動
指
導
に
つ
い
て
、
本
誌
２
０
１
５
年
２
月
号
特
集
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
）

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
３
２
０
人
／

２
０
１
９
年
度
入
試
合
格
実
績(

現
役
の
み)

／
私
立
大
は
、
専
修
大
、
東
洋
大
、

日
本
大
、
武
蔵
大
な
ど
に
延
べ
１
８
２
人
が
合
格
。

辻
本
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。
主
幹
教
諭
。

教
育
推
進
部
長
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
顧
問
。
数
学
科
。「
自
分
で
考
え
、
自
ら

の
意
志
で
行
動
で
き
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
３
２
０
人
／

２
０
１
９
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）
／
国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
京

工
業
大
、
東
京
大
、
京
都
大
、
九
州
大
な
ど
に
１
４
５
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶

應
義
塾
大
、
上
智
大
、
東
京
理
科
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
２
５
７
人
が
合
格
。

野球ノートでのやりとりを通して、技術と心を磨く
千葉県立四街道高校　望月正彦　もちづき・まさひこ

部活動で、自分と未来はよりよくできることを知る
福岡県立東筑高校　辻本貢士　つじもと・こうじ
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土佐山の魅力を伝える観光ツアーの予行演習をグループで振り返る。「階段が急なので、高齢者の
手を引いた方がよい」などと、様々な意見が出た。後日、再び予行演習を行い、実際に商品化した。

土佐山学の概要

土佐山学舎では、１・２年生の生活科と、３～
9 年生の「総合的な学習の時間」を「土佐山学」
と称して、９年間一貫したカリキュラムを編成し
ている。そのすべての活動に「地域」「キャリア」

「コミュニケーション」の３つのキーワードを織り
込み、体験や交流によって得られる気づき・発
見・出会い・探究心を基に、児童・生徒が主体
的に考え、判断し、行動・表現する力を引き出
すことをねらいとしている。9 年生では、９年間
の総仕上げとして、それまでの学びを生かした
課題を毎年、設定している。

◎土佐山学の主な内容（例）
ふるさと土佐山の川を守ろう（４年生）　
市内を流れる川の現状を調べ、自分たち
でできることを考え、川を守る作戦を立て
て漁業組合の人と一緒に実行する。
伝えよう、木の魅力（７年生）　カンナで
削った木のくずを使い、自分たちで作った
コサージュの普及に取り組み、森林を守
り広める方策を考える。
土佐山活性化プロジェクト（８年生）　土佐
山の PR 方法を考え、地域の人と一緒に
実行したり、模擬議会で発信したりした
後、活動を振り返る。

学校を飛び出し、学びを
巡る

私が訪問しました

私が案内しました

◎教職歴１８年。同校に赴任して８年目。グローバル教育部
所属。SGH（＊）事業の高校 2 年生の探究授業を企画運
営して3 年目となる。高知大学大学院博士課程に籍を置き、
分子生物学の研究を行う中で得られる実感から、探究活動
に必要な要素を高校での授業にどう生かすかを考えている。 

◎教職歴 25 年。同校に赴任して５年目。研究主任。２０１７
年度、高知県内の若⼿・中堅職員の優れた教育実践を表
彰する「土佐の教育実践表彰」を受ける。「土佐山学」（生
活科、総合的な学習の時間）の実践と研究を行う中心的な
役割を担っている。

高知県立高知西高校　　
全日制／普通科・英語科／共学／１学年約 280 人／
2019 年度入試合格実績 ( 現浪計）: 国公立大は、筑波
大、東京外国語大、岡山大、広島大、高知大などに 97
人が合格。私立大は、早稲田大、同志社大、立命館大、
関西大、関西学院大などに延べ 194 人が合格。 

高知県・高知市立義務教育学校土佐山学舎　　
持続可能な地域づくりに向けて高知市が策定した「土佐
山百年構想」の一環として、地域の小・中学校が合併し
2016 年より義務教育学校となった。義務教育 9 年間を、
前期 4 年、中期 3 年、後期 2 年に区分し、発達段階に
応じたスモールステップによるカリキュラムを展開。

高知県立
高知西高校

西村芳江
にしむら・よしえ

高知県・高知市立
義務教育学校土

と

佐
さ

山
やま

学舎

福井佳織
ふくい・かおり

真正な課題設定と問いかけにより、
課題に対する当事者意識を高める

義務教育学校の「総合的な学習の時間」

＊文部科学省スーパーグローバルハイスクール。

＊１ Sustainable Development Goals の略。2015年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」など、17の目標と 169 のター
ゲットから成る。

＊義務教育学校のため、小学校 1 年生〜中学校 3 年生
を1 〜 9 年生と呼称する。
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西
村　

本
校
の
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊
１
）
を
切
り
口
に
課
題
を
設
定

し
て
い
ま
す
が
、
課
題
を
自
分
事
と
す
る
の

に
苦
労
す
る
生
徒
も
い
ま
す
。
今
回
見
学
し

た
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
「
土と

佐さ

山や
ま

学が
く

」
で
は
、
９
年
生
が
自
分
た
ち
で
企
画
し
た

「
土
佐
山
観
光
ツ
ア
ー
」
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、

前
時
に
行
っ
た
ツ
ア
ー
の
予
行
演
習
を
振
り

返
っ
て
い
ま
し
た
。「
降
雨
時
、
参
加
者
に
は

ど
こ
で
待
機
し
て
も
ら
う
の
か
」
な
ど
と
、
ど

の
生
徒
も
、
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
意
欲
的
に

改
善
策
を
話
し
合
う
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

福
井　

こ
の
ツ
ア
ー
は
、
地
域
住
民
や
旅
行
会

社
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
実
際
に
集
客
を

行
い
、
有
料
で
催
行
し
ま
す
。
当
日
の
ガ
イ
ド

も
生
徒
が
行
い
ま
す
。
教
師
が
設
定
し
た
真
正

な
課
題
に
取
り
組
む
中
で
、
生
徒
は
自
分
た
ち

の
言
動
が
実
社
会
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に

気
づ
き
、
自
分
な
り
の
考
え
を
積
極
的
に
伝
え

合
お
う
と
す
る
姿
勢
が
生
ま
れ
ま
す
。

西
村　

そ
う
し
た
姿
勢
を
義
務
教
育
段
階
か

ら
身
に
つ
け
、
高
校
で
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と

で
、
よ
り
高
度
な
探
究
課
題
に
対
し
て
も
主
体

的
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
ね
。
中
学

校
と
高
校
で
は
課
題
設
定
の
仕
方
に
違
い
は

あ
る
も
の
の
、
生
徒
の
当
事
者
意
識
を
高
め
る

こ
と
の
大
切
さ
は
共
通
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

福
井　

授
業
で
は
、「
生
徒
か
ら
こ
ん
な
発
言

が
出
て
き
た
ら
い
い
な
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

持
ち
な
が
ら
、
生
徒
が
「
自
分
た
ち
が
解
決
す

る
！
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
ま
で
、
何
度
も

問
い
か
け
、
待
つ
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

先
ほ
ど
の
授
業
で
も
、
世
の
中
に
は
様
々
な
立

場
の
人
が
い
て
、
そ
の
こ
と
に
配
慮
す
る
大
切

さ
に
気
づ
い
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

す
る
と
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
ま
で
坂
道
が
続
く
た

め
、
参
加
者
に
は
歩
き
や
す
い
靴
を
準
備
し
て

も
ら
う
な
ど
、
装
備
面
で
の
注
意
喚
起
を
す
る

必
要
性
に
気
づ
い
た
生
徒
が
い
た
の
で
、
そ
れ

だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
が

参
加
し
た
場
合
へ
の
配
慮
の
必
要
性
に
も
思

い
を
馳は

せ
ら
れ
る
よ
う
に
、「
ど
ん
な
人
が
申

し
込
ん
で
く
る
と
思
う
？
」「
ガ
イ
ド
役
の
人

は
事
前
に
ど
ん
な
こ
と
を
案
内
す
れ
ば
よ
い

か
な
？
」
な
ど
と
問
い
か
け
ま
し
た
。

西
村　

福
井
先
生
が
問
い
か
け
を
繰
り
返
し

て
生
徒
の
考
え
を
深
め
さ
せ
る
様
子
か
ら
、
思

考
が
熟
す
る
の
を
待
つ
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
が
答
え
に
詰
ま
っ
た

時
、
そ
の
課
題
は
誰
の
た
め
、
何
の
た
め
な
の

か
と
い
う
上
位
目
的
に
立
ち
返
る
問
い
を
何

度
も
投
げ
か
け
て
い
た
こ
と
も
心
に
残
り
ま

し
た
。
今
日
の
学
び
を
踏
ま
え
て
、
課
題
に
対

し
て
生
徒
が
よ
り
主
体
的
に
か
か
わ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
指
導
を
追
究
し
た
い
で
す
。

　
土
佐
山
学
舎
で
は
、「
土
佐
山
学
」
を
柱
に
据

え
、
各
教
科
だ
け
で
は
な
く
、
行
事
等
も
含
め
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
体
で
生
徒
を
伸
ば
す
体
制
が
確

立
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
各
教
師
が
教
科
の
垣
根
を

超
え
て
相
互
理
解
を
深
め
て
連
携
す
れ
ば
、
生
徒

は
学
び
の
意
義
を
一
層
理
解
し
、
探
究
学
習
の
質

も
高
ま
り
ま
す
。
そ
う
し
た
体
制
を
実
現
す
る
に

は
、
学
校
全
体
で
方
向
性
や
取
り
組
み
を
共
有
す

る
こ
と
が
必
要
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
ど
の
よ
う

な
生
徒
を
育
て
た
い
の
か
、
地
域
と
ど
の
よ
う
に

か
か
わ
っ
て
い
く
の
か
と
い
っ
た
学
校
教
育
の
原

点
に
立
ち
戻
り
な
が
ら
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
校
と
い
う
組
織
の
中
で
、

で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

旅行会社の社員からのアドバイスを基に、自分
たちの企画をどのように改良するとよいかを話し
合った。福井先生は、誰の、何のためのツアー
なのかを生徒に問い続けることで、生徒の当事
者意識を高め、改善策が生徒から活発に出され
る場をつくり上げていった。

今日の学びを
自校の指導につなぐ

当
初
の
単
元
計
画
か
ら
大
幅
に
変
わ
っ
て
も
、
課
題
が
生
徒
自
身
の

も
の
と
な
る
ま
で
待
ち
な
が
ら
、
様
々
な
問
い
を
投
げ
続
け
ま
す

真
正
な
課
題
設
定
に
よ
っ
て
学
び
が
社
会
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
気
づ
か

せ
、
教
師
の
問
い
に
よ
っ
て
自
分
事
に
さ
せ
て
い
く
流
れ
が
分
か
り
ま
し
た

教科の枠を超えて
教師が連携しながら、
探究学習を推進したい
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名
古
屋
商
科
大
学
は
、
世
界
で
活
躍
す

る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を
教
育
目
標

に
掲
げ
、
実
践
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
が

修
得
で
き
る
４
学
部
８
学
科
（
＊
２
）
を

設
置
し
て
い
る
。

　

開
学
当
初
か
ら
国
際
化
に
取
り
組
み
、

世
界
59
か
国
１
４
９
校
の
大
学
と
提
携
。

豊
富
な
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
お

り
、
卒
業
ま
で
に
学
生
の
約
４
分
の
１
が

何
ら
か
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る

と
い
う
。
１
年
次
か
ら
参
加
可
能
な
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
多
数
あ
り
、
そ
の
代
表
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
１
つ
が
、
海
外
の
同
世

代
の
仲
間
と
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
う
「
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
ジ
ェ

＊1　コミュニケーション学部は、2018 年度より国際学部に改組。＊ 2  経済学部（総合政策学科／経済学科）、経営学部（経営学科／経営情報学科）、商学部（マーケティ
ング学科 / 会計ファイナンス学科）、国際学部（グローバル教養学科 / 英語学科）の４学部８学科。

４か国25都市を回り、視野が広がった
ヨーロッパでの活動中は、調査を行う日と観光する日（写真はミ
ラノ大聖堂）を決め、計画的に調査を進めました。一番の収穫は、
幅広く学ぶ必要性を実感できたことです。経営だけでなく、心理
学やマーケティングにも興味を持ち、学んでいます。（小塚さん）

ベトナムで海外の同世代の仲間と
ボランティア活動を行う
1 年次に「国際ボランティアプロジェクト」で
ベトナムに行き、保育園で子どもに英語を教え
たり、壁（写真）の補修を手伝ったりしました。
帰国後は、長期留学を目指して、英語の学習に
力を入れています。（丸本さん）

経営学部
経営学科 3年
小塚健太
こづか・けんた
愛知県・私立至学館高校卒
業。経営学を学び、将来は
起業するのが夢。

コミュニケーション学部＊1
英語学科 3年
丸本紗代子
まるもと・さよこ
岐阜県立大垣南高校卒業。
長期留学を希望しており、
同大学に入学。

１
年
次
か
ら
挑
戦
で
き
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
留
学

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

1年次から多様な留学機会を与え、
学びの意欲を高めるきっかけに

名古屋商科大学　留学プログラム

ヨーロッパ約75日間の
１人調査旅行に挑戦！
２年次にヨーロッパ各国を回り
ながら自分で設定した研究調査
を行う「ギャップイヤープログ
ラム」に参加。他の参加者とパ
リで事前研修を受けてから調査
をスタートしたため、不安は少
なかったです。（小塚さん）
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ク
ト
」
だ
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
英
語
学
科

３
年
の
丸
本
紗さ

代よ

子こ

さ
ん
は
、
１
年
次
の

夏
季
休
業
中
に
ベ
ト
ナ
ム
の
保
育
園
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
。
国
籍

の
異
な
る
10
人
と
言
葉
の
壁
を
超
え
て
協

働
し
た
こ
と
で
、
学
び
の
目
標
が
明
確
に

な
っ
た
と
い
う
。

　
「
中
国
と
韓
国
か
ら
来
た
学
生
と
仲
よ

く
な
り
、
留
学
後
も
互
い
の
家
を
行
き
来

す
る
く
ら
い
に
絆
を
深
め
ま
し
た
。
た
だ
、

私
の
当
時
の
英
語
力
は
低
く
、
日
常
会
話

を
す
る
の
も
一
苦
労
で
し
た
。
帰
国
後
は
、

英
語
力
を
高
め
る
た
め
に
英
語
の
学
習
に

力
を
入
れ
、
長
期
交
換
留
学
に
挑
戦
し
た

い
と
考
え
る
ほ
ど
に
も
な
り
ま
し
た
」

　　

経
営
学
部
経
営
学
科
３
年
の
小こ

塚づ
か

健
太

さ
ん
は
、
２
年
次
に
１
・
２
年
生
向
け
の

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
参
加
し
た
。
約
75
日
間
か

け
て
１
人
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
回
り
な
が
ら

自
分
で
設
定
し
た
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て

調
査
を
行
い
、
開
拓
者
精
神
を
身
に
つ
け

る
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。　
　

　

小
塚
さ
ん
は
、「
な
ぜ
、フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
流
行
し
て
い
る

か
」
を
調
査
す
る
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス

ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
の
４
か

国
25
都
市
を
訪
れ
、
店
舗
で
消
費
行
動
を

観
察
し
、
現
地
の
顧
客
１
３
０
人
へ
街
頭

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
渡
航
中
、
小
塚
さ

ん
が
苦
労
し
た
の
は
言
葉
の
壁
だ
。
街
頭

で
の
調
査
を
想
定
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
使
っ
て
現
地
語
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回

答
し
て
も
ら
う
準
備
を
し
た
が
、
最
初
は

思
う
よ
う
に
調
査
が
進
ま
な
か
っ
た
。

　
「
現
地
語
で
挨
拶
を
し
て
も
通
じ
ず
、

立
ち
止
ま
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

勇
気
を
奮
い
立
た
せ
、
身
振
り
手
振
り
も

交
え
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
依
頼
し
た
と
こ

ろ
、
答
え
て
く
れ
る
人
が
増
え
て
い
き
ま

し
た
。
大
切
な
の
は
言
葉
だ
け
で
は
な
く
、

熱
意
だ
と
学
び
ま
し
た
」（
小
塚
さ
ん
）

　

留
学
中
は
大
学
に
レ
ポ
ー
ト
を
週
１
回

提
出
し
、
帰
国
後
は
調
査
結
果
を
ま
と
め

て
提
出
す
る
こ
と
で
、
教
養
教
育
科
目
単

位
と
し
て
最
大
10
単
位
が
認
定
さ
れ
る
。

　
「
経
営
学
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
重

要
性
を
学
ん
で
い
ま
し
た
が
、
研
究
に
お

い
て
も
自
分
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回

す
こ
と
が
重
要
だ
と
実
感
し
、
経
営
学
が

よ
り
面
白
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
研
究

室
に
所
属
し
て
い
ま
す
」（
小
塚
さ
ん
）

　

留
学
後
に
も
語
学
力
を
鍛
え
る
環
境
が

整
っ
て
い
る
。
図
書
館
内
の
セ
ル
フ
・
ア

ク
セ
ス
・
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
Ａ
Ｃ
）
で
は
、
個

別
に
外
国
語
学
習
法
や
海
外
留
学
な
ど
に

つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
る
。

　　

同
大
学
は
、
２
年
次
以
降
、
本
格
的

に
海
外
で
学
び
を
深
め
た
い
学
生
の
た

め
に
、「
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
交
換
留

学
」
な
ど
の
学
術
系
留
学
も
充
実
さ
せ
て

い
る
。
成
績
や
語
学
力
な
ど
の
基
準
を
満

た
し
、
選
考
に
通
過
す
れ
ば
、
そ
う
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
欧
米
の
有
名
大
学
へ
の

留
学
も
可
能
だ
。
ま
た
、
す
べ
て
の
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
て
航
空
運
賃
代
や
留

学
先
授
業
料
な
ど
の
給
付
型
奨
学
金
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。

　

丸
本
さ
ん
は
、
２
年
次
に
香
港
中
文
大

学
で
の
１
年
間
の
交
換
留
学
、
３
年
次
に

「
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
に
参
加
し

た
。
ど
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
単
位
が
認

定
さ
れ
、
複
数
の
留
学
に
も
挑
戦
で
き
、

休
学
せ
ず
に
４
年
間
で
の
卒
業
が
可
能
だ
。

　
「
海
外
の
同
世
代
の
仲
間
と
接
し
、
自

分
の
意
見
を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
を
学

び
、
新
し
い
自
分
に
変
わ
れ
ま
し
た
。
将

来
は
、
日
本
と
海
外
の
架
け
橋
に
な
れ
る

仕
事
に
就
き
た
い
で
す
」（
丸
本
さ
ん
）

　

本
学
で
は
、
１
９
３
５
年
の
学
園
創
立
以

来
、「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
（
開

拓
者
精
神
）」
を
建
学
の
精
神
と
し
て
、
教

育
を
実
践
し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
学

園
創
立
者
が
カ
ナ
ダ
留
学
時
代
に
肌
身
で
感

じ
た
教
育
精
神
で
あ
り
、
今
の
学
生
に
も
一

番
必
要
な
も
の
だ
と
私
は
感
じ
て
い
ま
す
。

失
敗
を
恐
れ
ず
に
、
新
し
い
世
界
に
挑
戦
す

る
意
欲
は
、
国
際
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
上

で
も
非
常
に
大
切
で
す
。

　

そ
こ
で
、
１
年
生
で
も
挑
戦
で
き
る
様
々

な
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
経
営
学
の
大
学
評
価
の
世
界
的
権
威

で
あ
るA

A
CSB International

（
＊
３
）

を
取
得
し
て
、
海
外
の
有
名
大
学
と
の
提
携

に
よ
る
「
交
換
留
学
」
を
充
実
さ
せ
る
ほ
か
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
プ
ロ

グ
ラ
ム
」（
80
日
間
、
２
人
１
組
で
の
世
界

一
周
な
ど
）
と
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
２
０
２
０
年
度
入
試
か
ら
「
ダ

ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
入
試
」
を
開

始
し
、
本
学
卒
業
時
に
留
学
先
と
本
学
の
学

位
の
両
方
を
取
得
で
き
る
特
別
枠
を
用
意
し

ま
す
。
今
後
も
、
世
界
を
舞
台
に
活
躍
し
た

い
と
考
え
る
学
生
を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

＊ 3  米国の経営学教育の第三者評価機関による教育の国際認証。名古屋商科大学は、2006 年に国内２例目となる認証を取得。

海
外
留
学
に
挑
戦
し
て
、

人
生
が
変
わ
る
経
験
を
し
て
ほ
し
い

大

の

い

学

思
国
際
交
流
委
員
会
委
員
長

国
際
学
部
学
部
長

植
村 

猛

う
え
む
ら
・
た
け
し

海
外
で
開
拓
者
精
神
を

身
に
つ
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

奨
学
金
と
単
位
認
定
を
受
け
ら
れ
、

複
数
の
留
学
挑
戦
も
可
能
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吉
備
国
際
大
学
農
学
部
地
域
創
成
農
学

科
（
＊
１
）
は
、
日
本
有
数
の
農
業
生
産

地
で
あ
る
淡
路
島
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
有
し

て
い
る
。
農
業
の
生
産
・
加
工
・
経
営
全

般
に
わ
た
る
専
門
的
な
知
識
と
技
術
を
学

び
、
地
域
創
成
に
貢
献
で
き
る
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
特
徴
と
し

て
い
る
。

　

同
学
科
の
魅
力
は
、
大
規
模
農
場
を
営

む
専
業
農
家
が
多
い
淡
路
島
で
、
６
次
産

業
化
（
＊
２
）
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
実
習

や
見
学
を
通
し
て
間
近
に
学
べ
る
こ
と

だ
。
本
格
的
な
農
業
実
習
が
１
年
次
か
ら

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、

「
フ
ィ
ー
ル
ド
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ
」
で
は
、
米

＊１ 2018 年４月、醸造学科の開設に伴い地域創成農学部は学部名称を農学部に変更。今回取材した２名は旧地域創成農学部地域創成農学科のカリキュラムを履修してい
る。　＊2  1 次産業を担う農林漁業の生産者が、2 次産業である加工と、３次産業である流通・販売にも取り組むこと。

果実のＤＮＡを分析し、繁殖過程を調べています
ナルトオレンジの葉から DNA を抽出し、どのように繁殖してきたのかに
ついて分子生物学的な研究を行っています。卒業研究では、種子のない
ナルトオレンジの開発にも取り組みたいと思っています。（冨永さん）

キャンパス近くの広大な農場で
季節の野菜を育てています
淡路島には農閑期がないため、「フィールド実習」を通年で行うことが
できます。季節に応じた野菜を、仲間と協力し合いながら育てています。
写真は、特産の玉ねぎの収穫の様子です。（冨永さん）

希少な柑
かん

橘
き つ

、ナルトオレンジを
守るための研究をしています
ナルトオレンジは、約300年前に淡路島で誕生した柑橘ですが、
栽培する農家は現在十数園。果皮の香りが強いなど、魅力の多
い柑橘なので、後世に残すために研究中です。（阪

さか

上
うえ

さん）

農学部
地域創成農学科３年
冨永和希
とみなが・かずき
大阪府立北千里高校卒業。
農業と地域創成に興味が
あり、同学科に入学。

農学部
地域創成農学科４年
阪上綾香
さかうえ・あやか
兵庫県立伊

い

丹
たみ

北
きた

高校卒業。
農家になるのを目指して、
同学科に入学。

淡路島を舞台に幅広く農学を学び、
地域創成に貢献するリーダーを養成

吉
き

備
び

国際大学 農学部 地域創成農学科

１
年
次
か
ら
自
分
た
ち
で

作
物
を
育
て
る
実
習
が
ス
タ
ー
ト

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生
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や
野
菜
な
ど
を
育
て
な
が
ら
、
栽
培
技
術

の
基
本
を
習
得
す
る
。
実
習
は
キ
ャ
ン
パ

ス
近
く
の
農
場
で
行
わ
れ
、
学
生
が
５
人

程
度
の
チ
ー
ム
と
な
っ
て
、
課
題
作
物
を

中
心
に
育
て
、
そ
の
出
来
栄
え
を
競
う
。　

４
年
生
の
阪さ

か

上う
え

綾
香
さ
ん
は
、
そ
の
実
習

を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

 　
「
春
学
期
の
課
題
作
物
は
ス
イ
カ
で
、

水
や
肥
料
を
や
る
頻
度
、
雑
草
の
除
去
な

ど
は
、
チ
ー
ム
ご
と
に
計
画
し
て
行
い
ま

し
た
。
最
後
は
収
穫
し
た
ス
イ
カ
の
糖
度

や
重
さ
を
競
っ
た
の
で
す
が
、
同
じ
畑
で

も
、
手
間
の
か
け
方
で
ス
イ
カ
の
味
が
大

き
く
変
わ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
」

　

１
・２
年
次
は
、農
業
技
術
、食
品
化
学・

加
工
、
農
業
経
済
・
経
営
、
地
域
創
成
の

４
分
野
の
基
礎
を
学
ぶ
。
３
年
生
の
冨
永

和
希
さ
ん
は
、
１
・
２
年
次
に
生
産
に
つ

い
て
だ
け
で
な
く
、
流
通
学
や
生
物
学
な

ど
も
学
び
、
視
野
が
広
が
っ
た
と
い
う
。

　
「
特
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、『
植
物
育

種
学
概
論
』
で
す
。
祖
父
が
米
農
家
で
、

イ
ネ
の
病
気
に
悩
ん
で
い
た
の
で
、
イ
ネ

の
品
種
改
良
を
学
べ
ば
多
く
の
農
家
に
役

立
つ
と
思
い
、
３
年
次
以
降
、
育
種
学
を

学
べ
る
分
野
に
進
も
う
と
決
め
ま
し
た
」

　　

３
年
次
か
ら
は
、「
農
業
技
術
分
野
」「
食

品
化
学
・
加
工
分
野
」「
農
業
経
済
・
経
営

分
野
」「
地
域
創
成
分
野
」
か
ら
１
つ
の

分
野
を
選
択
し
、
よ
り
専
門
的
な
知
識
や

技
術
を
学
ぶ
。
さ
ら
に
、「
食
農
コ
ー
プ

実
習
」
で
は
、
南
あ
わ
じ
市
役
所
や
市
内

の
農
業
法
人
な
ど
で
就
業
体
験
を
す
る
。

冨
永
さ
ん
は
、
玉
ね
ぎ
を
育
て
る
農
業
法

人
で
実
習
を
し
た
。

　
「
１
年
次
の
実
習
で
も
玉
ね
ぎ
を
育
て

ま
し
た
が
、
３
年
次
の
実
習
先
で
は
商
品

と
し
て
販
売
す
る
た
め
、
よ
り
厳
し
く
選

果
を
す
る
な
ど
、
１
年
次
と
は
違
い
が
あ

り
、
現
場
で
学
ぶ
意
義
を
感
じ
ま
し
た
」

　

同
学
科
で
は
、
地
域
の
農
家
と
の
交
流

行
事
も
あ
り
、
阪
上
さ
ん
は
、
女
性
農
家

と
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
。

　
「
大
学
の
実
習
や
農
家
で
の
ア
ル
バ
イ

ト
を
通
じ
て
、
正
直
、
女
性
が
農
業
を
仕

事
と
し
て
続
け
る
の
は
体
力
的
に
厳
し
い

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
イ
ベ
ン
ト

で
女
性
の
農
家
の
方
と
話
し
、
手
入
れ
の

頻
度
を
工
夫
す
る
な
ど
し
て
効
率
的
に
作

物
を
育
て
る
こ
と
で
、
仕
事
の
負
担
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
知
っ
て
、
将
来
へ

の
希
望
を
持
て
ま
し
た
」

　

阪
上
さ
ん
と
冨
永
さ
ん
は
、「
農
業
技
術

分
野
」
コ
ー
ス
の
桧ひ

原ば
ら

健
一
郎
准
教
授
の

研
究
室
に
入
り
、
と
も
に
特
産
の
ナ
ル
ト

オ
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。
冨

永
さ
ん
は
当
初
、
イ
ネ
の
品
種
改
良
を
専

攻
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
が
、
地
域
と
か

か
わ
り
な
が
ら
研
究
を
進
め
る
先
輩
に
触

発
さ
れ
、
ナ
ル
ト
オ
レ
ン
ジ
を
研
究
中
だ
。

　

阪
上
さ
ん
は
、
ナ
ル
ト
オ
レ
ン
ジ
が
淡

路
島
で
ど
の
よ
う
に
繁
殖
し
た
の
か
を
追

究
す
る
卒
業
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

通
常
、
柑
橘
は
接
ぎ
木
（
＊
３
）
で
増
や

す
が
、
ナ
ル
ト
オ
レ
ン
ジ
は
種
か
ら
も
繁

殖
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
仮
説

を
立
て
た
。
島
内
の
農
家
を
１
軒
ず
つ
訪

ね
て
、
ナ
ル
ト
オ
レ
ン
ジ
を
地
域
活
性
化

に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
想
い
を
伝
え
る
こ

と
で
、
オ
レ
ン
ジ
の
葉
を
提
供
し
て
も
ら

い
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
（
＊
４
）
を
調
べ

て
い
る
。

　
「
実
習
や
研
究
を
通
じ
て
、
地
域
の
方

と
つ
な
が
り
な
が
ら
働
く
農
業
の
魅
力
を

再
確
認
し
ま
し
た
。
内
定
を
い
た
だ
い
た

小
売
業
の
会
社
で
は
、
農
業
も
営
ん
で
お

り
、
大
学
の
学
び
を
生
か
し
て
い
き
た
い

で
す
」（
阪
上
さ
ん
）

　

本
学
科
の
大
き
な
特
徴
は
、
自
然
豊
か
な

淡
路
島
に
お
い
て
、
大
規
模
農
場
を
営
む
専

業
農
家
の
近
く
で
学
び
を
深
め
ら
れ
る
こ
と

で
す
。
大
学
の
農
場
は
、
農
家
の
農
場
に
囲

ま
れ
て
い
る
た
め
、
周
囲
の
農
家
の
種
植
え

の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
作
物
を
育
て
て

い
き
ま
す
。少
し
で
も
草
む
し
り
を
怠
る
と
、

農
家
の
方
に
厳
し
く
叱
ら
れ
ま
す
。

　

農
家
の
減
少
は
、
ど
の
地
域
で
も
大
き
な

問
題
で
す
が
、
農
業
が
地
域
創
成
の
チ
ャ
ン

ス
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
育

て
に
く
く
収
穫
量
の
少
な
い
作
物
で
も
、
味

の
個
性
を
打
ち
出
せ
れ
ば
、
地
域
活
性
化
に

貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。本
学
科
で
は
、

強
い
香
り
に
特
徴
の
あ
る
ナ
ル
ト
オ
レ
ン
ジ

に
つ
い
て
様
々
な
視
点
か
ら
研
究
を
行
い
、

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
実
際
に
、
ナ
ル
ト
オ
レ
ン
ジ
を
使
っ
た

ア
イ
ス
の
開
発
な
ど
、
企
業
と
連
携
し
、
商

品
化
に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

本
学
科
に
は
、
農
家
に
な
り
た
い
と
入
学

す
る
学
生
も
多
く
い
ま
す
が
、
就
職
先
は
公

務
員
、
製
造
業
、
小
売
業
と
様
々
で
す
。
農

業
を
ト
ー
タ
ル
に
学
習
し
、
地
域
の
た
め
に

活
躍
で
き
る
人
材
を
こ
れ
か
ら
も
育
て
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊3 植物の枝を切り取って、類似の植物に接合させて増やす方法。柑橘は接ぎ木で繁殖させることが多い。
＊ 4 遺伝子の本体である DNA を構成する４種類の塩基の並び方を調べ、品種や個体を識別させる際の目印のこと。

地
域
創
成
の
チ
ャ
ン
ス
は

農
業
に
こ
そ
あ
る

大

の

い

学

思
農
学
部
地
域
創
成
農
学
科

准
教
授

桧
原
健
一
郎

ひ
ば
ら
・
け
ん
い
ち
ろ
う

農
業
の
「
今
」
に
触
れ
、

進
路
選
択
に
役
立
て
る

農
業
に
お
け
る
生
産
だ
け
で
な
く
、

加
工
、
経
営
ま
で
幅
広
く
学
ぶ

地
域
創
成
に
つ
な
が
る

研
究
に
取
り
組
む
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教師全員で学校の課題に向き合い、
学びやすく、働きやすい環境をつくる

長崎県・私立長崎南山中学校・高校

これからの会議・研修のあり方、つくり方
職員会議・教員研修を充実させてチーム学校をつくる

今、学校現場では、次期学習指導要領等に向けて、教師同士の日常的な学び合いが求められている。
職員会議や教員研修などで、教師集団が知見を結集し、学校をチーム化させる一助となるよう、

今号も、対話の場づくりに取り組む実践者に話を聞いた。

　

高
大
接
続
改
革
へ
の
対
応
、
そ
し
て
、
実

施
が
近
づ
く
新
学
習
指
導
要
領
に
向
け
た

授
業
改
善
の
推
進
の
た
め
、
長
崎
南
山
中
学

校
・
高
校
で
は
、
17
年
度
か
ら
学
校
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
教
師
一
人
ひ
と
り
が
学

校
改
革
を
自
分
事
と
捉
え
て
参
画
し
、
さ
ら

に
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
課
題
を
学
校
全
体

で
共
有
し
て
、
働
き
や
す
い
学
校
環
境
を
つ

く
る
た
め
に
、
同
校
で
は
、
学
校
改
革
を
推

進
す
る
た
め
の
組
織
体
制
を「
ミ
ド
ル・ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
方
式
」
の
考
え
方
で
構
築
し
た
上

で
、
月
１
回
の
「
全
校
職
員
研
修
会
」
を
実

施
し
て
い
る
。
以
下
、「
ミ
ド
ル
・
ア
ッ
プ

ダ
ウ
ン
方
式
」
と
「
全
校
職
員
研
修
会
」
の

取
り
組
み
を
中
心
に
、
同
校
の
改
革
の
歩
み

を
紹
介
す
る
。

　

同
校
は
、創
立
60
周
年
を
迎
え
た
12
年
度
、

「
人
間
の
尊
厳
の
た
め
に
」
と
い
う
教
育
目

標
を
達
成
す
る
べ
く
掲
げ
ら
れ
た
「
高
い
人

格
」「
広
い
教
養
」「
強
い
責
任
感
」
の
校
訓

の
下
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
必
要
な
資
質
・

能
力
を
育
成
す
る
た
め
、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
教
育
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
様
々
な
教
育

活
動
の
見
直
し
を
進
め
て
き
た
。
５
年
が
経

過
す
る
中
で
、
そ
う
し
た
営
み
の
成
果
と
課

題
を
整
理
す
る
時
期
が
来
て
い
た
と
、
藤
田

仁ひ
と
し

副
校
長
は
振
り
返
る
。

　
「
私
立
学
校
ゆ
え
、
教
師
の
顔
触
れ
が
ほ

と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
中
で
、
私
た
ち
は
、
本

自
校
の

風
土
に
合
っ
た

組
織
体
制
を
構
築
す
る

◎神言修道会を経営母体とする長崎南山学園が、カトリック長崎教区立東陵学園を継承して1952
年に創立。以来、ミッションスクールとして、〝Hominis Dignitati（人間の尊厳のために）〟という教育
目標を掲げ、それを支える 3 つの校訓「高い人格」「広い教養」「強い責任感」の下、グローバル時
代を生きるために必要な資質・能力を育む「リーダーシップ教育」に力を入れている。
◎設立　1952（昭和 27）年　◎形態　全日制／普通科／男子校　◎生徒数　１学年中学校約
60 人、高校約 250 人　◎２０１9年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、山口大、長崎大、
熊本大、琉球大、首都大学東京、神戸市外国語大などに 34 人が合格。私立大は、慶應義塾
大、上智大、東京理科大、法政大、明治大、早稲田大、南山大、同志社大、立命館大、関西大、
関西学院大、西南学院大などに延べ 251 人が合格。　◎ URL　http://www.n-nanzan.ed.jp/

副
校
長

藤
田
　

仁
　
ふ
じ
た
・
ひ
と
し

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
34
年
目
。「
弱

い
立
場
の
人
に
こ
そ
、
思
い
や
り
の
心
を
寄
せ

る
こ
と
の
で
き
る
人
を
育
て
た
い
」

企
画
構
想
部
部
長
、
学
校
改
革
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
座
長

福
田
鉄
雄
　
ふ
く
だ
・
て
つ
お

教
職
歴
38
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
3
年
目
。
管

理
職
参
与
。
国
語
科
。「
明
日
を
生
き
る
希
望
を

持
つ
こ
と
の
で
き
る
〝
力
〟
を
育
て
た
い
」

企
画
構
想
部
主
任
、
図
書
主
任
、
生
徒
会
主
任

中
島
　

寛
　
な
か
し
ま
・
ひ
ろ
し

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
22
年
目
。
国

語
科
。「
教
育
に
は
挑
戦
が
必
要
で
あ
る
。
挑
戦

な
き
と
こ
ろ
に
成
長
・
進
化
な
し
」
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校
の
理
念
を
踏
ま
え
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

教
育
の
実
現
の
た
め
に
、
ま
だ
で
き
る
こ
と

が
あ
る
は
ず
だ
と
い
う
思
い
を
抱
き
つ
つ
、

同
時
に
、
今
後
何
を
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か

が
見
え
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
し
た
」

　

授
業
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
、
学
校
行
事
、
そ

し
て
部
活
動
と
、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
」

を
実
践
す
る
場
面
は
多
様
に
存
在
す
る
が
、

そ
の
実
践
は
、
個
々
の
教
師
の
創
意
工
夫
に

委
ね
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
一

方
で
、
教
師
の
働
き
方
へ
の
関
心
が
社
会
的

に
高
ま
り
始
め
て
い
る
中
で
、
個
々
の
教
師

に
負
担
を
か
け
な
い
形
で
、
全
校
的
な
指
導

改
善
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
教
育
改
革
と

組
織
改
革
を
同
時
に
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
っ
た
と
、
長
崎
県
立
高
校
の
校
長
と
し
て

学
校
改
革
を
推
進
し
て
き
た
経
験
を
持
つ

福
田
鉄
雄
先
生
は
語
る
。

　
「
全
校
的
な
指
導
改
善
は
、
組
織
改
革
な

し
に
は
実
現
し
ま
せ
ん
。
た
だ
、
管
理
職
が

強
力
に
改
革
を
推
進
す
る
よ
う
な
ト
ッ
プ
・

ダ
ウ
ン
方
式
は
本
校
の
文
化
と
し
て
な
じ

ま
な
い
で
す
し
、
か
と
い
っ
て
、
ボ
ト
ム
・

ア
ッ
プ
方
式
で
は
推
進
に
時
間
が
か
か
り
、

新
学
習
指
導
要
領
等
へ
の
対
応
が
後
手
に

回
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
管
理
職

と
教
職
員
全
体
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
今
後
の

改
革
の
方
向
性
を
構
想
し
、
各
分
掌
と
連
携

し
て
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
企
画
・
運
営
・
推
進

し
て
い
く
企
画
構
想
部
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
（
図
１
）」

　

同
校
の
改
革
の
意
思
決
定
の
プ
ロ
セ
ス

に
お
い
て
特
徴
的
な
の
は
、
学
校
改
革
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
以
下
、
学
校
改

革
推
進
Ｐ
Ｔ
）
の
存
在
だ
。
学
校
改
革
推
進

Ｐ
Ｔ
は
、
17
年
４
月
、
各
分
掌
の
サ
ブ
リ
ー

ダ
ー
、
さ
ら
に
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
を

含
む
10
人
余
り
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ

た
組
織
で
、
企
画
構
想
部
の
諮
問
機
関
と
し

て
の
役
割
を
担
う
。
そ
し
て
、
学
校
改
革
推

進
Ｐ
Ｔ
に
は
、
付
帯
す
る
組
織
と
し
て
、
学

校
が
対
応
す
べ
き
課
題
別
に
５
人
程
度
の

教
師
で
構
成
さ
れ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
（
以
下
、
Ｗ
Ｇ
）
が
あ
る
。
Ｗ
Ｇ
に
参
加

す
る
教
師
は
、
教
科
や
分
掌
を
横
断
す
る
形

で
招
集
さ
れ
る
が
、
Ｗ
Ｇ
の
リ
ー
ダ
ー
を
学

校
改
革
推
進
Ｐ
Ｔ
の
メ
ン
バ
ー
が
務
め
る

こ
と
で
、
現
場
の
教
師
の
声
を
し
っ
か
り
と

図２　「学び方」「働き方」に関する課題

※学校改革推進プロジェクトチームによるアンケートの結果（2017年）を基に編集部で作成。

よく取れている 
8%

余裕を持って
取り組んでいる 1%

ある程度余裕を持って
取り組んでいる 30%

余裕がないと
感じている 42%

ほとんど余裕がなく、
精神的・肉体的に
疲れることが多い 

22%

全く余裕がなく、正直
続ける自信がなくなる

時がある 4%

Q.教材研究など、授業の準備時間は思うように取れていますか

Q.現在の仕事について

ある程度取れている 
28%

ちょっと足りない 
30%

とても足りない
20%

そのほか14%

管理職

企画構想部

全教職員

図１　長崎南山中学校・高校の「ミドル・アップダウン方式」体制

＊学校資料を基に編集部で作成。

学校改革推進プロジェクトチーム

以下の10のワーキンググループ（ＷＧ）を含む
A.コース・カリキュラム　B.英語（グローバル）教育
C.学校行事　D.中学部・中高接続
E.授業改善・学び方・教室環境
F. 働き方・職場環境改善①（勤務時間や部活動指導など）
G.働き方・職場環境改善②（働きやすい環境づくりなど）
H.組織・研修システム　I.探究学習・キャリア教育　
J.学習と部活動

で
の
意
思
決
定

総
合
企
画
会
議

　

で
の
議
論

全
校
職
員
研
修
会

現場から課題を吸い上げ、迅速に対応の意思決定をするために、同校で構築さ
れた組織体制。上記のＷＧは第 1 期のものであり、第 2 期では、探究学習とキャ
リア教育が独立したテーマになるなど、11 のＷＧに再編されている。
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拾
い
上
げ
、
企
画
構
想
部
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
う
し
て
得
ら
れ
た
現
場
の
課
題

や
声
を
、
企
画
構
想
部
が
学
年
・
教
科
・
分

掌
と
連
携
し
な
が
ら
ま
と
め
、
管
理
職
に
報

告
し
た
り
、
承
認
を
求
め
た
り
す
る
。
こ
の

よ
う
に
、
企
画
構
想
部
と
学
校
改
革
推
進
Ｐ

Ｔ
が
「
ミ
ド
ル
・
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
方
式
」
の

核
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

企
画
構
想
部
や
学
校
改
革
推
進
Ｐ
Ｔ
の

メ
ン
バ
ー
は
、
先
進
校
視
察
な
ど
を
行
う
中

で
、
教
師
一
人
ひ
と
り
が
学
び
続
け
る
こ
と

が
、
指
導
力
向
上
に
不
可
欠
だ
と
認
識
し
、

学
校
に
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
れ
ば
、

教
師
の
学
び
を
支
援
で
き
る
の
か
を
検
討

し
た
。
そ
う
し
た
動
き
の
契
機
に
な
っ
た
の

は
、
17
年
夏
に
実
施
し
た
全
教
職
員
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
（
Ｐ
．53
図
２
）
だ
っ
た
と
、
企
画

構
想
部
主
任
の
中な

か

島し
ま

寛
先
生
は
説
明
す
る
。

　
「
高
大
接
続
改
革
に
対
す
る
意
識
か
ら
タ

ブ
レ
ッ
ト
や
電
子
黒
板
の
活
用
状
況
ま
で
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
項
目
は
多
岐
に
わ
た
り
ま

し
た
が
、働
き
方
に
関
す
る
質
問
で
は
、『
勉

強
し
た
い
け
れ
ど
、そ
の
時
間
が
な
い
』
と
、

先
生
方
か
ら
率
直
な
声
が
上
が
り
ま
し
た
」

　

学
校
改
革
推
進
Ｐ
Ｔ
の
メ
ン
バ
ー
で

あ
っ
た
藤
田
副
校
長
、
福
田
先
生
、
中
島

先
生
は
、
各
分
掌
の
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
と
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い
て
話
し
合
う
中
で
、

教
師
に
と
っ
て
学
び
や
す
い
環
境
を
つ
く

る
こ
と
が
、
学
校
改
革
の
成
功
の
鍵
を
握
る

と
確
信
し
た
。

　
「
先
生
方
が
無
理
を
し
て
時
間
を
捻
出

し
、勉
強
す
る
よ
う
な
対
症
療
法
で
は
な
く
、

教
師
も
学
び
や
す
い
学
校
を
つ
く
る
と
い

う
体
質
改
善
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
自

分
の
関
心
に
合
わ
せ
て
勉
強
し
た
り
、
お
互

い
の
実
践
か
ら
学
び
合
っ
た
り
す
る
時
間

を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
か

を
、
学
校
改
革
推
進
Ｐ
Ｔ
の
メ
ン
バ
ー
と
話

し
合
い
ま
し
た
」（
藤
田
副
校
長
）

　

17
年
の
冬
、
学
校
改
革
推
進
Ｐ
Ｔ
で
の
議

論
の
結
果
を
企
画
構
想
部
が
ま
と
め
、
校
長

に
実
行
施
策
を
提
案
し
た
。
企
画
構
想
部
の

部
長
と
し
て
福
田
先
生
は
、「
朝
補
習
や
土

曜
授
業
を
廃
止
す
る
」「
月
１
回
、
授
業
や

部
活
動
を
休
み
に
し
て
全
校
職
員
研
修
会

を
実
施
す
る
」「
個
人
研
究
日
を
設
置
す
る
」

な
ど
の
18
年
度
か
ら
の
実
行
施
策
（
図
３
）

を
携
え
て
、
校
長
と
の
面
談
に
臨
ん
だ
。
校

長
は
、「
先
生
方
が
話
し
合
っ
た
結
果
、
必

要
だ
と
考
え
た
こ
と
な
の
で
あ
れ
ば
、
す
ぐ

に
始
め
ま
し
ょ
う
」
と
快
諾
し
た
と
い
う
。

　
「『
本
当
に
よ
い
の
で
す
か
？
』
と
、
私
の

方
が
聞
き
返
し
た
く
ら
い
の
即
決
で
し
た
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、『
よ
い
こ
と
で
あ
れ
ば
早

く
始
め
ま
せ
ん
か
』
と
、
17
年
度
中
に
全
校

教
師
に
学
び
を

保
障
す
る
た
め
、

全
校
研
修
日
を
設
置

•ワーキンググループからの中間報告
•各教科からの「主体的・対話的で深い学び」の実践報告
•多面的・総合的評価とポートフォリオに関する講演会
•グローバル教育の現状を学び、育みたい資質・能力を考える講演とワークショップ
•「学びの共同体」による学校改革に関する講演、公開授業研究会の参観
•各部活動の年間行事と進路指導年間計画の共有
•先進校視察報告
•「総合的な探究の時間」の運用について
•高大接続のあり方についての講演会
•タブレットを活用した教育に関する講演会
•自校教師による研究授業

月1回の「全校職員研修会」は、午前にＷＧや分掌、教科などからの発表が行われ、午
後はＩＣＴ活用やグローバル教育、ポートフォリオなど、特定のテーマに特化した学習
会となるケースが多い。

図３　これからの教育に対応する「学び」のための
「働き」方改革

図４　「全校職員研修会」の内容例

＊学校資料を基に編集部で作成。

＊学校資料を基に編集部で作成。

❶授業時間の整理（0 時限カット、50分×７コマ、土
曜授業の廃止）

❷「全校研修日（全日または半日）」を原則月１回実施

❸「個人研究日（週１日または半日）」の設置

❹「個人研究費（年１万円）」の新設

❺「コース会議」の設置

❻『研究紀要』の発刊

全校研修日の午前に行われたＷＧの話し合いの
様子。ここでの議論が、学校改革推進ＰＴ、さ
らに企画構想部での議論につながっていく。

全校研修日の午後に行われたワークショップ形
式での話し合いの様子。教科や分掌を超えて「育
成を目指す資質・能力」を語り合った。
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職
員
研
修
会
を
実
施
す
る
こ
と
を
逆
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
月
に
１
回
授
業
を
休
み
に
し

て
、
生
徒
は
自
宅
学
習
の
日
と
す
る
に
は
、

保
護
者
の
理
解
が
必
要
で
す
か
ら
、
校
長
は

す
ぐ
に
保
護
者
向
け
の
文
書
の
作
成
を
始

め
ま
し
た
」（
福
田
先
生
）

　

18
年
１
月
か
ら
毎
月
１
回
行
わ
れ
て
い

る
「
全
校
職
員
研
修
会
」
は
、
Ｗ
Ｇ
、
教

科
、
分
掌
、
学
年
か
ら
の
発
表
、
大
学
教
授

や
他
校
の
教
師
を
招
い
た
講
演
会
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
の
話
し
合
い
な
ど
、
内
容

は
時
機
に
応
じ
て
様
々
だ
（
図
４
）。
ま
た
、

半
日
を
自
主
研
修
と
し
て
、
各
教
師
が
教
材

研
究
な
ど
に
充
て
る
こ
と
も
あ
る
。
個
人
研

究
日
を
利
用
し
て
他
校
の
研
究
授
業
に
参

加
す
る
教
師
も
増
え
、
今
で
は
大
半
の
教
師

が
授
業
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ

る
な
ど
、授
業
の
様
子
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。

　
「
校
外
で
学
ん
で
き
た
こ
と
、
実
際
に
授

業
で
実
践
し
て
み
た
こ
と
、
さ
ら
に
『
研
究

紀
要
』
に
書
か
れ
た
内
容
な
ど
を
、
教
師
同

士
で
語
り
合
う
場
面
が
増
え
、
教
師
間
の
相

互
理
解
が
進
ん
で
い
ま
す
」（
中
島
先
生
）

　
「
ミ
ド
ル
・
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
方
式
」
で
の

学
校
改
革
も
着
実
に
進
ん
で
い
る
。
企
画
構

想
部
と
学
校
改
革
推
進
Ｐ
Ｔ
が
打
ち
出
し

た
改
革
項
目
を
、
各
教
科
や
分
掌
が
速
や
か

に
実
行
で
き
る
よ
う
に
、
企
画
構
想
部
の
メ

ン
バ
ー
が
教
科
や
分
掌
の
サ
ポ
ー
ト
に
入

る
こ
と
も
増
え
て
き
た
。
既
に
、
体
育
祭
の

開
催
時
期
、
定
期
考
査
と
追
試
の
あ
り
方
、

卒
業
生
の
進
路
の
情
報
管
理
方
法
な
ど
が
、

こ
の
２
年
間
で
見
直
さ
れ
て
き
た
。

　

19
年
度
か
ら
は
、企
画
構
想
部
と
各
分
掌・

学
年
・
コ
ー
ス
長
が
参
加
す
る
「
総
合
企
画

会
議
」
を
月
に
１
回
開
催
し
て
い
る
。
企

画
構
想
部
が
全
教
職
員
に
提
示
す
る
実
行

項
目
の
方
針
や
内
容
を
、「
総
合
企
画
会
議
」

で
承
認
を
得
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
各
分

掌
・
学
年
・
コ
ー
ス
へ
の
理
解
・
浸
透
を
よ

り
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
こ
と
が
、
同
会
議
の
設

置
の
ね
ら
い
だ
が
、
企
画
構
想
部
の
意
思
決

定
機
関
と
し
て
の
存
在
感
が
一
層
高
ま
っ
た
。

　
「
提
案
や
相
談
を
、
企
画
構
想
部
や
学
校

改
革
推
進
Ｐ
Ｔ
に
直
接
持
ち
か
け
て
く
る

先
生
も
増
え
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
、
メ
ン

バ
ー
に
若
手
の
先
生
が
い
ま
す
の
で
、
話
し

か
け
や
す
い
よ
う
で
す
」（
藤
田
副
校
長
）

　

学
校
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
へ
の
対

応
と
、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
」
の
さ
ら

な
る
推
進
を
目
的
と
し
て
始
ま
っ
た
同
校

の
改
革
は
、
19
年
度
か
ら
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル

リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ス
」
の
新
設
、
選
択
授
業
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
拡
充
な
ど
の
形
で
結
実
し

よ
う
と
し
て
い
る
（
図
５
）。
そ
う
し
た
中
、

教
師
た
ち
が
感
じ
て
い
る
の
が
、
長
崎
南
山

中
学
校・高
校
と
し
て
育
成
を
目
指
す「
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
」
を
、
今
以
上
に
生
徒
や
教
師

に
と
っ
て
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
よ
う
な
言

葉
で
表
現
す
る
こ
と
の
必
要
性
だ
。

　
「
20
年
度
か
ら
は
、
３
年
間
に
わ
た
る
探

究
学
習
も
始
ま
り
ま
す
。
探
究
す
る
力
と
は

ど
の
よ
う
な
力
な
の
か
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
は
ど
ん
な
資
質
な
の
か
、
教
科
や
学
年
を

超
え
て
教
師
、
生
徒
が
共
有
で
き
る
言
葉
が

必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
２

年
余
り
で
、
私
た
ち
は
学
校
の
動
か
し
方
を

学
び
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
主
に
身
近
な
課
題

を
原
動
力
に
し
た
も
の
で
し
た
。
ミ
ド
ル
・

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
方
式
の
学
校
改
革
や
、
全
校

職
員
研
修
会
等
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
で

き
た
土
壌
を
生
か
し
て
、
今
後
も
『
ど
の
よ

う
な
教
師
で
あ
り
た
い
の
か
』『
学
校
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
』
と
い
っ
た
理
想
を
語
り
合

い
、
そ
れ
ら
を
共
通
の
言
葉
に
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
教
育
を
具
体
的
に
形
づ
く
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
福
田
先
生
）

　

教
師
が
対
話
し
、
学
び
合
う
環
境
を
整
え

た
同
校
の
学
校
改
革
は
、
目
指
す
ゴ
ー
ル
を

更
新
し
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
も
進
ん
で
い
く
。

学
び
合
い
、
語
り
合
え
る

土
壌
を
生
か
し
て

教
育
目
標
を
探
究
す
る

図５　学校改革のこれまでとこれから

＊学校資料を基に編集部で作成。

２０１７年４月 •学校改革推進プロジェクトチーム発足

２０１７年８月 •ワーキンググループ人選スタート

２０１８年１月 •ワーキンググループの活動スタート
•「全校職員研修会」スタート

２０１９年度の検討テーマと成果

●「グローバルリーダークラス
　（２、３年次クラス）」の新設
●「南山リベラル・アーツ（自主選択講座）」
　の設置
●３年間にわたる「総合的な探究の時間」
　の実施
●中学部における「学びの共同体」
　の全校実施
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Reader ’s  VIEW　

探究学習の本来の目的を見つめ直した
　10 月号の特集は、探究学習における教師の役割に焦

点をあてた内容で、すべての教師にとって有意義な記

事だった。東京都・私立かえつ有明中・高校の記事に

あったように、教師の価値観を生徒に押しつけるので

はなく、「聴くことが大事」という考え方に大変共感し

た。時間が限られるため、生徒の学びのプロセスより、

形にすることを優先して指導しそうになってしまう時

がある。記事を読み、探究学習の本来の目的を見つめ

ることができた。　　　　山形県立米沢東高校　高橋英路

探究学習の実践に向けて役立つ記事
　10 月号の特集を読み、教師主導ではなく、生徒の考

える機会を奪わない取り組みには、我慢が大切だと感

じた。兵庫県立加古川東高校の取り組みでは、指導案作

成による教師の負担軽減、役割を与えることによる生徒

の主体性や自己肯定感の向上など、参考になることが多

かった。探究学習お役立ち文献＆ウェブサイトは、他

の教員と情報共有したいと思った。　　　　　　　　

　　　　　　　　　静岡県・沼津市立沼津高校　谷野公彦

まずは自分の授業改革から
　「The OECD Learning Compass 2030」（ ＊１） の

中でも、「Transformative Competencies（よりよい未

来の創造に向けた変革を起こす力）」は、探究学習で

育成を目指す資質・能力と合致すると感じ、AAR サイク

ル（＊２）をいかに授業に取り入れるかが、キーワードに

なると感じた。先日、福島県立ふたば未来学園中学校・

高校を訪問し、公立学校でも生徒の探究学習を中心と

した教育活動ができると分かった。まずは自分の授業か

ら改革していきたい。 　　　東京都立羽村高校　久富悠生

教科の枠を超えた活動の工夫を学んだ
　本校では、情報科の授業を３人のチーム・ティーチン

グとし、家庭科や体育科など様々な教師が担当している。

10月号の「実践　アクティブ・ラーニング」の情報科の

授業では、他教科とつながりが多いという教科特性を

生かして、教科の枠を超えた活動や思考を深める発問を

している工夫が参考になった。　 　　 徳島県　匿名希望

若手教師を学校改革の原動力に
　10月号「指導変革の軌跡」の静岡県立焼津中央高校

の記事では、意欲的な若手教師が学校を動かしていく

様子がよく分かった。トップダウンとせず、まず若手教

師の意見を組み入れるという考えが勉強になった。

栃木県立真岡工業高校　半田高史

よい言葉は受け継がれる
　10 月号 「教師を育てた言葉たち」で紹介された「雲上

蒼天」が、様々な形で受け継がれていることに感動した。

気持ちばかりが先走らないように、生徒と向き合ってい

きたいと思った。　　　　　　　　　 山形県　匿名希望

2019年10月号へのご意見

次号は 2月14日発行（予定）
『VIEW21』高校版は年 6 回の発行です

高校版 2020 　 月号2

先生方からの
ご意見を
紹介します

『VIEW21』高校版や教育に関連する最新情報
をタイムリーにお届けします。＊お友だちの登録方
法は、右の 2 次元バーコードを読み取っていただく
か、LINE アプリの「友だち追加」＞「ID 検索」で「@
view21」とご入力いただき、追加をお願いいたします。

『VIEW21』高校版　公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！

　今号の「『学校教育デザイン』を描く道標」の取材で訪れた東京都・私立山崎
学園富士見中学高校は、図書館がとても斬新でした。その名は「Learning Hub」、
2018 年の完成です。フロアは２階に分かれていて、下の階はアクティブ・ラーニン
グに合う可動式の机や椅子があり、生徒は探究学習や学び合いで活用しています。
上の階はあちこちに椅子があり、どこに座っても、離れた椅子に座った生徒との目
線がずれる工夫が施されていて、読書をしやすい環境がつくられているのだそうで
す。司書教諭の宗愛子先生は、この図書館の設計段階からかかわり、「自分の思
いを反映した学びの場にした」と言われていました。そして、「読書会」や「ビブリ
オバトル」などの様々な図書館活用策も実施してきたとのこと。自分が高校時代に
利用した図書館と比較して、大きな進化と今後の可能性を感じました。（広瀬）

＊１　よりよい社会を実現するために求められる学びの枠組みとして、OECD が策定した。
＊２　「The OECD Learning Compass 2030」を育む学習過程として、“Anticipation”（見通し）、“Action”（行動）、“Reflection”（振り返り）から成るサイクルのこと。
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徒課長のA先生から、「三村先生は、岡山
の教育をどうしたいのか」と問われた

のは、3校目の勤務校である工業高校で５年目を迎

えた頃です。生徒と真正面からぶつかりながら、「よ

いクラス」「よい授業」がつくれるようになったと自

信を持った時期でした。また、工業高校からも国公

立大学の推薦入試で合格者を出せるような体制を構

築しようと、国語、数学、英語の先生方とプロジェ

クトチームをつくろうとしていた時でもありました。

A先生の言葉は、そのプロジェクトの進め方につい

て相談した時に発せられたものでした。

　予想外の問いかけに、私は「仕事の進め方の相談

をしているのに、なぜ、そんな大きな話を？」と戸

惑いました。「自分にとっては壮大なことすぎて、考

えたこともありません」と答えた私に、A先生は、「教

師は、今できることをやるだけではなく、理想を持ち、

5年先、10年先の教育を考えなければいけないんだ

よ」とおっしゃいました。その時、私は「分かりました」

と返事をしたと思います。でも、その後、私がA先

生の言葉を思い出すことはありませんでした。

内有数の進学校に異動して９年目、私は教職

大学院への進学を勧められました。「私よりも

ふさわしい先生がいるのになぜ？ 子どももいるし、

仕事、勉強、家庭の両立なんて……」と困惑しまし

たが、「三村先生が学んだことを、県全体に還元して

ほしい」と校長から言われた時、Ａ先生の言葉を思

い出したのです。目の前のことに取り組むだけでな

く、大きな視野で行動を選択すること、周囲からの

求めに応えることも大切だ……Ａ先生の教えが、10

余年を経て胸に落ちた気がしました。私はすぐにＡ

先生に相談のメールを送りました。Ａ先生の返信に

は、「自分が今できることだけでなく、求められてい

ることを選びなさい」とありました。

職大学院での学びを通して、私は、よりよい

指導を岡山県全体で実現していくためには、

教師一人ひとりにもっと勉強が必要だと実感しまし

た。どんなに指導力があっても、その力を他者に伝

わるように言語化し、理論と実践を往還できなけれ

ば、周囲を巻き込むことは困難です。教師こそ、学

び続けなければいけない職業だと確信しました。

　大学院で出会った研究者や小・中学校、高校の先

生方と、私は、岡山の教育について語る会を立ち上げ、

今年７月には、７回目の勉強会を開催しました。人

脈が広がり、どんな時に、誰の力を借りればよいか

が分かるようになったこと、自分の中の疑問や悩み

をいろいろな人と考えることの楽しさを知ったこと

も、教師としての成長だと感じています。私以上に

私のことを理解し、「きっとできる」と信じてくれる

方々に出会えたからこその成長だと思っています。

　実は、大学院進学にあたって、当時小学生と中学

生の息子たちにも相談していました。返ってきた言

葉は「お母さんは、それができる人だと思われたか

ら声がかかったんだよね？」と、私の背中を強く押

すものでした。仕事が忙しくて、ランドセルの中も

見てあげたことがなかったのに、彼らは私のことを

見てくれていたのです。

No. 017
岡山県立総

そう

社
じゃ

高校

三村美紀先生
みむら・みき

◎教職歴 31年。同校に赴任して2年目。倉
敷工業高校、倉敷青陵高校などを経て、総
社高校の教頭を務める。岡山大学文学部が
開催する講演会「教科書からひろがる〈知〉
の世界」の企画・運営に参画するなど、岡
山県の教育力向上に尽力する。

岡山県立総社高校　全日制／普通科・家政科／共学／１学年約 280人／2019 年度入試合格実績（現浪計）国公立大は、北海道大、
筑波大、岡山大、広島大などに63人が合格。私立大は、慶應義塾大、東京理科大、同志社大、立命館大などに延べ294人が合格。

生

教

県

0-01-J-21521-000 2019 年度VIEW21高校版 12月号 表 3 ＣＭ
ＹＫ

色
校
11/25
引寺

念
校
12/04
南部 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
H3_view21koukou-12g.indd   1 2019/12/04   13:56



9 K VO L 5

ビュー２１　高校版　Volume5　2019年12月号
2019年12月16日発行／通巻第379号　発行人 山﨑昌樹　編集人 春名啓紀　発行所（株）ベネッセコーポレーション　ベネッセ教育総合研究所
VIEW21編集部　〒163-0415　東京都新宿区西新宿2-1-1　新宿三井ビルディング
© Benesse Corporation 2019

［フリーダイヤル］　0120 - 350455
受付時間　月～金8：00～19：00／土8：00～17：00（祝日、年末・年始を除く）
株式会社ベネッセコーポレーション岡山本社　〒700-8686 岡山市北区南方3-7-17

お客様
サービスセンター

月

https://berd.benesse.jp

先生方とともに
高校生の今と未来をつなぐ

2 0 1 9
V o l u m e 5
高 校 版
〈ビュー21〉

12

特
集
　０
学
期
か
ら
の
新「
高
３
指
導
」考

しるべ

明日への振り返り

改革事例から導く！
「学校教育デザイン」を描く道標

東京都・私立山崎学園富士見中学高校
　主体的・対話的で深い学びへ
実践　アクティブ・ラーニング
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